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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──　よろめき







　風が吹ふく。


　その風に、自分の銀色の髪かみがなびく。


　シオン・アスタールは馬上で、その、風が吹いてくるほうを見つめる。


　風には血の臭においが混じっている。


　仲間の血だ。


　人が死に。


　仲間が死に。


　敵が死に。


　そして骸むくろの山が築かれ、その上を彼は進む。


「…………」


　そこは、戦場だった。


　まだ夜が明けていない、早朝の、戦場。


　誰だれかが自分を呼ぶ声がする。


　轟ごう音おんと、色とりどりの魔ま法ほうによる光が明めい滅めつする景色の中で、


「陛下！」


　と、自分を呼ぶ声がする。


　その声は必死に、


「陛下！　ここはもう持ちません。お下がりください！」


　そう叫さけぶ。


　しかし彼は答えない。


　ただ、前を見み据すえる。


　まっすぐ前を見据え、馬を前へと進める。


　人が死に続けている景色の向こうへと。


　生と、死と、光と轟音がやかましく溢あふれかえっている景色の向こう側へと、進む。


「…………」


　すると彼に、別の場所から声をかけてくる者がいる。


　そいつの姿は見えない。


　ただ、彼の耳元で、


「……死ぬつもりかい？」


　と、声が響ひびき、それにシオンは応こたえる。


「君が守るだろう？」


「それがあいにく、いまはその力がない」


　と、声が言う。


　それにシオンは声のほうを振ふり返かえる。しかしやはり、声の主の姿はない。


　ルシル・エリスの姿はない。


　だがそれに、シオンは言った。


「レムルスの呪のろいはまだ解けないか？」


「困ったことにね」


「じゃあ、一人で頑がん張ばるよ」


「ここまできて、死なれるのは困る」


「はっ、珍めずらしい。俺を心配してるのか？」


　シオンがそう言うと、そこでルシルは姿を現した。


　しかしそれは、声がするシオンの背後ではなく、彼の前方に。


　まるでシオンが前に進むのを止めるかのように、馬の前に立たち塞ふさがる。


　艶つややかな金色の髪に、閉じられた瞳ひとみ。


　異常なまでに整った容姿。


　彼は細い手をそっと掲かかげる。


　するとそれで、シオンのほうへと向けて放たれていた、レムルス帝てい国こくの兵たちの攻こう撃げき魔ま法ほうが、消しよう滅めつする。


　しかしそれは、シオンのもう、すぐ側そばにまで、敵の兵が迫せまってきていることを意味している。


　いま、シオンに届きかけたのは大規模攻撃魔法ではないのだ。


　射しや程てい距きよ離りの短い、通常の魔法。


　つまり敵兵は、シオンの味方の兵を討うち破り、もう、彼に直接手を下せる位置にまで、迫っている。


　ルシルが困ったように周囲を見回す。


　すると彼の回りを──いや、シオンの回りを、レムルス帝国軍の兵が囲み始めているのが、わかる。


　味方の兵たちはレムルスの兵に次々と殺され、


「陛下！」


　と、叫ぶ。


「我々が食い止めますから、お逃にげ下……」


　しかしその言葉は最後まで続かない。


　また一人、仲間が死ぬ。


　そしてその仲間を殺した兵が、今度はシオンへと向けて魔法を展開しようとして──


　しかし今度は、そいつがルシルに殺される。


　彼が無言のままかすかに手を振るうと、そいつの胴どうが、下半身から斬きり飛ばされて宙を舞まう。さらにそいつの周辺にいた兵たちも一いつ緒しよに引ひき裂さかれてしまい。


　それをシオンは見下ろして、言う。


「なんだ。まだ力は十分あるじゃないか」


　するとルシルがこちらを見上げて、応える。


「いま『女め神がみ』や、あの、レムルスとかいう化物にこられたら、君を守れないよ」


「そうか」


「それにもう、この戦いくさは勝ちだろう？　君は十分、囮おとりとしての役割を果たした。こんな最前線にまで現れて敵を引き付けたんだ。もう、十分に君が放った他の部隊の自由は確保された」


　と、ルシルは言った。


　そう。


　いまここで行っているのは、そういう計画だった。


　シオンが最前線に立ち、レムルス帝国軍の主力部隊を引き付けている間に、背後に回りこんでクラウやバユーズたちが本隊をたたく。


　そしてあっさり、計画は成功した。


　なにせ敵の主力部隊は、末まつ端たんの兵がシオンのところまでやってきてしまうほどに、深追いしてきているのだ。


　おそらく敵の軍の戦線は伸のびに伸び、いま、守りが薄うすくなった後方を、クラウたちがたたき始めているはずだった。


　もちろん、普ふ通つうならこんな作戦はありえない。


　シオンがここで死んでしまえば、すべてが終わるのだから。


　しかし彼は部下たちの反対を押しきり、その計画を立てた。


　理由は簡単だ。


　ルシルが、いるから。


　剣けんの一族であるルシル・エリスが、彼についているからだ。


　だがそのルシルが言う。


「私の力はまだしばらく戻もどらない。だから、あまり無理をしないでくれないか？」


　その言葉に、


「…………」


　しかし、シオンは応えなかった。


　ただ、さっきと同じように前を見据えるだけで、応えない。


　すると前方では巨きよ大だいな光の球が生みだされようとしている。


　レムルス帝国軍の、大規模攻撃魔法だ。


　その大規模攻撃魔法を打ち消すことができるだけの力は、もう、シオン側の兵には残っていない。


　すでにレムルスの兵とぶつかり、混戦状態になってしまっていて、大規模攻撃魔法を動かすだけの術者を集めることができない。


　つまりあの魔法は、こちらに直ちよく撃げきするはずで。


　それも、すでに混戦状態になっている味方もろとも、敵は大規模攻撃魔法でここら一帯を消し飛ばそうとしている。


　当然だろう。


　ここにはシオンがいるのだ。


　敵国の王がいるのだ。


　ここでシオンを潰つぶせば、この戦は終わる。


　敵も、必死だった。


　ルシルがその大規模攻撃魔法によって生みだされた、巨大な光の球を見つめ、


「もう、下がれよシオン。これ以上、君を守るのはめんどうだ」


　と、本当にうんざりしたような声こわ音ねで、言う。


「…………」


　しかしやはりそれにもシオンは応えなかった。


　なぜなら風が吹くから。


　その、大規模攻撃魔法の光の向こう側の空のほうから、風が吹いてくるから。


　その風はやはり血ち腥なまぐさい。


　人の死の臭いがする。


　だがそれに混じって、彼は別のなにかを感じていた。


　それがなにかはわからない。


　ただ、なにか奇き妙みような違い和わ感かんが、そこにはあった。


　いや、喪そう失しつ感かんと言ってもいいかもしれない。


　ひどく大切ななにかが。


　自分にとって、とても大切ななにかが失われようとしているのを感じる。


　光の向こう側。


　まだ明けていない夜の闇やみを切り裂くように輝かがやく、大規模攻撃魔法の光の、向こう側で──なにか、とてもよくないことが起きようとしているのを感じて。


「…………」


　彼はそっと、手を掲げた。


　その周囲にレムルスの兵たちが集まり、襲おそいかかってくるが、彼は気にせずに手を掲げ、呟つぶやく。


「剣よ」


　すると彼の掌てのひらの中央から、ずずっと、黒い光が生みだされる。


　その光は剣の形をしている。


　黒い。


　黒い。


　夜よりも黒い、漆しつ黒こくの剣。


　それにルシルが言う。シオンに襲い掛かかってくる人間どもを次々と殺しながら、


「いったい、なにをしている。こんなところでその力を使う必要は……」


　しかし無視して、シオンは力を使う。


　その力は彼の体の中に巣くう『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』の力だ。


　その力に抗こうするだけの強さを手に入れる前にこの力を使えば、彼は人間としての理性を失うことになる。


『勇者バケモノ』に主導権を譲ゆずり渡わたすことになる。


　だからなるべく、必要以上の力は使わずに、ゆっくりと前に進むべきなのだが。


　しかし、彼は力を使った。


　剣が彼の手を離はなれ、真まっ直すぐに、大規模攻撃魔法の光に向かって飛ぶ。


　そしてその剣は目標に突つき刺ささり、そしてその存在、そのものを消してしまう。


　この世界から。


　この世界の、すべての情報から、まるで初めからそんな魔ま法ほうがなかったかのように。


　そんなものはなかったかのように、存在をかき消してしまう。


　敵兵は動どう揺ようしたようだった。


　なにせ自分たちが、いま、なにをしようとしていたのか、その情報が脳からすっぽり消えてしまったのだ。そのせいで敵兵は、ひどく混乱する。


　だが、シオンにとってはそんなことはどうでもいい。


　彼が見たかったのは、その、邪じや魔まな大規模攻撃魔法の、向こう側で起きようとしている、なにかだから。


　まだ明けていない夜空の向こう側で起ころうとしている、なにか。


　それを彼は見つめ、


「……ルシル」


　と、呟く。


　するとそれに、ルシルが周囲の敵を皆みな殺ごろしにしながら、


「……君が言いたいことは、伝わってる」


　と、言う。


　どうやらルシルにも、いま、シオンが感じている違和感が伝わっているようだった。


　それにシオンは聞く。


「……なにが起きている？」


「さぁ。だが、たぶん……よくないことだね」


　その言葉に、シオンはルシルのほうを見て、それからもう一度空を見る。


　するとさらにその違和感は強くなる。


　いや、それはもう、違和感という次元のものではなかった。


　全身に、寒気や悪お寒かんのようなものを感じる。体に触ふれる空気が、大気が、震ふるえ、脈打ち。





　そして──





「……いま、世界が変わった」


　と、シオンは呟いた。


　それを彼は、はっきりと感じた。


　この世界を構成していた、不確かながらも厳然とそこにあったなにかが、急に消えてしまったのを、感じた。


　なにかの構成が。


　なにかの構造そのものが、変わってしまったのを感じた。


　それにルシルも空を見上げる。


　遠い、北の空を見上げる。


　そしてもう一度、


「……下がれ、シオン」


　と言う。


　それにシオンは、


「だが」


「ここにいて、君になにができる？」


「…………」


「私たち以外にも、この世を塗ぬり替かえようとしている奴やつがいる。そいつがなにかに触れた」


「…………」


「なら、私たちも進もう。私たちには私たちの目的が……」


　しかしそこで、ルシルは言葉を止める。


　彼の周囲で、いくつもの魔法を展開していた人間どもがその攻こう撃げきの手を、止めたからだ。


　そして一いつ斉せいに退たい却きやくを始める。


　まるでここで行われている戦せん闘とう、そのものに興味を失ったかのように、退却を始める。


　それをシオンは見つめ、


「……クラウたちがレムルス帝てい国こくの本隊を、崩くずしたか？」


　と呟く。


　するとルシルが、


「本当に、そう思うのかい？」


　と言う。


　もちろんそんなふうには思っていない。敵の様子は、あきらかにおかしかった。


　なにせ、敵に撤てつ退たい命令が出ている様子はなかったのだ。それにあきらかにいま、この戦場の状じよう況きようは敵にとって優勢で、撤退する必要などないのだ。


　なのに、撤退を始めた。


　そしてその機を逃のがさず、シオンの部下たちが反はん撃げきを始める。


　シオンの下もとへと集まり、


「陛下、この間にお逃にげください！」


　などと兵たちが叫さけび、それから撤退するレムルスの兵たちへと、攻撃を仕し掛かける。


　さらにローランドの兵たちは、態勢を立てなおし、術者たちを再編して、大規模攻こう撃げき魔ま法ほう──『雷ら落ぐ雷る』の起動準備を始める。


　数十人の術者たちにより、幾いく重えにも絡からみあい、広がっていく巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが生みだされていき──


「…………」


　しかしそれにすら、レムルスの兵たちは抵てい抗こうしない。


　どの攻撃にも反応しない。


　あれだけ優勢だったはずなのに、ただ、逃げるだけ。


『雷ら落ぐ雷る』に対する反魔法を展開する様子すら、ない。


『雷ら落ぐ雷る』が発動してしまえば、数百、数千の兵が消し飛んでしまうというのに、まるで抵抗してこない。


　その光景に、


「……どういうつもりだ？」


　と、シオンは言った。


　するとルシルが応こたえる。


「さあ。でも、きっと罠わなだろう？」


「罠。罠……か」


　それに、必死に逃げていくレムルスの兵たちの様子を見る。


　彼らには表情がない。ローランドの兵に殺されていくときにも、まるで表情がない。


　虚うつろな、まるで夢ゆめ現うつつの中にいるかのような、そんな表情。


　さっきまでは違ちがった。


　ついさっき、シオンを殺そうとしていたときのレムルス帝国の兵たちの様子は、普ふ通つうの、人間を相手にしているときと同じだった。


　だが、いまは、


「……まるで人形だな」


　と、シオンは、殺されながら悲鳴すら上げないレムルスの兵たちを見つめて言った。


　そしてその間にも、世界が塗り替えられていくのを、感じる。


　大気が震え、景色の色が変わる。


　もちろん他の人間たちは、それに気づかないだろう。


　それは人が住む世界ではない、異次元での出来事だから。


　人の住む世とは少しだけ次元のずれた、奇妙な場所で起きている出来事だから。


　だが確実に、世界の仕組みが変わっていくのをシオンは感じて。


　とそこで、部下の一人が、


「陛下、この戦いくさ、勝てます！」


　と、叫んだ。


　さっきまでの悲ひ愴そうな様子から一転、強気な声で兵たちが叫ぶ。


　その中の一人に向けて、シオンは言った。


「気を抜ぬくな。なぜ敵が急に撤退を始めたのかを、調べろ」


　すると部下がすぐに答える。


「どうやらクラウ・クロム元げん帥すいが率いる部隊が、レムルス帝国軍本隊への奇き襲しゆうに成功したようです。敵の撤退理由はおそらく……」


　が、それを遮さえぎって、シオンは言った。


　次々と殺されていく、レムルス帝国の兵の様子をにらみつけ、


「……追うな、下がるぞ」


　すると部下は驚おどろいたような顔でこちらを見上げてくるが、無視してシオンは馬首を返す。


　それでもすぐには兵たちの動きは止まらないが、やはり気にせず、彼は南の拠きよ点てんへと移動を開始する。


　それにルシルはついてきながら、


「進まないのかい？」


　と聞いてきて、シオンは応える。


「……どう思う」


「さあ、どうだろうね。ただあの、レムルス帝国という国は、どうやら人間が統すべている国ではないからね。人間とは別の目的をこの戦にも乗せてきているだろう。さてさて、ここは追うべきか、退くべきか」


　と、ルシルが言う。


　そしてそれは、非常に難しい問題だった。


　レムルス帝国の兵の動きは、あからさまに追ってくれ、と、いわんばかりのものだったのだ。


　わかりやすいほどに、罠を用意している、と、バラしているような動きだったのだ。


　だからこそ、悩なやんでしまう。


　本当は追って欲しいのか？


　それともそれを罠だと疑わせて、退いて欲しいのか？


　それがわからない。


　戦の状況だけを見れば、追つい撃げきが正解だろう。


　シオンが囮おとりになり、背後からのクラウの奇襲を成功させ、敵は動揺している──という状況。


　この機を逃がさず、一気にレムルス帝国をたたくべきだ。


　だが、


「俺は下がる。ルシルにかけられた呪のろいもまだ、解けてないしな」


　と、ルシルのほうを見ると、それに彼は少しだけ思案するような顔になり、


「そう選せん択たくさせるのが、レムルスの狙ねらいかもしれないよ？　困ったね。前に進むのも、後ろに下がるのも、間ま違ちがいに思える。だから、私は君に従おう」


　と、言って、ルシルは消えてしまう。


　だがそこでさらに、他の部下がさらなる情報を上げてくる。


「陛下、クラウ・クロム元帥からの報告です」


「話せ」


　するとそれに、部下が応える。


「クラウ・クロム元帥の部隊は、敵本隊への奇襲をするも、敵は交戦することなく降伏。さらにレムルス帝国から使者がやってきて、ローランドの支配下に入れてくれ、と申し出てきているそうです。いかが返答いたしましょうか？」


　などと言ってきて、


「…………」


　シオンは、顔をしかめる。


　ますますわからない。


　敵はなにを考えている？


　戦わずに、ローランドの支配下に入る？


　あの、レムルスとかいう名の化物は、シオンのことを──いや、シオンの中にいる、『勇者』のことを知っているようだった。


　ならば、シオンの力の秘密についても知っているはずだ。


　彼の力は、彼の力に屈くつ伏ぷくした者たちの数によって、増大する。


『女め神がみ』どもが生みだした『ニンゲン』たちが、シオンに触れることによって、『ニンゲンαアルフア』にその内部構造が書き換かわっていき、その数が増えるほど、シオンの力は大きくなっていくのだ。


　つまりレムルス帝国が、ローランド帝国の支配下に入る、という申し出は、シオンの力を一気に巨大化させるもののはずで、レムルスはそれを防ぎたいはずなのだが。


「奴の目的はいったい、どこにある？」


　と、シオンは呟つぶやき、振ふり返かえる。
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　ローランドの兵たちの攻こう撃げきは、まだ止まっていない。


　逃げ惑まどうレムルス帝国の兵たちを、殺し続けている。


　それを見つめ、


「……くそ。嫌いやな敵だ」


　と、彼はうめくように言った。


　それから部下に命じる。


「攻撃をやめさせろ。敵は降こう伏ふくした。クラウにはその場に待機するように言え。俺がそっちにいく。だが、レムルス帝てい国こくには入らない。敵兵は殺さず、捕ほ縛ばくしろ。逃にげる者は追わなくていい。戦は勝利だ。勝かち鬨どきをあげろ」


　と、一気に伝えた。


　それに部下はうなずき、さらに周囲の仲間に仕事を振りわける。


　そしてすぐに、勝ち鬨があがった。


　ローランドの兵たちが一気に活気づき、高らかに声をあげる。


　それと同時に攻撃が止まる。


『雷ら落ぐ雷る』の発動も、無効化キヤンセルされる。


　敵はそれでも逃げ続けるが、もう、ローランドの兵たちは追わない。


　それをシオンは確認してから、


「…………」


　じっと考える。


　これから自分が、どうすべきかを。


　どこへ向かうべきかを──


　この、急激に変へん貌ぼうを始めた世界をにらみつけながら、考える。





　いま、おそらくこれをやっているのはレムルスだろう。


　なにをどうやったら、これほど気色の悪い色に世界を塗ぬり替かえていけるのかはわからないが、レムルスがなにかをやっていて、さらにシオンに自分の領域へと踏ふみこんでくるよう、仕向けている。


　それに彼は、


「…………」


　しかし、無言のまま再び、北の空をにらみつけた。




　第一章　とまどい







　胸が痛い。


　心臓が早はや鐘がねのようにばくばくと鳴り、焦あせりと緊きん張ちようで、胸が張はり裂さけそうになる。


　そして、


「どうする？」


　と、呟く。


　フェリス・エリスはか細い声こわ音ねで、


「どうしたらいい？」


　と、呟く。


　いま、彼女がいるのは、ライナの部屋の入口だった。


　大きなベッドに、そのベッドを埋うめ尽つくすように散乱した、書物の山。


　しかしそのベッドの上にライナの姿はない。


　なぜなら彼は、拉ら致ちされてしまったから。


　目の前で、拉致されてしまったから。


　それも、ライナを拉致したのは、化物だった。


　化物のように強い敵──ではない。


　文字どおりの、異形の化物にライナは連れ去られてしまった。


　フェリスの前に突とつ如じよ現れた化物の姿は、本当に異様だった。


　見た瞬しゆん間かんにこいつはよくないものだとわかるほど、そいつの姿は人とはかけ離はなれていて、さらに威い圧あつ感かんがあった。


　ボールのような頭に無数の瞳ひとみが開き、体からはうねうねと七本の腕うでが生えていた。


　そしてこちらを見て、笑う。


　ケタケタと馬ば鹿かにするかのように笑う。


　そのまま腕を一本伸のばして、フェリスに襲おそいかかってきた。


　彼女はとっさにその腕を斬きり落とし、そしてライナを救いにいこうとしたが、腕は切れた場所がさらにうねうねと動き、フェリスを襲い続けた。


　そしてその腕に手間取っている間に、化物が言った。


　部屋にいるライナに向かって言った。


　まるで、友達かなにかのような気き易やすさで、


『部屋に入っていい？』


　なんてことを、言った。


　そしてそれを、ライナはあっさり受け入れてしまう。


　あきらかに異常な化物の言葉を、ライナの馬鹿は、あっさり受け入れてしまう。


　おそらく、幻げん術じゆつかなにかをかけられていたのだろう。


　ライナはその、化物をあっさり受け入れ、楽しそうに会話を始める。


『おまえ部屋、散らかりすぎ』


『余計なお世話だから』


『はは、まあ、俺の部屋も大差ないけどな～。ライナは知ってると思うけど』


『ってだから！　早く事情を話せって』


　それにフェリスが怒ど鳴なった。


　化物と、そしてライナがいるであろう部屋に向かって、怒鳴った。


『おいライナ！　いったい誰だれと話してる!?』


　だが応こたえはない。


　もう、すぐそばでフェリスは怒鳴っているのだから、あいつに聞こえていないはずはないのだが、あの馬鹿は応えない。


　それでもフェリスは必死に呼よび掛かけ続けた。


　なにをしている、と。


　いったい誰と話している、と、必死に呼び掛けた。


　だがライナには彼女の声は聞こえていないかのようだった。


　ただ、化物との会話だけが続く。


　ライナと、化物の会話だけが淡たん々たんと続く。


『事情っていっても、どこから話していいかわかんないんだけどさ』


『最初っから話せよ』


『最初からかぁ。ん～、とりあえずライナには、俺がどんな姿に見える？』


『ああ？　前と変わんねぇよ？』


『前って？』


『前と同じ、すげぇ嫌みな好青年』


　と、ライナは言った。


　あきらかに異形の化物に対して、『嫌みな好青年』と、ライナは言った。


　そしてそれに、フェリスはさらに焦る。


　なぜなら彼女の中で、『嫌みな好青年』という言葉から連想できる人間は、たった一人だけだったから。


　シオンだ。


　シオン・アスタール。


　あの、ローランド帝国を統すべる、仕事好きのいじめっ子大王だ。


　そしてもし、ここにシオンがいたのなら。


　もしもここにシオンがきてくれたのなら、きっと、私も扉とびらを開けてしまうだろう、と、思う。


　ライナじゃなくても、扉を開けてしまうだろう、と、そう思う。


　それだけシオンは──彼女たちにとって、親しい、大切な人間だった。


　そしてライナはあっさり扉を開けた。


　ライナの声はどこか、震ふるえているようだった。もしかしたらあいつは、泣くのをこらえていたんじゃないかと思えるほどに、動どう揺ようした声を出していた。


　そしてそれに。


　その、ライナの声に──


「…………」


　化物がまた、笑った。


　ケタケタと笑った。


　その笑い声はライナには聞こえていないようだった。


　ライナを騙だまそうとする化物の笑い声は、あいつには聞こえていないようだった。


　だからフェリスは必死に剣けんを振ふるった。化物の腕を斬り、斬り、斬りまくり、しかしいくら斬ってもきりがないので、腕を無視して、廊ろう下かを走った。


　ライナの部屋へ向けて。


　あっさり騙されてしまった、馬鹿の部屋に向かって。


　だが化物は、無数に開く瞳でこちらを見つめながら、嬉うれしそうに言った。


　ゆったりと、自分の勝利を確信しているかのように、こう言った。


『はは、そうかぁ。そう見えるかぁ……じゃあ、よかった。うまく呪のろいがかかってるんだ。本来なら俺の力じゃ──僕程度の卑ひ小しような力じゃ、君みたいな異次元の化物には近付けないはずなんだ。でもこれで、チェックメイトだ。僕はついに悪あく魔まを手に入れて──すべてに勝った』


　と、そう言った。


　そこでやっと、フェリスは部屋の前にたどりついた。


　化物の腕を斬り裂き、なんとかライナの部屋の前にたどりついた。


　しかしそのときにはもう、遅おそかった。


　部屋には化物の姿も、ライナの姿も見当たらない。


　あるのはちゃんと掃そう除じがされていない、汚きたない部屋だけで。


「…………」


　フェリスは慌あわてて部屋に入る。


　誰もいない部屋に入る。


　周囲を見回しても、やはりライナはいない。


　そして備えつけられた、窓のほうを見る。


　しかし窓は開いていない。


　カーテンすら開かれていない。


　この部屋への出入口は、いまフェリスが立っている入口を除けば、あの窓しかないはずなのだが、窓は開いていない。


　なのにライナはいない。


　化物もいない。


　そしてどこへいったのか、まるでわからない。


　それにフェリスは、


「ライナ」


　と、彼の名前を呼んでみる。


　だが当然、返事はない。


「ライナ！　どこだ！」


　と、もう一度呼んでみるが、しかしやはり、彼女の声はむなしく部屋の中で響ひびくだけで。


「…………」


　それに、まずい、と思う。


　焦しよう燥そう感かんに、さらに胸が痛くなるのを感じる。


　なぜならあの化物は、あきらかによくないものだったからだ。


　人が触ふれてはいけない、よくないものだったからだ。


　おまけにシオンの真ま似ねをしていた。あきらかな悪意を持って、シオンの真似をしていた。


　それに、まずい、と思う。


　あんなのにライナを連れ去られてしまうのは、まずい、と思う。


「…………」


　彼女は、部屋の中を独り、きょろきょろと見回す。


　だがどちらを見ても、ライナはいない。


　さらに無む駄だだとわかっているのに窓のカーテンを開ける。


　窓を開けて外を見る。


　しかしそこにも、誰もいない。


　もう、完全にライナたちは消えてしまっていて、どこをどう追えばいいのかすら、わからない。


　それにフェリスは、


「くそ」


　とうめくように呟つぶやき、振り返る。


　廊下へと出る。


　さっき斬り落としたはずの、化物の腕を探す。


　だが、どういうトリックなのか、その腕も消えてしまっている。


　なんの手て懸がかりもない。


　敵の情報も、ライナの行方ゆくえも、まるでわからない。


　ただ、さっきの出来事が夢や幻まぼろしじゃなかったと証明するかのように、廊下にはだんごが落ちている。


　それは、スフェルイエット民国の状じよう況きようを理解しようと珍めずらしく頑がん張ばっていたライナに、彼女が差し入れようと持ってきただんごだった。


　彼女はそのだんごを、ライナと一いつ緒しよに食べようと楽しみにしていたのだ。


　早くもこんなうまいだんごを見つけてきたことで、ライナの奴やつを驚おどろかせてやろう、とわくわくしていたのだ。


　だがそのだんごの包みを、化物に突とつ然ぜん襲おそわれてしまったことによって彼女は落としてしまっていた。


　落ちた衝しよう撃げきで包み紙は開き、だんごは床ゆかに散乱してしまっている。いくつかのだんごは、彼女に踏ふまれてしまっていた跡あとがある。


　もう、それは食べられないだろう。


　せっかくこの街で一番美お味いしいと評判のだんごを買ってきてやったのに、ライナは妙みような化物に拉ら致ちされて、いなくなってしまっていて。


　それに。


「…………」


　その、食べられなくなってしまっただんごを見つめて、


「……私は……」


　と、彼女は震える声音で呟いた。


「私は、どうしたらいい……？」


　と、泣きそうな声で呟いた。


　だがやはり、返事はない。


　ライナの馬ば鹿かは、応えてくれない。


　全身に強い恐きよう怖ふが襲おそい掛かってくるのを、感じる。


　強きよう烈れつな不安で体が満たされるのを感じる。


　だって、状況がわからないのだ。


　誰だれが、なんのために、どこへライナを連れ去ったのかが、まるでわからないのだ。


　それでは追いようがない。


　ライナを助けることが、できない。


　だから、胸が張はり裂さけそうになるほどに彼女は不安な気持ちになる。


　その場にうずくまってしまいそうなほどに胸の奥おくから不安が膨ふくれあがっていき、


「……くそ、止まれっ！」


　と、彼女は自分の胸をたたく。


　だが膨れあがっていく不安は止まってくれない。感情を抑おさえられず、泣きだしてしまいそうになる。
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　ライナがいなくなってしまった──


　という事実だけで、なぜこんなにも自分の感情が動いてしまうのか、それが自分でもわからない。


　だが、彼女は必死に自分の胸をぎゅっと押さえる。


　ここで不安を膨らませていたところで、ライナは助けられないのだ。


　あの馬鹿を、追うことはできないのだ。


　たとえまるで手懸かりがなくとも。


　あいつが誰に、どこへ連れ去られたのかがわからなくても。


「……絶対に、見つけてやる」


　と、彼女は顔をあげる。


　抜ぬき放はなっていた剣けんを腰こしの鞘さやに収め、廊ろう下かの先へと目を向ける。


　しかし廊下の向こうにも、やはりライナはいない。


　いまはまだ早朝で、人の気配もしない。


　どこへいけばいいか。


　誰に助けを求めればいいか、それすらわからない。


　しかし彼女は胸の不安を押さえる。歪ゆがみそうになる顔を、無表情に保つ。


　そして廊下を歩き始める。


　まずは、ライナを探してくれる仲間を増やす必要があった。


　なにせ、情報が足りないのだ。


　ここでなにが起きているのか、まるでわからないのだ。


　だから、情報を集めるための人員が必要で。


　そしてこの、ヴォイスが作ったスフェルイエット民国にはいま、仲間と呼べるような人間は、あの女しかいないはずだった。


　キファ・ノールズとかいう名の、赤あか髪がみの女。


　だからその女の部屋へと、


「…………」


　彼女は向かった。





　　　　　◆





　昨日の夜から、キファは一いつ睡すいもしていなかった。


「…………」


　少しラフな、でももしもライナに会ってしまってもかわいいと思ってもらえるような女の子らしい柄がらの服に、ヘアピンで前まえ髪がみを留めている、という姿。


　そんな姿で彼女は机に向かい、少しだけ眠ねむそうな目で、このスフェルイエット民国の情勢が書かれた書類を読み進めていた。


　ヴォイスが作ったというこの国の仕組みはなかなかよく出来ているのだが、しかし、それでいてよく読むと、ヴォイスにずいぶんと有利になるような構造になっていて、


「……あの子、頭がいいな～」


　なんて、感心するように彼女は呟く。


　ライナの瞳ひとみの謎なぞを解明するためにローランドから出て、数年。彼女はたくさんの国を見てきたのだが、ヴォイスが作ろうとしている国ほど、なんというか、商業的利益に貪どん欲よくな国は見たことがなかった。


　この国の方針書を読むと、利益があがるのならば領土の売買もするような勢いで、なんというか、


「……ライナに有利になるようにあの子を出し抜くのは、大変そうだなぁ」


　と言いながら、彼女は、む～っと声をだして少しだけ伸のびをする。


「ま、とりあえずは状況の把は握あくをして、対処はそれからだけど」


　そう言って、再び書類を読み進める。ライナに読んでおいてもらいたい場所には赤いペンでラインを引き、必要がない部分は消す。


　自分一人で対処できそうな部分は横へよけ、トアレたち旧ネルファ皇国に力を貸してもらって取り引きするような案件は、トアレに見せる用の場所へと移動する。


　それからまた、新しい書類に取り掛かかる。


　それはこの、スフェルイエット民国においての魔ま法ほうの取とり扱あつかいについての書類で──この国は様々な国の魔法を取り込み、それを同時に研究しているので魔法についての守秘制度はない、とか、そんなことが書かれているのだが、それにキファは、


「……『複写眼アルフア・ステイグマ』で魔法の構成が読めるライナは、この魔法の開発については、ヴォイス君に対しての交こう渉しよう材料になるわよねぇ。これはあとでライナと話しあお」


　と、呟つぶやく。


　赤ペンでその書類に丸をつける。


　そしてその書類について、あとでライナと話しあうことができると思うと、


「…………」


　彼女は思わず、にんまりと笑みがこぼれてきてしまうのを、感じる。


　なにせもう、かなり長い間、彼とは離はなれていたのだ。


　ほんとはそばに。


　ずっと彼のそばにいたかったのに、三年以上もの間、彼から離れていたのだ。


　そして離れている間中、ずっとずっと彼女は、彼への想いが自分の中でとても大きいことを、感じていた。


　一日たりとも。


　それどころか、一秒たりとも、彼のことを考えないことはなかった。


　そしてやっと再会し、彼のために働けるのだという。


　こんな幸せなことって、他にあるだろうか？


　それに彼女は、


「…………」


　思わず独り、笑いそうになる。


　あまりの幸せに、へらへら笑いそうになる。


　そしてその、だらしなく緩ゆるみそうになる自分の頰ほおを両手でぽんっとたたいて、


「気持ち悪いぞ、私」


　と突つっこんで、独り笑う。


　でもそれでも、幸せなのは本当なので、しょうがない。


　というか、こんなにも自分自身のために生きている、と感じられるのは、人生で初めてかもしれなかった。


　エスタブール王国からのスパイとして三姉し妹まいでローランドへ潜せん入にゆうさせられ、そこで姉を殺され、妹を人質にとられてしまった。


　そしてそれ以来、彼女はずっと噓うそばかりをついてきたのだ。


　仲間を騙だまし、シオンを騙し、ライナを騙して、毎日、楽しそうに笑っているように見せてきた。泣きだしそうな顔を隠かくして、楽しそうに笑っている顔を作ってきた。


　ローランドを出てからも、そうだ。


　なんとかライナを助けるための力をつけようと、必死に情報を集めていた。


　そのためなら、どんな噓だってついてきた。


　身分を偽いつわって各国を巡めぐり、北の大地で出会ったガスタークの王すら、騙してきた。


　だがいまは、ここにいる。


　ライナのそばにいる。


　そして今度は彼のために──大好きなライナのために、力を振ふるっていいのだという。


　彼が泣きそうな顔をしていたら、そばにいって、慰なぐさめていいのだという。


　彼が辛つらそうにしていたら、そばにいって、支えてあげてもいいのだという。


　姉も、妹も死んでしまったけれど。


　仲間たちもみんな死んでしまったけれど。


　でも、それでも、


「…………」


　それでも、生きててよかったと、そんなふうに思える日がくるなんて、彼女は思ってなかった。


　だから、いまの自分の境きよう遇ぐうに。


　いま、こんなにも恵めぐまれている自分の境遇に、


「…………」


　怖こわくなるほどの幸福を感じていた。


　もちろんすべてうまくいくとは限らないけれど。


　たとえばライナのそばにいる、あの、金きん髪ぱつのとんでもない美人さんを、ライナがどう思ってるのかな～とか、不安なことはたくさんあるけれど。


　でも、それでもいま、彼女は幸せだった。


　だから、


「頑がん張ばらないと、バチがあたっちゃうな～」


　なんて言いながら、また彼女は頑張り始める。


　書類を読み進め始めようとする。


　しかしそこで突とつ然ぜん、


「…………」


　ドンドン！


　と、部屋の扉とびらが乱暴に叩たたかれる。


　それにキファはびくっと肩かたを震ふるわせ、机から飛びのく。全身を緊きん張ちようさせ、戦せん闘とう体勢に入る。


　それは、ずっと間者スパイとして独りで各国を巡っていたころからの癖くせだった。


　なにかいつもと違ちがう事態が起きると、すぐに彼女の中の警けい戒かいのスイッチが入るようになっているのだ。


　といってもライナのような実力はないから、戦闘体勢になったところで敵が強ければできることは知れているのだが。


　しかしそれでも彼女は、緊張する。


　なにせここは、敵地のど真ん中なのだ。


　一応ヴォイスはライナを主として掲かかげる、と言ってはいるが、しかしそれがどこまで本当なのかはわからない。


　だから状じよう況きようは、いつもと同じはずだった。


　味方はいない。


　周りは敵だらけで、味方は──


　が、そこで、


「いや……」


　と、キファは呟く。


　そして、ここには味方と言っていい人間が二人もいるじゃない、と思う。


　ライナと、フェリスだ。


　この二人だけは、彼女の味方だった。


　もう、独りじゃないのだ。


　ここには味方がいて、そしてその中に、ライナの名前があることに、彼女は薄うすく微笑ほほえむ。


　強くノックされた扉をにらみつけながら、彼女は笑い、それから舌をペロッとだす。緊張に乾かわいた桃もも色いろの唇くちびるを舐なめ、それから両手を掲げる。


　そして祖国エスタブールの攻こう撃げき魔ま法ほうを発動できる準備をしてから、


「誰だれでしょうか？」


　と、明るい声で応こたえる。


　すでに戦闘体勢を取っている、ということが相手に伝わらないよう、いつもの楽しげな声で応える。


　すると扉の向こうから、声がする。


「私だ」


　それは女の声だった。


　それもよく知っている、どこか感情の乏とぼしい、抑よく揚ようのない声。


　フェリス・エリスの声だ。


　それにキファは目を開く。


　体の緊張を解いて、


「フェリスさん？」


「そうだ。扉を開けろ」


「あ、うん。それはいいけど、こんな時間にどうしたの？」


「いいから開けろ」


「うん」


　と、彼女は床ゆかに低く伏ふせていた体を持ちあげ、立ち上がる。それから扉のほうへと向かおうとする。


　しかしそこで、


「遅おそい。開けるぞ」


　などと、フェリスが言う。


　だが、扉は開かないはずだった。鍵かぎをかけてあるのだ。もちろん、ここはヴォイスたちが拠きよ点てんとしている、スフェルイエット民国の中央軍官舎なのだから、ヴォイスたちは扉の鍵を持っているだろうが、


「フェリスさん、鍵、持っ……」


　が、そこでキファの言葉は止まる。


　突然目の前に、幾いく重えにも光が放たれたから。


　そして次の瞬しゆん間かん、扉が細切れに斬きり裂さかれ、


「えー!?」


　と、キファは驚おどろく。


　だがそれをまったく気にしていない様子で、剣けんを片手に持ったフェリスが部屋に入ってくる。


　相変わらずの、美人だ。


　艶つややかな金色の長い髪かみに、陶とう器きのようにきめ細やかな白い肌はだ。


　華奢きやしやな体に、異常なまでに整った容姿。


　こんな美人が恋こい仇がたきだと思うと、もう、すぐにへこたれて逃にげだしてしまいたくなるほどの圧あつ倒とう的てきな美人で。


　その、フェリスの顔を見る。


　やはりどこか感情の動きがわかりにくい、彼女の顔を見つめ、


「え、えと、フェリスさん？」


　と、キファは言った。


「あの……扉斬らなくても私、開けたけど」


　が、やはりフェリスは無視で、こちらを見る。


　それから妙みように落ちつきのない様子でキファの部屋を確認するようにくるくると見回す。


　机を、窓を、ベッドを見回す。


　そしてもう一度こちらを見て、


「ライナはここにいるか？」


　などと言う。


　それにキファは目を丸くする。


　フェリスはどこか、少し焦あせっているような様子でライナはここにきたか？　と、聞いてきていて。


　それも扉を剣で斬り裂いて突とつ入にゆうしてくるほどに慌あわててここにやってきていて。


　まるでそれは、浮うわ気き現場を押さえにきた、奥おくさんかなにかのような勢いで。


「ええと……」


　と、キファはうろたえる。


　うろたえながら、しかし思考を巡らせる。


　いまの話だけでもう、いくつかわかることがあるから。


　ライナはここにいるか？　と言ったということは恐おそらく、部屋にライナがいなかったのだろう。


　そしてフェリスはライナを探した。しかし見つからない。いまはまだ、国中の人間が寝ね静しずまっているような、夜中だ。そんな時間にライナがいない、というのはどういうことか？


　まさか、あの赤髪女のところにいるんじゃないか？


　と、嫉しつ妬として、フェリスはこの部屋に突入してきた、とか、そういう展開だったとしたら、


「……残念だけど、ライナはきてないなぁ。部屋にいなかったの？」


　と、キファは言った。


　するとそれにフェリスは首を振ふる。


「いや、あいつは部屋にいた」


　それにキファはまた、赤い瞳ひとみを見開く。


「あ……ふぅん。フェリスさん、この時間にライナの部屋……いったんだ」


　しかしその問いに、


「いった」


　と、フェリスは悪びれる様子もなく応える。それにどういう意味があるのか、まるでわかっていないかのような様子で彼女はあっさりそう言う。


　それに、


「…………」


　これだからこの子と張りあうのは、大変そうなんだよねぇ～なんて、キファは困ったように苦く笑しようしそうになる。


　しかしそれはともかく、


「で、ライナは部屋にいた？」


　するとフェリスはうなずいた。


「ああ」


「あ、いたんだ」


「いた」


「ふむ。なのになんで、フェリスさんは私の部屋の扉を斬ったのかな？」


　と聞くと、それにフェリスが、


「しかし私が部屋にいく前に、先客がいた」


　なんてことを言った。


「先客？」


「うむ。そいつは頭にいくつもの目玉が開き、腕うでが七本もある、化物だった」


「へ？　ってフェリスさん、いったいなんの話を……」


　が、やはりフェリスはこちらの言葉を無視して続ける。


「そいつはライナに、シオンのフリをして話し掛かけているようだった。おそらくは幻げん術じゆつかなにかを使っているのだろう。ライナはそいつに惑まどわされ、自分から部屋の扉を開けた」


「ってちょっと待ってちょっと待って。それって……」


　しかしフェリスは一気に言う。こちらの言葉に応える余よ裕ゆうなどないかのように、彼女は続ける。


「そしてライナを連れ去った。その化物はライナを連れて、まるで煙けむりかなにかのように消えた。私が部屋に飛び込んだときには、ライナの姿はもうなかった。それでももしかしたらこの官舎の中のどこかにまだいるかもしれないと思い探して回ったが、いなかった。さっき見た光景がすべて夢で、おまえのところにいてくれれば、とも思ったが……」


　と、フェリスはこちらを見つめ、それからもう一度、部屋を見回す。机を、ベッドを、窓を見て。


「やはりあれは、事実か」


　と、悔くやしそうに言う。


　それにキファは、


「あの、あの、ちょっと待って。話がいきなりすぎて理解しきれないんだけど、ライナはじゃあ、誰かに連れ去られたってこと？」


　と聞くと、フェリスはうなずく。


「そうだ」


「で、連れ去った相手は人間じゃない？」


「少なくとも私には人間には見えなかった」


　と、フェリスが言うが、しかし、そんな話をされても、すぐには信じられなかった。


　腕が七本ある化物が現れ、ライナを誘ゆう拐かいした、なんてそんな馬ば鹿かげた話……


「…………」


　しかし、フェリスの様子は、普ふ通つうじゃなかった。ひどく焦っていて、困こん惑わくしていて、冷静な判断をくだせるような状態には見えなかった。


　そうじゃなくても、いま、彼女はキファの部屋の扉とびらを剣で斬り裂いて入ってきたのだ。


　もう、彼女は、冗じよう談だんを言えるような精神状態には見えなかった。


　つまり。


「…………」


　つまり、ライナが誘拐された──というのは、事実なのだ。


　それを感じとって、キファは動どう揺ようする。全身が震ふるえそうになるのを感じる。


　やっとライナのそばにこれたのに、ライナにまた、なにか悪いことが起きようとしていて。


「…………」


　しかしそこで、すぐに彼女は自分の心を、殺す。不安が膨ふくれあがろうとする自分の心に、すぐに対処する。ここで冷静さを失ってしまえば、すべてが終わるから。


　いつだってそうだ。


　なにか悪いことが起きたときは、一度自分の心の動きを止めて、全体を見み渡わたす必要がある。


　そして考えるのだ。


　自分がなにをすべきか。


　自分がどう動くべきか。


　その判断を間ま違ちがえると、いつも嫌いやなことが起きる。


　たとえば姉や妹が殺されたり、仲間が殺されたり、ライナが牢ろう屋やに入れられてしまい、離はなればなれになってしまったりする。


　いつも一いつ瞬しゆんの判断が、行動が、選せん択たくが、すべてを決めてしまう。


　だから。


「…………」


　だから自分の、たいしたことのない能力でできることなど限られているが、それでもなるべく冷静に、落ちついて、全体を見ようと、彼女は頑がん張ばる。


　フェリスのほうを見て、彼女は聞く。


「フェリスさん」


「なんだ」


「いま、落ちついてる？」


　という言葉に、フェリスは不思議そうな顔でこちらを見て、


「私はいつでも落ちつい……」


「噓うそつかないで。ライナが拉ら致ちされて、落ちついてられるはずない」


「…………」


「でも、落ちつきましょう。もしかしたらいま、すごく状じよう況きようは悪いかもしれない。だから落ちついて、二人で全部に対処しましょう」


　と、キファは言った。


　それにフェリスが、なにか抗こう弁べんしてくるかと思ったが、しかしあっさり、


「だからおまえのところにきた」


　なんて言ってきて。


　それにキファはうなずく。


　そしてフェリスが斬きり裂さいた扉の外を見る。


　廊ろう下かのほうを見る。


　まだ、中央軍官舎の中は静まり返っている。


　ライナが拉致された、という事件は、他の人間には広まっていないようで。


　しかしそれは、誰だれもライナの拉致に気づいていないのか、それともヴォイスの命令による事件なのか、それを判断する必要がある、と、彼女は思う。


　とにかくここは敵地の真ん中なのだ。


　ならいま、自分たちがおかれている状況がどうなっているのかを確認することが、最優先事じ項こうだった。


　だから、


「フェリスさん」


　と、キファは言う。


「その、ライナが化物に拉致されたのを見た、っていうのは、どれくらい前？」


　その問いにフェリスが答える。


「十分は経たってない」


「ふむ。で、フェリスさんはどう思う？　その、ライナを拉致したのは、ヴォイス君の部下だと思う？」


　それにフェリスはなにを言ってるんだと言わんばかりの顔でこちらを見て、


「あれは、とても人間には見えな……」


　しかしそれを遮さえぎって、キファは言った。


「でもそいつは、ライナに幻術をかけてたんでしょう？　なら、フェリスさんにも自分の正体を隠かくすための幻術をかけていた可能性がある」


「…………」


「フェリスさん、なにか魔ま法ほうをかけられた？」


　それに彼女は、


「……その可能性は、ある。私は魔法に疎うといからな」


　と、少し申し訳なさそうに言ってきて、しかしそれにキファは首を振った。


「そんな顔をしないで。フェリスさんに落ち度はない。そいつはライナにも幻術をかけたんだから……『複写眼アルフア・ステイグマ』を持ってるライナに幻術をかけられるような奴やつの魔法、普通の術者に防げるはずない。ましてやフェリスさんは魔法が使えないんだし……」


　と、そこで言葉を止め、キファはもう一度廊下のほうをうかがう。


　誰かがこちらの様子をうかがっていたり、襲おそうタイミングをはかっていたりしないかと、廊下の向こうの、暗がりへと目を向ける。


　そこに誰かがいてくれれば話は簡単になるのだが。


　もしそこに誰かがいれば、それはつまり、相手が人間だと、わかるから。


　それもおそらくは、ヴォイスの手の者だろう。


　ライナほどの術者に幻術をかけるとなると、それはかなり大変な作業になる。それもいまの彼は、ただの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者ではないのだ。


　この間の戦場で、彼の瞳ひとみはなにかまた、特別なものに変へん貌ぼうしてしまって、さらにその力を強めてしまった。


　だからいまのライナに幻術をかけるとなると、相当大規模な魔ま術じゆつ的な罠わなを、仕し掛かける必要があるだろう。


　たとえばこの、中央軍官舎全体に罠トラツプの魔ま方ほう陣じんを描えがくとか──


　いや、それをしたところで、ライナの目にはすべてが見えてしまうかもしれない。


　だからおそらくは、


「…………」


　この事件は、ヴォイスの部下が起こしたものでは、ないと思う。


　それはここに、刺し客かくや追手のようなものがきていないことからも、わかる。


　ヴォイスたちがライナになにか、害をなそうとしているとして、それをフェリスに見られたまま、ヴォイスが放置するとは到とう底てい思えないからだ。


　いや、それともフェリスや、キファは、自分たちにとってはまるで脅きよう威いにならないとたかをくくっているのだろうか？


　その可能性は、十分あった。


　フェリスはともかく、キファでは魔ま法ほう騎き士しレベルの術者が襲ってきたらもう、どうにもできないからだ。


　だが、それにしたって、


「……静かすぎる」


　と、彼女は呟つぶやく。


　それからフェリスのほうを見て、


「一度、ライナの部屋にいってみようか」


　と、言った。


　それは危険な賭かけだった。


　もしもこれがヴォイスが計画した誘拐事件なら、ライナの部屋に戻もどると待ちぶせがあり、キファも、フェリスも、捕とらえられてしまう可能性がある。もちろんさっき考えた通り、キファやフェリスは相手にされていない可能性もあるが。


　しかしもしも待ちぶせがあるのなら、それはそれでいい、とも、彼女は思った。


　なぜなら敵が誰だかが、わかるからだ。


　ライナを拉致したのが何者で、そしてそいつがなにを望んでいるのかを聞くことができるからだ。


　そしたらそのときにまた、対応策を考えればいい。


　だが、最悪の展開は、


「…………」


　と、キファは想像する。


　最悪の展開を、想像する。


　それはライナを拉致したのが本当に、未知の化物で。


　以前にヴォイスが言っていた、『女め神がみ』とか、ガスタークと戦った戦場に現れた、巨きよ大だいな蜘く蛛もの化物と同じような──人間にはどうにもできないような力を持った化物で。


　そしてライナはそいつにどこかに連れ去られてしまったのでもう、二度と会うことはできませんでした──という展開だ。


　それだけは、避さけたかった。


　その考えだけは、否定したかった。


　こんなにあっさりライナと離れてしまって。


　やっと一いつ緒しよに過ごすことができるようになったのに、いきなりライナはいなくなってしまって。


　そしてもう、その後二度と会えませんでした、なんて展開は、絶対に嫌だった。


　だがそこで、キファはフェリスの様子を見る。


　いつになく、とり乱している彼女の様子を見つめ、


「…………」


　そこで初めて、彼女は泣きだしてしまいそうになる。殺していたはずの心から不安が押し上がってきて、息が詰つまるのを感じる。


　でも、それでも彼女は、震ふるえそうになる声を必死に元に戻して、


「部屋に……いってみよ。私はフェリスさんよりは少しは魔法にも詳くわしいから、なにか手て懸がかりを見つけられるかもしれない……」


　と、言った。


　するとフェリスが、


「そうか」


　と、言う。


　少しだけ期待したような瞳でこちらを見る。


　それにキファはうなずき、そして部屋を出た。


　二人で足早にライナの部屋へと向かう。


　廊下を抜ぬけ、一つ上の階へと向かう。


　その間に、誰にも出会わなかった。


　そもそもこの軍官舎の、キファたちにあてがわれたフロアにはあまり人がいないようで、客の接待用に使われている場所のようだった。


　その、人の気配や息いき遣づかいがまるで感じられない廊下を進む。


　そしてライナの部屋へと、たどりつく。


　ライナの部屋の扉とびらは開いてしまっている。


　中はひどく散らかっている。


　ベッドの上には書類や、書物が散乱し、ライナが頑がん張ばっていたことが、わかる。


　あのいつも寝ねぼすけなライナが、頑張っていたことがわかる。


　もしこれが、ただのライナの留守中に見た光景だったら、かわいいなぁと、思ったかもしれない。


　ライナってば、私がいないとすぐに部屋が汚よごれちゃうんだから、なんて、思ったかもしれない。


　昔もこうだったから。


　ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院にいたときから、ライナは部屋の片付けがヘタで、私が片付けてあげないと、どんどん部屋が汚きたなくなっていってしまって。


「…………」


　しかしいま、そこにライナはいない。


　そして、手懸かりになるようなものも、まるで見つけられない。


　魔術がここで行われた痕こん跡せきすら、見当たらない。少なくとも、キファには見つけられない。


　とそこで、


「どうだ？」


　と、フェリスが聞いてくる。


　彼女の声は、不安そうだった。期待と、不安が入りまじったような、そんな声。


　それにキファは、首を振ふる。


　するとフェリスは小さく、


「そうか」


　と、言った。


　そして彼女は踵きびすを返す。部屋を出ていこうとする。


　それに彼女は聞いた。


「どこに？」


　それにフェリスが答える。


「ライナを探しにいく」


「だから、どこに？」


「知るか。だが、私はいく」


　そう言って、部屋を出てしまう。


　その、いなくなってしまったフェリスのほうをしばらく見つめながら、


「……そんなはずない」


　と、キファは呟く。


「なんの手懸かりもないはずない」


　と、彼女は呟く。


　それは、希望だった。


　願いだった。


　ここで足を止めてしまえば、もう、二度とライナに会うことができなくなってしまうから。だから彼女は、


「……なにか、なにかできることがあるはず」


　と、思考を巡めぐらせる。


　気を許せばすぐに膨ふくれあがってこようとする不安を押さえ込んで、泣きそうになりながら、一いつ生しよう懸けん命めい考えを巡らせる。


　自分のあまりよくない頭でもなにか、考えが浮うかんでくるよう、必死に。


「…………」


　彼女は部屋を見つめる。


　ここにはライナと、そして、人ではない、化物がいたのだという。


　無数の瞳と、七本の腕うでを持った、化物。


　それは間ま違ちがいなく、あの戦場に現れた巨大な蜘蛛の化物や、『女め神がみ』とかの仲間だろう。


　ライナはあの瞳のせいで──あの、涙るい形けいの紋もん様ようが浮き上がる瞳を手に入れてしまったせいで、そういった化物に狙ねらわれるようになってしまったのだ。


　なら、その化物に詳しい人間に話を聞けばいいんじゃないか？


　と、彼女は思う。


　もしかしたらヴォイスはもう、今回ライナを襲おそった化物が何者なのか、知っているかもしれない。


　なら、ヴォイスに聞けば──と、考え、しかし首を振る。そもそもここは、ヴォイスの領域テリトリーなのだ。なら、敵はヴォイスと繫つながっている可能性がある。


　そうじゃなくとも私たちは、ここに、ヴォイスの権力を崩くずしにきたのだ。それをあの子があっさり許すとは思えない。


　なら、ヴォイスは敵の可能性がある。


　すでに人ではない、化物と手を組んでいる可能性がある。


　なら、他に信しん頼らいのおける人間はいないだろうか？


　この世の者ではない、異形の化物について、詳しい人間はいないだろうか？


　そう考えて、彼女は一人だけ頼たよれる人間を思い付く。


　レファルだ。


　ガスターク帝国の勇者王、レファル・エディア。


　彼女がついこの間、裏切ったばかりの相手だ。


　だが、彼ならライナを救ってくれるかもしれない。


　奇き妙みような化物に拉ら致ちされてしまったライナを救ってくれるかもしれない、と、彼女はそう思った。


　だから彼女も部屋を出た。


　そしてすでに出てしまったフェリスのあとを追った。するとフェリスには、すぐに追い付くことができた。


　彼女もキファと同じように、なにかを必死に考えるような顔をしていて。


　その、フェリスにキファは声をかける。


　まだ望みはあると。


　まだ、ライナを見つける方法はあると教えるために、


「フェリスさん！　もしかしたら、もしかしたらライナを助けてくれるかもしれない人を私、知ってるの！」


　と、そう声をかけた。


　するとフェリスは振り返って、


「ほう。奇き遇ぐうだな。私もちょうど、助けを求めるべき相手に気づいたところだ」


　なんて言う。


　そしてそれにキファは驚おどろく。


　レファル以外に、今回の事件を解決できるような相手は、彼女には思いつかなかったから。


　しかしレファルはフェリスとは面識がないはずで。なら、彼女が相談しようと思ったのはいったい誰だれなのか？


　彼女は誰に救いを求めようというのか？


　それをキファは、聞いた。


　といっても、フェリスの答えはほとんど予想ができていたが。


　おそらくは、ヴォイスに相談しようと思っているのだろう。ヴォイスなら確かに、多少そういったことへの情報も持っているかもしれない。


　だが、ヴォイスはだめだ。


　彼はまだ、味方なのか、敵なのか、わからないのだ。


　だからここは、レファルに相談したほうが──


　と、彼女が頭の中で勝手に思考を展開している横で、しかし、フェリスが言った。


　こちらを見つめ、


「私はいまから、シオンに会いにローランドにいく。あいつならきっと、ライナを助けてくれるはずだ」


　なんてことを、言った。


　それにキファは思わず、


「……え」


　なんて、間ま抜ぬけな声をあげてしまう。


　彼女が上げた名前は、まるで予想外のものだったから。


　シオン──という名前と、ローランドという言葉の響ひびきに、キファは思わず、動けなくなってしまう。


　彼女にとっては、二つとも非常に大きなものだった。


　姉や妹を殺した国の名前。


　そして彼女が裏切った、仲間の名前。


　おまけにいま、そのシオンはライナやフェリスたちとは会わなくなってしまい、さらには他国への侵しん略りやく戦争をしかけているという。


　それどころか、ライナが率いていたネルファの民たみや軍勢に向かって、シオンは『忘却欠片ルール・フラグメ』を放ってきたのだ。


　それで何万人もの人間が死んだ。


　兵士たちだけじゃない。


　女も、子供も、すべてだ。


　それはキファの知らないシオンで。


　いや、ずっとシオンと一いつ緒しよにいたライナだって、そんなシオンは知らないはずで。


　いま、ローランドになにが起こっているのか、まるでわからない。


　いや、レファルはこう言っていた。ガスタークからキファを解放するとき、レファルは彼女に、こう言っていた。





『ライナが裏切られる前に。あまりに絶望が深くて、闇やみがその、口を開く前に……彼をローランドからここへ、連れてきて欲しい』





　と、そう言っていた。


　あの時その言葉の意味はほとんどわからなかった。


　他にもライナはシオンにとっては、生いけ贄にえなのだとか言っていた。ローランドにある扉とびらを開くための、鍵かぎなのだと言っていた。


　そしてライナはその鍵になると、永遠の苦しみの中、死ねなくなるのだと言う。


　その言葉のどれもが、シオンがライナを陥おとしいれる、という話だった。


　そして実際に、そうなったようだった。


　ライナはシオンに追われ、ローランドを出てきた。


　なのに言うのだ。


　ライナは言うのだ。


　それでもシオンを、助けると。


　もしもシオンが壊こわれてしまったのなら、俺が正気に戻もどしてやると、彼は、そう言っていて。


　だが、ものごとはそう簡単には進まないと思う。


　ライナの声は、シオンには届いていない。


　まるで届いていない。


　だからもしいま、フェリスや、キファが助けを求めたとしても、それにシオンが応こたえてくれるとは思えなかった。


　いや、キファが知っているころのシオンなら、絶対に助けてくれた。


　彼女が一緒に、ローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院に通っていたころならば。


　ライナとシオンと、一緒にあそこに通っていたころなら、彼は絶対に助けてくれた。


　キファが知っているシオンは、彼は絶対に、仲間を見捨てたりはしなかった。


　でも、いまは。


「…………」


　いまは、状じよう況きようが違ちがうのだ。


　きっとシオンにもなにかよくわからない闇が降り掛かかっていて。


　ライナを拉致した化物のような、人間にはどうにもできないようななにかが降り掛かっていて。


　そしてすべてがおかしくなってしまった。


　もう、後あと戻もどりはできないほどになにもかもがおかしくなってしまった。


　だから、


「……シオンが、いまの私たちに……」


　会ってくれるかな？


　そう、キファは聞こうとした。


　しかしフェリスはその、言葉が終わる前に、言った。


　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、


「いまのライナの状況を話せば、あいつは助ける」


「でも」


「あいつは助ける」


　と、まるでフェリスは、自分に言いきかせているかのような口調で、そう言った。


　それにキファは、


「…………」


　言葉を止める。


　そして思い浮かべる。


　それは過去の景色だ。


　もう過ぎ去ってしまった、懐なつかしい光景だ。


　そこにはファルがいる。トニーがいる。タイルがいる。特殊学院で同じ班はんになり、そしてキファの裏切りによって死んだ仲間たちが、笑っている。


　その中で、キファも笑っていた。


　シオンも笑っていた。


　そしてそのシオンの横で、眠ねむそうな顔でライナはつまらなそうに佇たたずんでいて。


「……」


　それは、幸せな光景だった。


　もちろんそのとき、彼女は妹をローランドの貴族に人質に取られていて、ずっとシオンを、仲間たちを裏切り続けていたのだが。


　でもその、仮かり初そめの仲間たちの笑顔を見ながら。


　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、エスタブール王国との戦争をやめたローランドの中にいながら。


　彼女は、幸せを感じたのだ。


　安あん堵どを感じたのだ。


　妹を人質に取られていながら、もしかしたら殺されているかもしれないと薄うす々うす気づいていながら──それでもその、青春や、ライナのそばにいられるという幸せに、浸ひたったのだ。


　それは、最悪の想い出だった。


　自分の弱さを実感する、最悪の、でも、懐かしい想い出だった。


　そしてそのころのことを思いだす。


　するとそこでは、シオンも笑っている。


　まだ、まるでなにも持っていないのに。貴族の掌てのひらで踊おどり、仲間を救う力もまるで持っていないのに、それでもシオンは笑っている。


　俺についてこいと、彼は言う。


　世界を変えてやると、彼は言う。


　そして実際にそうなった。


　彼はローランドの王になり、国を変えてしまった。


　世界を変えてしまった。


　いまはどんな顔をしているのか、もうわからないが。


　でも、あのころのシオンなら──


「…………」


　とそこで、


「で、おまえが思い付いたという、いまの状況を打開できる人間というのは、誰だれだ？」


　なんて、フェリスが聞いてくる。


　それにキファは、顔を上げる。


　過去の景色から、現実の世界へと意識を戻す。


　そしてそれにキファは、フェリスを見て、応えた。


「私も……」


　と、答えた。


「……私も、シオンのところにいくのがいいと思う。シオンならきっと……きっと、ライナを助けてくれる」


　と、答えた。


　するとそれに、フェリスが少しだけ安堵したような顔で、うむっとうなずき、こちらに背を向けた。


「よし、ローランドへいくぞ」


「うん。でも、ええと、旅の準備は……」


「途と中ちゆうで調達する」


「そんなお金は……」


　しかしそれに、


「金など必要ない」


　なんてとんでもないことを言ってきて、それにキファは笑って、


「ま、必要なものは盗ぬすめばいいとしても、この国からスムーズに出るには、これがいると思うな～」


　と、いつも胸のところに隠かくし持もっている、小さな物入れを取り出す。その中には各国のお金と、そして、身分証明書が入っている。


　いまここにあるのは、ライナと、キファと、そしてフェリス、三人分の偽ぎ造ぞう身分証明書だ。他にも国境を越こえるための許可証や、商人たちに発行される、国と国を行き来する商業許可証なども、このスフェルイエット民国に入ってすぐに、手に入れた。


　いつも世界を裏切り続けてきたから、彼女はそういったことに抜ぬけ目めがなかった。


　その、身分証明書といくつかの通行許可書をフェリスに渡わたす。


　するとそれを受けとり、彼女はこちらを見て、


「ふむ。優ゆう秀しゆうだな」


　なんて言ってきて、それにキファはにっこり笑う。


「褒ほめられちゃった」


　するとそれにフェリスはこちらを見つめたまま、


「ところで女、おまえの名前はなんだったか？」


　なんて言ってきて、それにキファは肩かたをすくめた。


「えー、そこからー？　んと、私は……」


　しかしそれにフェリスが、


「という冗じよう談だんはさておくとして、キファ、いくぞ」


　なんて言って、再び彼女は歩きだす。


　いままでずっと、赤あか髪がみの女とか呼んで名前を呼んでくれなかった彼女が、いま、初めてキファ、と、名前を呼んでくれて。


　それにキファはフェリスの後ろ姿を見つめ、


「……う～ん。恋こい仇がたきに仲間として認められてもなぁ～」


　なんて、小さく呟つぶやく。


「ちょっとだけ嬉うれしいけど」


　と、かすかに笑う。


　それから物入れを胸にしまう。そしていま着ている自分のラフな格好は、旅に向かないなぁとか、思う。ほとんど寝ね巻まきだし。だからとりあえず、服と靴くつを盗まないと──いや、でもやっぱヴォイス君がくれた戦せん闘とう服のほうが便利かな？　とか、そんなことを考えてから、


「あーあー、フェリスさん」


　と、キファは言った。


　しかしフェリスは止まらない。


　その後ろ姿を困ったように見つめてから、キファは笑って、


「フェリス」


　と、試ためしに呼び捨てにしてみる。


　向こうも呼び捨てだったのだ。だから、いいよね、と思って、呼び捨てにしてみる。


　するとそれに、


「…………」


　フェリスが足を止める。


　自分は私の名前をあっさり呼び捨てにしたくせに、なぜか少し嫌いやそうな顔で振ふり返かえり、


「なんだ？」


　と言うので、キファは笑った。


　それから指でちょいちょいっと彼女を呼んで、


「やっぱり私の部屋にいこ。旅の準備がいるや」


　と言う。


　するとフェリスが首を振り、


「だめだ。時間が……」


「いいからいいから。私についてきて、フェリス」


　と言うと、またフェリスはこちらを見つめ、かすかに眉まゆをひそめる。


　しかしキファはそれを、笑ってみせるだけで無視する。そしてそのまま歩きだす。フェリスの横を抜け、自分の部屋へと向かう。


　するとそれに、フェリスが無言で、素す直なおについてくる。


　その、彼女の反応がかわいらしくて。


　あんなに偉えらそうな態度でこちらを振り回しておきながら、しかし結局、素直に後ろをついてくる彼女が、かわいらしくて、


「…………」


　思う。


　あー、やっぱりフェリスさんは──この恋仇は、手て強ごわいなぁって、思う。


　でも争うのは、また今度だ。


　いまはライナを探す必要がある。


　いなくなってしまったライナを探すために、ローランド帝てい国こくへ──





　キファは一度後ろを振り返り、フェリスのほうを見てから、


「…………」


　よし、っと、決意するように、心の中で小さく呟いた。




　第二章　にんげん







「え～、もぉ、なんですかそれは～」


　と、ヴォイス・フューレルはふて腐くされたような声を上げた。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳ひとみ。巫み女こ服のようなものを着込んだ、十三、四歳さいくらいの少年。


　その少年がいまいるのは、彼が一瞬にして建ち上げた国、スフェルイエット民国の首都にある、中央軍官舎だった。


　その廊ろう下かを歩きながら、ヴォイスは珍めずらしく困ったように、綺麗に整えられた黒髪を搔かきむしった。


　それから部下のハーミットが持ってきた報告書を読む。


　その報告書にはこんなことが書かれている。





　──ライナ・リュート、フェリス・エリス、キファ・ノールズの出しゆつ奔ぽん。





　その言葉を見つめ、ヴォイスが眉まゆ根ねを寄せて、


「な～んで出ていかしたの？」


　と振り返ると、そこにはすまなさそうな顔で後ろをついてきていた美人がいる。


　ヴォイスの部下、ハーミット・ヴォルフだ。


　長い黒髪に、紺こんの瞳。背の高い華奢きやしやな体に戦闘服という姿。


　ハーミットは神しん妙みような顔で言う。


「私の力不足で……」


「言い訳には興味ないなぁ。事実だけを教えて。なにが起きた？」


「それが……」


「わからないの？　監かん視しは当然つけてたよね？」


「はい」


「でも振りきられた？」


「……はい」


「彼らがいなくなったのに気づいたのは、ついさっきなわけ？　私が戻もどってから？」


「……はい」


「調査は？」


「現在……」


　が、それをヴォイスは制し、


「させるな。私が自分でする」


　と命じると、ハーミットは慌あわてて、背後に控ひかえていた男の部下になにかを命じる。するとその男が走る。


　だがそれを無視して、


「ふぅむ」


　と、ヴォイスは腕うで組ぐみをしながら、思案するように廊下を歩く。


　彼がいま向かっているのは、彼らがいる場所から一番近い位置にあるはずの、フェリスに与あたえた部屋だった。


　そこへ向かいながら、


「……だ～けど、それにしたっておかしいでしょ。いまの情勢じゃ、彼らにはここ以外にいく場所はないはずだし、それに、ライナさんたちにはここが綺麗で、良政で、いい場所に見えるよう、与える情報も制限してたはず……だよね？」


　と、確認するようにもう一度ハーミットのほうを見る。


　するとハーミットはうなずく。


「そのつもりです」


「だが出ていっちゃった。さてさて、これはどういうことかなぁ」


　と、そこでフェリスの部屋にたどりつく。


　扉とびらを開く。


　しかし当然誰だれもいない。


　フェリスは、ハーミットの報告が噓うそでなければ、国を出ていってしまったのだ。


　そしてハーミットが彼に噓をつく理由はないので、


「……あれあれ、ほんとにいない」


　と、困ったようにヴォイスは言った。それから部屋に入る。


　部屋の中にはスフェルランス中から買い集めてきたであろう、いろいろな店のだんごの包み紙があり、それぞれの紙の裏にそのだんごの感想が書かれている。


　その一枚をヴォイスは拾いあげ、


「……南サープルノ商店街のだんご店、ピッピだんごは、仕込みをきちんとしていないせいでまずい、ねぇ」


　とそれを読みあげる。


　それからハーミットのほうを振り返り、


「ピッピだんごはまずいって知ってた？」


　と聞くと、彼女は首を振る。相変わらず自分の失態を悔くいているようで、気まずそうな顔をしていて。


　その、少し弱っているハーミットの顔を見て、


「……はは」


　と、にやにやする。


　彼女はいつも颯さつ爽そうとしていて、あまりうろたえたりしないキャラなので、こう、申しわけなさそうな顔をしているとそれはそれで、


「こう、グッとくるものがあるけれど。でも……」


　いま、ライナさんにいなくなられるのは、まずいなぁ、と、心の中で呟く。


　それを口に出せばハーミットの表情はさらに辛つらそうに歪ゆがむだろうが、まあ、さすがにそこまでするとかわいそうなので、しない。


　だがそれでも、ライナ・リュートがいま、ここからいなくなるのは、非常にまずかった。


　そうじゃなくてもいま、ヴォイスは世界を相手に、微び妙みような駆かけ引ひきを日々繰くり広ひろげているのだ。


　というか、ここ二週間くらいの間だけでみたらきっと、世界で一番働いているのは自分なんじゃないかというほどの大活かつ躍やくを見せているのだ。たとえば、







・ライナを悪あく魔ま王だと世界中に触ふれまわり。


・ゲイルフィックラント帝国の領土を分断して奪うばい取り。


・『忘却欠片ルール・フラグメ』の禁止による平和協定を世界中の国々に結ばせ。


・さらにはあの、『蒼あおの公ひ主め』の女王、ピア・ヴァーリエまで仲間に引きこんで。







　と、もう、ここのところ不ふ眠みん不ふ休きゆうで頑がん張ばりまくって、やっとのことで自国に戻ってきたのだった。


　あとはライナやフェリスやキファをちょいちょいからかいながらうまいことその気にさせて、世界を一気に乗っ取ってやろう、とか思っていたのだが。


「……なーんでみんな、頭が悪いのに勝手気ままに動いちゃうのかねぇ」


　と言うと、またハーミットが辛そうに顔をうつむけるので、ヴォイスは笑う。


「君のことじゃないよ」


「ですが」


「私が君のことじゃないって言ったら、君のことじゃないんだ。主の言葉は絶対だよ？」


「…………」


　ハーミットがそれに、顔をあげてこちらを見る。


　それにヴォイスは笑ってみせてやる。


　まあ、今回のことは本当に彼女のせいではないのだ。彼女の実力では、キファはともかく、ライナやフェリスは押さえられない。


　いや、彼の手て駒ごまの中で、ライナやフェリスほどの実力者を押さえ込んでおけるような人材は、いないのだ。


　だからこれはハーミットの過失ではない。


　つまりミスをおかしたのは、ライナたちの心や行動を管理しきれなかった、自分の計画ミスか、もしくは、


「……なにか予想できない、イレギュラーな事態が起こっちゃったかな～？」


　と、彼はだんごの包み紙を捨て、目を、フェリスの荷物のほうへと向ける。さらに部屋の、クローゼットのほうを指さし、


「ハーミット、クローゼットを開けて」


　と、命じる。


　するとハーミットが、


「はい」


　とうなずき、クローゼットのほうへと移動して、開ける。


　それにヴォイスは言った。


「なにが入ってる？」


「服が」


「下着は？」


　その問いに、ハーミットがいくつか引き出しを開いてから、


「あります」


「何色？」


「え？」


「フェリスさんのおパンティは何色？」


「……あ、あの、白と、桃ピンクがあります」


「ふぅん。そう。黒か赤がよかったなぁ」


　などと言いながら、ヴォイスはつまらなそうな顔でハーミットに背を向ける。そのまま廊下に出て、歩き始める。


　そして考える。


　下着や服が残っている、というのはどういうことかを、考える。


　ハーミットが気づいたときにはもう、ライナも、フェリスも、キファもいなかったのだ。監視の目も完全にかいくぐって、彼らは出ていってしまっていた。


　つまり服や荷物を持って出ていくことだって、できたはずだ。なのに、フェリスはなにも持たずにいなくなってしまっている。


　それに再び、


「まずいなぁ」


　と、ヴォイスは呟つぶやく。


　どうやらライナたちの出奔は、この場所が気に食わなかった、というような理由ではなさそうだった。


　荷物も持たずに飛びだしていかなければならないような、なにか、予想外の事態が起きてしまったのだ。


　さて、それはなんなのか？


「…………」


　ヴォイスは廊ろう下かを抜ぬけ、ライナの部屋へと向かう。


　ライナの部屋の扉は開け放たれたままになっている。


　部屋の中は汚きたない。


　ベッドが書類や書物で埋うめ尽つくされ、ところどころ飲みものをこぼしたような痕あとがある。


　その書類や書物を見ると、ちゃんとハーミットによって、ライナに与えられる情報が操作されていたことが、わかる。


　つまりヴォイスがやっていることで、ライナに知られたくないような事こと柄がらは、彼には伝わらないようになっていたはずで。


「……ふむ」


　と、彼は部屋を見回す。


　本ほん棚だなを、窓を、机を、ベッドを。


　しかしライナがどこへいってしまったのかの手て懸がかりはない。おまけに彼の荷物も、まるまる残っている。


　もしも本当にライナたちが国を出ていってしまっているとすれば、彼らはなんの準備もせず、手ぶらで旅に出た、ということになる。


　それに、


「…………」


　ヴォイスは思案げな顔のまま部屋を出て、


「よし、ライナさんとフェリスさんの部屋は、調査していいよ。なにか手懸かりがないか、調べろ」


　と、ハーミットに命じた。


　すると彼女はうなずき、さらに背後に控ひかえていた、若い男の子に命じる。その男の子が走る。


　だがやはり、ヴォイスはそれに興味がない。


　今度はキファ・ノールズの部屋へと、移動する。


　するとキファの部屋の様子は、他の二人とは少し、違ちがっていた。


　まず、扉が粉々に斬きり刻まれてしまっている。


　それもこれは、鉄の扉だ。


　鍵かぎ穴あなはカムフラージュされていて見えないが、実は外側から鍵かぎをかけて、部屋の中の客を閉じ込めることができるようになっている扉だったのだが。


「……まぁた綺き麗れいに斬られてるなぁ」


　と、彼は部屋の中に入る。


　キファの部屋はライナやフェリスのものと違って、整然としていた。


　掃そう除じが行き届き、塵ちり一つ落ちてない。なにか調べものをしていたようで、書類や書物が整理されて並んでいる。


　それもその中には、ヴォイスが見られたくないと思っていたような内容が含ふくまれている書類もあって。


「お～お～、これは……へぇ、キファさんは思ってたより、ずっと有能そうだなぁ」


　と感心するように言う。


　なにせハーミットの監かん視しの目をかいくぐって、これだけの情報を集めていたとなると、


「彼女は意外と、掘ほり出だしものかもしれない」


　なんてことを言いながら、ヴォイスは部屋の中をうろうろして、キファの荷物を探す。


　だが荷物は残されていない。


　服も、下着も、綺麗さっぱりなくなっていて、ご丁てい寧ねいなことにベッドメイクまでされている。


　つまりキファは、国から出ていくと自分から決めて出ていったわけで。


「……さて、この状じよう況きようからなにがわかる？」


　と、彼は呟く。


　ライナとフェリスは荷物を残したまま消えていて、キファは旅の準備をして出ていっている。


　果たしてそれはいったい、なにを意味しているのか？


　それを考えながら、とりあえずキファが寝ねていたであろうベッドに彼は横になる。するとすぐに眠ねむ気けが訪れて、自分がひどく疲つかれているのがわかる。


　その眠気に、彼は目が閉じそうになるのを我が慢まんしながら、部屋の入口にいるハーミットに言う。


「ハーミット」


「はい」


「添そい寝してくれる～？」


「はい。ヴォイス様がお望みなら」


　と近付いてこようとする彼女に、しかしヴォイスは言う。


「でもハーミットは、ちゃんと仕事してなかったから、添い寝させてやらない～」


「え……」




[image: ]


「机の上を見てごらん。キファさん、ハーミットの目を盗ぬすんでこの国の裏側調べてるよ」


　そう言うと、ハーミットが机を見る。そこにあるいくつかの書類を見て、顔を青くする。


「も、申しわけ……」


　が、最後まで言わさずにヴォイスは、


「だから添い寝禁止」


「う」


「罰ばつとして、この部屋はハーミットが調べて。キファさんは自分からここを出ていったようだから、もしかしたら手懸かりを残してるかもしれない。私はちょっとさすがに限界だから寝るけど、もし、私が起きるまでにハーミットがなにか見つけられなかったら……」


　とそこで、ヴォイスは目を閉じ、夢の中へと落ちようとしながら、


「怒おこるよ？」


　と、言った。


　それにハーミットが、


「あう」


　と、怯おびえたような声をあげる。慌あわてて机の上の書類を調べ始める音がする。


　それにヴォイスは満足気にうなずきながら、枕まくらを抱だき抱かかえて、


「キファさんはどんな匂においがするのかなぁ」


　なんて言いながら眠ねむりに入ろうとするが、しかし、その枕の下で、かさっと、なにか紙のようなものが手にあたるのを感じる。


　それにヴォイスは薄うすく目を開く。


「ああ、なんてことでしょう。有能な私は、眠りながらにして手懸かりにあたってしまった」


　と、枕の下から一枚の紙を取り出す。


　するとそれは、伝言らしきものが書かれている紙だった。


　おそらくは、キファ・ノールズからの伝言だ。


　それをヴォイスは読む。


　すると伝言には、こんなことが書かれていた。





『ヴォイス君へ。あなたを信用できないので、私たちは黙だまって国を出ることにしました。しかしもしも私たちを助けてくれるつもりがあるのなら、ここから西方、ハイルムス共和国のスル村の宿屋に伝言をください。宿屋は一つしかありません。そこから私のところへ連れん絡らくが取れるようになっています。連絡役に尾び行こうをつけようとしないでください。もしも尾行に気づいた場合、私たちは二度とあなたを信用しません。もしも私たちの信用が得たいのなら、誠意を見せてください──』





　というところまでを読んで、ヴォイスは言った。


「前置きが長いなぁ……けど彼女はほんとに、素す晴ばらしいなぁ。私の直属の部下に使いたいくらいだ」


　と呟つぶやく。


　そのまま伝言を読み進める。


　するとここで、いったいなにが起きたのかが、そこには書かれていた。


　キファが、言う。





『では、起きた事実だけを書きます。ライナが化物に誘ゆう拐かいされました。その化物の外見は球状の頭に無数の瞳ひとみ。七本の腕うでという姿だったそうです。見たのはフェリスさんです。幻げん術じゆつが見せた幻まぼろしの可能性もありますが、実際にその化物がいた可能性もあります。もしもその化物や、ライナに幻術をかけられるような術者に心当たりがあるようなら、連絡を。私たちはライナを追います』





　と、伝言はそこで終わっていた。


　そしてヴォイスはその紙を、うんざりしたような顔で、見つめる。


　それからいまだに手て懸がかりを必死で探しているハーミットのほうへと目を上げる。


　彼女は書類を確認してはそれを横によけ、机の引き出しを開き、中を確認し、しかしなにも見つけられないようで、困ったような表情になる。


　それをヴォイスはぼんやり見つめながら、


「…………」


　しかし、手懸かりが見つかったことを教えてやらない。


　ただ、その伝言の内容について、考える。


　そしてその伝言に書かれた化物については、心当たりがあった。


　球状の頭に無数の瞳。


　体からは七本の腕──と、伝言には書かれているが、それと似たようなものに、彼は心当たりがあった。


『女め神がみ』たちに『這はい神がみ』と呼ばれていた、古いにしえの神──レムルス・レムルド・アークエド。


　レムルス帝てい国こくに君臨している、異形の化物だ。


　確かその化物には、世界を見み透とおす七つの瞳と、六本の腕があるという。


「……腕と瞳の数がちょっとあわないけれど……」


　しかし、ライナさんをあっさり連れ去ったとなると、おそらくはレムルスだろうなぁと、彼は考える。


『這い神』はあまり力がないので、『女め神がみ』や『勇者』、『悪あく魔ま』と違ちがってほとんど伝説や伝承といったものが残っていないのだが、


「……これは、とんだ伏ふく兵へいが現れましたねぇ。早くもレムルスが手を出してくるとは……」


　と、ヴォイスはベッドから起きあがる。


　するとそれにハーミットが驚おどろき、それから、


「す、すみません、まだ手懸かりが……」


　というのを遮さえぎって、


「いや、手懸かりはもう見つけたからいいよ」


　と、伝言を彼女のほうへと投げる。


　それをハーミットは受けとって、読む。


　しかしやはりそれを無視して、ヴォイスは部屋を出る。


　そして考える。


　ライナを──いや、スフェルイエット民国の切り札である『兵器ライナ・リユート』をレムルスに奪うばわれた。


　それは、非常にまずかった。


　なぜならここにライナがいるからこそ、このスフェルイエット民国という国は世界に対して発言権を保てているのだ。


　百万の人間の命を一いつ瞬しゆんで消し飛ばし、ガスターク帝国とゲイルフィックラント帝国の争いを止めてしまうほどの力を持った悪魔の王がいる、と思われているからこそ、このスフェルイエット民国は兵の数が少ないのにもかかわらず、攻せめられることなく、ひと息つくことができるのだ。


　しかしもしもライナ・リュートがレムルス帝国に拉ら致ちされた、というのが他国に知れたら、どうなる？


「…………」


　おそらくは、一いつ斉せいに周辺国が攻めてくるだろう。


　まずは北と南に分断されたゲイルフィックラント帝国が、領土を奪い返しにくる。


　さらに弱ったゲイルフィックラント帝国の領土を奪いに、エルトリア共和国や、ガスターク帝国が一気に攻めたててくるだろう。


　それどころかこれを機にと、いままで三大国に従属していた小国も、この戦争に参加してくるかもしれない。


　悪ラ魔イ王ナがいないとわかれば、いまのゲイルフィックラント帝国とスフェルイエット民国は、内乱で疲ひ弊へいし、分断してしまった国に過ぎないのだ。


　このチャンスを周辺国は、見み逃のがしたりはしない。


　もちろんヴォイス率いる、反ローランド帝国軍の部隊は『忘却欠片ルール・フラグメ』を多数持ってはいるが、しかしそれはガスタークも同じだ。


　なら、グロウヴィルがある分、向こうに分がある。兵の数もいまは向こうのほうが圧あつ倒とう的てきに多い。それもどうやら、ガスタークは兵の感情を一瞬で掌しよう握あくする『忘却欠片ルール・フラグメ』を使っているようで、戦場で軍勢同士がまともにぶつかりあったとしても、いまのヴォイスたちの兵力ではまるで勝ち目がない。


　つまり、ライナがいまここにいない、と他国にバレるのはまずい。そしてバレる前に、レムルスからライナを救出しなければならないのだが、


「さて、化物相手にどう動く？」


　と、彼は目を細める。


　レムルスは、大した敵ではないはずだった。


『女め神がみ』と比べてしまうと、『這い神』はずっと低級な、力のない神のはずだった。


　そして彼は、『女め神がみ』すら殺すことができる武器も、持っている。


『忘却神器ルール・フアジール』という名の、神殺しの遺物も持っている。


　それを使えば、レムルス程度の化物はどうとでもなるはずなのだが。


　だが問題は、


「なぜ、そんな程度の低い神を相手に、ライナさんがあっさり連れ去られたのか、が問題だなぁ。幼女のパンティでも餌えさに騙だまされたかな？」


　なんて馬ば鹿かなことを呟きながら、しかし彼は、真しん剣けんな表情のまま思考を巡めぐらせ続ける。


　本当にいま、ここで起こっている事態は、予想外のことだった。


　レムルスのことをヴォイスは、重要視していなかったのだ。いや、少し前まで彼を操あやつっているつもりでいた『女め神がみ』どもが、レムルスのことをひどく馬鹿にしていたのだ。


　力のない『這い神』が、人間を操っていい気になっている、と、馬鹿にしていたのだ。


　もちろんそれでも人間の力を大きく超ちよう越えつした化物だから、それなりに意識は払はらっていたが、しかし重要視はしていなかった。


　それどころか、レムルス帝国の位置的に、ローランドの北上を止める障害物になってくれればいいな、くらいにしか、考えていなかった。


　だが、ライナは連れ去られてしまった。


『女め神がみ』たちが怯おびえるほどの力を手に入れていたはずのライナが、あっさり連れ去られてしまった。


　それをするために、どういった罠わなや、幻術を用いていたのかはわからないが、『女め神がみ』たちに嘲ちよう弄ろうされていたようなレムルスがそれを為なすには、いろいろと計画を張り巡らせていたに違いなくて──


「くそ。『女め神がみ』や『勇者』の他にも、まだ敵が増えるのか」


　と、ヴォイスはうめく。


　そして自分の考えの甘あまさを責めたくなる。まあ、責めたところで今回のことを止められたとも思わないが。


　いや、自分と同じようにライナの力を手に入れようと敵が群がってくるのはわかっていたのだから、ちゃんと護衛をつけるべきだったのかもしれない。


　たとえばフェリスに、『忘却神器ルール・フアジール』をなにか一つ持たせてライナを護衛させる、という手もあった。


　まさかあれほど大きな力を持ったライナが、こんなに簡単に連れ去られてしまうだなんて考えもしなかったので護衛をつけなかったが、


「私が甘かった……と、いまさら後こう悔かいしても仕方ないですけどね。しかしすぐに手を打たないと。さて、これからどうしま……」


　が、そこで別の部下が、部屋に飛び込んでくる。そしてヴォイスを見つけるなり必死の形相で、


「ヴォイス様！　敵てき襲しゆうです！　すぐにお逃にげくださ……」


　しかし言葉は、そこまでだった。


　部下の上半身が、なにか黒い、影かげの化物のようなものに喰くい千切られて、なくなってしまう。


　そしてその化物がこちらを見る。


　影で出来た、巨きよ大だいな狼おおかみのような化物。


　一目見ただけでそれは、『忘却欠片ルール・フラグメ』が生みだした化物だと、わかる。


　そしてその獣けものがこちらを見るなり大きく口を開き、襲おそい掛かかってこようとして。


「わわ、ハーミット！」


　と、ヴォイスは叫さけぶ。


　ハーミットがそれに顔をあげ、反応する。腰こしの剣けんを引ひき抜ぬき、こちらを助けにこようとする。


　すると化物がハーミットのほうを見る。


　その隙すきにヴォイスは後方へと飛ぶ。さらに懐ふところから一本のナイフを取り出す。それを床ゆかに放る。


　刹せつ那な、ナイフは四つに分ぶん離りし、左右の壁かべと、天てん井じよう、床に突つき立たつ。するとその四本のナイフを基点として、薄うすい透とう明めいの光の膜まくのようなものが生みだされ、化物とヴォイスの間を隔へだてる壁になる。


　化物はその膜にぶつかり、そして、


「ガァ」


　悲鳴を上げたときにはもう、その姿は消し飛んでいた。


　それを見て、


「お～危なかった」


　と、少し気が抜けた声でヴォイスは言う。


　それから化物が入ってきた部屋の入口のほうへと目を向ける。


　すると入口から、一人の男が姿を現すのが、見える。


　おそらくはいまの、影の化物を操っていた男だろう。


　綺き麗れいになでつけられた漆しつ黒こくの長い髪かみ。線の細い長身。驚くほどに整った顔だちをしているが、しかし見る者にそれを感じさせない、濃のう紺こんの冷たい瞳ひとみ。


　その、まるですべてのものを見下しているような瞳でこちらを見下ろし、


「ああ、いまのは惜おしかった」


　と、ひどく暗い声こわ音ねでそいつは言った。


　それにヴォイスはその男を見上げて、


「あなたは？」


　と聞くと、男は微笑ほほえむ。


　そして、まるで悪魔かなにかのように赤く開く唇くちびるで、


「名乗るほどの者ではありません」


　などと言ってきて、それにヴォイスは肩かたをすくめて言う。


「ガスタークからの刺し客かくかなぁ？」


「ああ、バレまし……」


「いや違うなぁ。ガスタークの『忘却欠片ルール・フラグメ』遣づかいは、ピンク色の髪をしてるからねぇ。そしてその、影の獣を操ってるのは、選ばれた血族だけが使えるタイプの『忘却欠片ルール・フラグメ』でしょう？　つまりあなたはガスタークからの刺客じゃない。なら、どこの刺客だろう？」


　するとそれに、男は楽しげに微笑んで自分の黒くろ髪かみを指で撫なでると、


「染めてるんですよ」


　などと言ってくる。
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　それにヴォイスは笑って、言った。


「へぇ。そう」


「ええ」


「じゃ、きっとガスタークからの刺客なんだね。ならガスタークの刺客さんにいいことを教えてあげようかな。この、あなたと私を隔ててる『忘却欠片ルール・フラグメ』の膜は、遺物じゃ壊こわせないんだ。でもたった一つだけ、壊す方法がある。なんだかわかる？」


　それに男は部屋の中央に張られた、光の膜を見上げ、


「さて、どうしたらいいのでしょう？」


　と聞いてくるので、ヴォイスは男に教えてやる。


「この膜、物理攻こう撃げきにも遺物の能力にも強いんだけど、魔ま法ほうにだけは弱いんだよねぇ。だから魔法を使われると困るんだ～」


　なんてことを、言う。


　するとそれに、男がこちらを見て、


「……そんな戯たわ言ごとに騙されるとでも？」


　それにヴォイスは答える。


「そりゃこっちのセリフだよ。ガスターク所属？　髪を染めてる？　それが本当なら、魔法を使って見せてよ。ほら、御お得とく意いの格こう子し模様を描えがいて、魔法を発動してみせてって～」


　しかしそれに、男は魔法を使おうとしない。


　ま、最初からこいつがガスターク所属じゃないことなどわかりきっていたので新しい情報が増えたわけじゃないけれど。


　ヴォイスは男を見つめて、


「で、ローランドからの刺客が、私になんの用でしょ？」


　と、言った。


　それは鎌かまかけだった。


　ローランド、という言葉に反応すれば、こいつがどこからきたのかわかるのだが。


　しかし男の顔はぴくりとも動かなかった。ただ、冷たい表情のままで、手を前に出すと、


「闇やみよ、有れ」


　と、言う。


　すると男の足あし下もとに落ちていた影が長く伸のび、一いつ匹ぴきの獣を生みだす。それもさっきよりも遥はるかに大きい、獣。


　その獣が、部屋に張られた光の膜へと飛び込む。


　すると光の膜が一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけかすかに歪ゆがみ、しかしまた、獣を消し飛ばす。


　そしてそれをヴォイスは見て、


「…………」


　まずい、と思う。


　もしかしたらいまので、この膜の特性がバレたかもしれない、と、思う。


　この膜は、ある一定以上の力がかかれば、突とつ破ぱすることができるのだ。


　もちろん普ふ通つうの剣や魔法をぶつけたような衝しよう撃げきではびくともしないが。


　とそこで突とつ然ぜん、


「……あなたがたが我わがローランド帝てい国こくに送りこんできた使者の女は、私が殺しました」


　男が所属国を明かしてくる。


　それにヴォイスは、ますますまずい、と思う。


　この男はもう、この膜を突破する方法に、気づいたのだ。そしてヴォイスを殺すだけの力を持っている。


　だからあっさり自分の所属国を明かしてきた。


　それにヴォイスは、


「…………」


　しかし、気づいていないかのように驚おどろいた顔を作り、


「って、あっさり身分明かすんだ」


　と言う。


　そして背後の、窓を意識する。ここから脱だつ出しゆつする方法を頭の中でシミュレートする。


　その間にも男は胸に手を当て、こちらに小さく頭を下げると、


「ローランド帝国から使者としてやってまいりました、ミラン・フロワードと申します。以後お見知り置きを」


　なんてことを言いだすが、しかし、お見知り置かせようなんて気持ちがこのフロワードとかいう男にまるでないことはもう、こいつの悪あく魔まのように暗い顔を見た瞬しゆん間かんからわかっている。


　だからヴォイスは笑顔のまま、一歩下がる。


　するとフロワードはその、彼の足下を見て、また笑う。


「怯おびえる必要はありませんよ。痛いのは一瞬です。いや、あまりに一瞬の出来事で、痛みなど感じないかもしれない」


　なんて言いながら、懐から首くび飾かざりを一つ、取り出す。


　周囲の光を吸収し、爆ばく発はつ的てきな破は壊かいの力を生みだす『忘却欠片ルール・フラグメ』。


『魔獣消しエルアムス』だ。


　それにヴォイスは、顔をしかめる。『魔獣消しエルアムス』を無効化するための『忘却欠片ルール・フラグメ』は持っているが、しかし『魔獣消しエルアムス』を打ち消すためには、『魔獣消しエルアムス』の破壊の光が、部屋を分断している膜を貫つらぬいてこちら側にきている必要がある。


　そして当然、光の膜が破られれば、このフロワードという男は影かげの獣けもので襲おそいかかってくるだろう。


『魔獣消しエルアムス』は打ち消せても、フロワードからの攻撃を防ぐことができない。


　しかし『魔獣消しエルアムス』を打ち消さなければ、大規模攻こう撃げき魔ま法ほうを大きく上回る破壊が、国の中心で爆ばく発はつすることになる。そうなればしばらくこの国は復興することができないだろう。


　それにヴォイスは顔をしかめ、怒ど鳴なる。


「もしおまえがそれをここで使うなら、私の部下がローランドの国内で同じことを……」


　が、フロワードは笑う。


「あなたはここで死ぬ。そして私の素す性じようは誰だれにもバレない。さあもう終わりです。あきらめて死んでください」


　と、首飾りを投げようとする。


　それにヴォイスは対応する。懐ふところから『魔獣消しエルアムス』の光を喰くらい尽つくす、『寄神虫ユーロス・エルマ』を取り出す。


　そしてそのまま踵きびすを返し、


「ハーミット！　窓から出る！　援えん護ごしろ！」


　と、叫さけぶ。


　そして部屋の窓から外へ出ようと画策する。


　しかしそこでフロワードが、


「と、いうのは冗じよう談だんとして……」


　突然、そんなことを言って首飾りを懐にしまってしまって。


「…………」


　ヴォイスはそれを、窓に足をかけたままの姿で振ふり返かえる。


　そしてフロワードをにらみつけて、


「……冗談にしてはずいぶん、質たちが悪いと思うんですが？」


　するとフロワードは微笑み、


「あなたがローランドに送りこんできていた間者スパイたちがやっていたことの、質が良かったとでも？」


　などと言う。


　ちなみにヴォイスがローランドに送りこんだ間者スパイたちの任務は、食しよく糧りようの焼き討うちや、兵器庫の爆ばく破はなど、あまり褒ほめられたものではなかった。


　それどころかローランド城に向けて、いま、フロワードが放とうとしていた『魔獣消しエルアムス』を放ってみたこともある。


　だが、ローランドにはまるで被ひ害がいが無かった上に、送りこんだ間者スパイも、


「全員帰ってきませんでしたが？」


　とヴォイスが言うと、フロワードはうなずいた。


「殺しましたからね」


「あっさり言うなぁ」


「でも、あなたも同じことをするでしょう？」


「まぁねぇ」


　と、ヴォイスは窓から足を下ろす。それから振り返り、フロワードのほうを指差して、言った。


「というか、私ならいまそこで、『魔獣消しエルアムス』を撃うってる」


「はは。ではあなたは、私よりも質が悪い」


「そうでしょうか？　ま、常に誰よりも悪質でいたいと願ってはいますが……じゃなきゃ、私みたいなかわいらしい子供は、すぐに襲われてイヤーンなことやウフーンなことをされちゃいますからねぇ。あなたもほんとはそれが目当てなんでしょう？」


　という言葉に、


「…………」


　しかし、それにはフロワードは答えてくれない。


　彼は周囲を見回し、


「しかしいまのあなたの慌あわてようを見ると、この国はまだ、『魔獣消しエルアムス』を無効化するための結界を張っていなかったんですね」


　と言った。


　それにヴォイスは、うなずく。


「あれ、張るのに一か月くらいかかるじゃないですか。でもこの国はまだ、出来てから一か月たってませんから」


　と言いつつ、しかしここに結界を張るつもりは、ヴォイスには最初からなかった。


　まず、『魔獣消しエルアムス』を無効化するための自立型の『寄神虫ユーロス・エルマ』はその数が少なく、貴重だからだ。


　数でいうと、ヴォイスは六つしか所有していない。


　そしてこの『忘却欠片ルール・フラグメ』は一度動かすと、二度と使えないのだが、だからこそ、本当に守らなければならない場所が出来るまでは、使いたくなかった。


　そしてここスフェルイエットは、ヴォイスにとっては仮の住すみ処かの予定だったのだ。


　いまから彼らの軍はゲイルフィックラント帝国の他の都市をピアたちに攻せめおとさせ、順次首都機能をそちらへと移動させていくはずだったのだが──


「…………」


　しかし、帰ってくるなり予定は狂くるいどおしだった。


　まず、王として祭りあげるはずだったライナはレムルス帝国に捕とらわれてしまっていて。


　おまけにローランドからの刺し客かくが、あっさり国の中心にきてしまっている。


　世界の情勢はヴォイスが想像していたよりも早く巡めぐり続けていて、それに彼は、


「……寝ねようだなんて思ってた私が、馬ば鹿かだったなぁ」


　なんて呟つぶやく。


　するとそれにフロワードが首をかしげ、


「なんです？」


　と言うが、ヴォイスは肩かたをすくめる。


「いえ、なんでも。というか、『魔獣消しエルアムス』を使わなかった、ということは、他に目的があってここにこられたんじゃないんですか？」


　そう聞くと、フロワードはうなずく。


「ええ。ライナ・リュート様が、新しい国を建国されたとお聞きしたので、それではご挨あい拶さつを、と思いまして」


　その言葉にヴォイスは笑う。


　床ゆかに倒たおれて死んでいる、上半身を食われて死んでしまった部下の一人のほうへと目をやって、


「……ご挨拶？」


　するとフロワードも足下を見て、微笑ほほえむ。


　そしてあっさり、


「ええ」


　とうなずく。


　そのフロワードをあきれたような顔で見つめ、


「『魔獣消しエルアムス』で国を吹ふっ飛とばそうとしておいて？」


「防げるでしょう？　あなたは『寄神虫ユーロス・エルマ』を持っていた」


「それはそうですが……」


「そしてお互たがい『忘却欠片ルール・フラグメ』を持ちあっている、というのがいま、確認された。これでやっと、あなたの提唱する平和協定を結ぶ意味も出てきましたね。こんな見境のない兵器を使いあっていては、最後には誰も生き残れない──でしたっけ？」


「…………」


「そしてその恐きよう怖ふをいま、あなたも身を以もつて感じた。ならお互いに歩みよることもできるかもしれない。あなたが『忘却欠片ルール・フラグメ』を捨てるのなら、私も捨てましょう。さあこの結界を解いてください。私は闇やみの獣も、『魔獣消しエルアムス』も使いません。お互い歩み寄りましょう。結界を解いて、生身と生身で触ふれあおうじゃありませんか。あなたが言うところの、平和的に、ねぇ」


　なんて言う。


　楽しげに言う。


　そしてそれにヴォイスは、部屋の、四よ隅すみに刺ささっているナイフを見る。


　自分と、フロワードを隔へだてるための結界を張っている『忘却欠片ルール・フラグメ』を見る。


　この結界を解いても、このフロワードという男は襲い掛かかってきたりはしないだろう。


　なぜならさっき、こいつはこの結界を破る方法を所持している、ということを見せたのだ。


『魔獣消しエルアムス』を放ちさえすれば、それの対処に追われるヴォイスを、殺すことができたのだから。


　しかしそれを、彼はやらなかった。


　さらにリスクを承知で、自分の所属国までバラしてきた。


　つまりここでこいつは、ヴォイスを殺すつもりはないのだ。彼はここに、なんらかの交こう渉しようをするつもりで訪れていて、ヴォイスを殺すつもりはないのだ。


　だから結界を解いても、なんの問題もない──はずなのだが。


「…………」


　ヴォイスは結界を、解かない。


　いや、解けない。


　こいつの言葉を、人間性を、信しん頼らいすることができない。


　そしてそれにフロワードが笑う。


「はは、恐怖に身がすくんで、結界を解けませんか？　頭では私があなたを殺すはずがない、ということがわかっていても、あなたは結界を解くことができない」


「…………」


「でも、それは普ふ通つうの感覚だと思いますよ。人は一度手にした武器を捨てることなどできない。これを捨てて、もし、他の奴やつが拾ったらどうしよう、誰だれかに出だし抜ぬかれたらどうしよう、誰かが襲おそい掛かってきたらどうしよう。疑ぎ心しん暗あん鬼きに振り回され、結局人は武器を拾う。そしてつまり……」


　と、フロワードは言う。


　こちらを見つめて、この、悪あく魔まのように暗い表情の男は笑った。


「は、はは、つまり、いまここで結界を解くことができないあなたは、武器を捨てていない、ということだ。危険な『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用禁止？　平和協定？　笑わせる。武器を握にぎって振り上げたまま、平和を叫ぶだなんて、滑こつ稽けいだと思いませんか？」


　という問いに、しかし、ヴォイスは別に、滑稽だなんて思いもしなかった。


　なぜならそんなこと、最初からわかっていてやっているのだから。


　彼は詐さ欺ぎ師しの一族の末まつ裔えいとしてこの世に生を受け、人の心の弱さついて、人の弱さにつけこむ方法について、人の心を壊こわす方法について、生まれたときからずっと、学ばされてきたのだ。


　だから、ヴォイスは楽しげに笑って言う。


「滑稽かどうかは、世間が決めるんですよフロワードさん。私が提示した楽そうな意見のほうを皆みなが支持すれば、それが事実になる。武器を振り上げたまま平和を叫ぶのが滑稽？　はは、そっちこそ笑わせないでください。それが人間というものでしょう？」


　と言うと、フロワードはあっさりうなずく。


「ええ、そうですね」


「ならあなたはいったい、ここになにをしにこられたのですか？　そんなつまらない、青あお臭くさい演説に、私は興味がないのですが」


　するとそれに、フロワードは微笑む。それから一歩下がり、廊ろう下かへと出る。


　その廊下は血に染まっている。


　おそらくは、ヴォイスの部下の血だろう。ヴォイスの護衛は部屋の外に七人はいたはずだ。


　だが誰も助けにこない。援えん軍ぐんを呼んだ気配もない。


　なら、全員殺されたのだろう。


　そして、フロワードが言う。廊下のほうへと一度目を向けてから、再びこちらを見て、


「いえ、もちろんいまの演説は、あなたのためのものじゃありませんよ、ヴォイス・フューレルさん。言ったでしょう？　ご挨拶にきた、と。スフェルイエット民国を建国された、悪魔王ライナ・リュート様に私の意見を聞いてもらおうと──いや、我らがシオン・アスタール王からの言葉を聞いていただこうと思いましてこちらに参ったのですが、なかなかライナさんが見当たらなかったので──」


　と、そこまでの言葉でやっと、ヴォイスにもこいつの目的がわかった。


　こいつは、レムルスと同じようにライナを連れ去りにきたのだ。


　方法は違ちがうが、しかし、このやり方には効果があるだろう。ライナはいまのフロワードの展開したような意見には、あっさり影えい響きようされるような人間だった。


　そしてそれを言っているのがシオン・アスタールだと言われれば。


　それもシオン・アスタールが、ライナの助けを求めている、などと言われてしまえば、あっさりここを出ていってしまう可能性は、十分あった。


　だからいま、ライナが拉ら致ちされていたのはむしろ好運だったかもしれない。


　いまは不在だと、もしくはローランドからの使者には会うつもりはないとこいつに伝えることができれば、いま、ライナがここにいなかったことにも、少しは意味が出てくるかもしれない、と、ヴォイスは思った。


「……まあ、そううまくコトが運べば、ですが……」


　と、彼は小さく呟く。


　それからその動どう揺ようを気取らせないよう、彼は笑顔で胸を張り、ライナはいま、ここにはいないと、そう言おうとした。


　だがそこで、


「閣下」


　と、廊下の先から声がする。


　おそらくはフロワードが連れてきた部下の声だろう。


　ヴォイスがいるところからでは姿は見えないが、そいつに向けて、フロワードが言う。


「やはりライナさんはいませんか？」


「はい。それどころか、ヴォイス・フューレルの部下が、ライナ・リュートの部屋を調査していました。拷ごう問もんして聞きだしたところ、今朝、ライナ・リュートは突とつ如じよこの国から消えたそうです」


　などと報告してきて、それにヴォイスは頭を抱かかえたくなる。


　それと同時に、フロワードの顔に、笑みが浮うかぶ。


　それからこちらを振ふり返かえり、


「突如、消えた？　そしてヴォイスさん、あなたもその行方ゆくえを知らない？」


　それにヴォイスは思考を巡らせる。ぐるぐると巡らせる。この情報が外に出るのはまずい。


　ライナ・リュートの不在が、外に出るのはまずい。


　だがフロワードは興味深げにこちらを見つめたまま、


「……これは、どうなっているのでしょうねぇ。あなたとライナ・リュートの間に溝みぞを作ろうとここまでやってきたのに、きたときにはもう、すべてが終わっていただなんて。これでは私は、とんだ道化ではありませんか」


　なんて言いながら、さらにフロワードは一歩後ろに下がる。


　フロワードは笑っている。


　楽しげに笑っている。


　当然だろう。


　いま、この情勢でライナの不在が外に漏もれれば、この国はあっさり終わるのだ。


　ヴォイスが計画を張はり巡めぐらせ、必死に築き上げたものが、一いつ瞬しゆんで崩くずれてしまうのだ。


　だからヴォイスは、懐ふところからまた別の、『忘却欠片ルール・フラグメ』を取り出す。


　それはさっき、フロワードが取り出したものと、同じものだ。


『魔獣消しエルアムス』。


　こんな都市の真ん中では、決して使ってはいけない『忘却欠片ルール・フラグメ』。


　ここで使えば、この都ま市ちの五十分の一くらいは消し飛んでしまうほどの威い力りよくを持っている。


　だがそれでもここで、フロワードを確実に殺しておく必要があった。


　ライナ不在が外部に漏れるくらいなら、ここで──


　しかしそれに、


「別にかまいませんが、私もそれを無効化する『忘却欠片ルール・フラグメ』は持ってますよ？」


　そう言いながら、フロワードはさらに一歩下がる。


　それから部下に命じる。


「外に出ましょう。そして世界中に伝えるのです。スフェルイエット民国にはいま、ライナ・リュートは──いや、悪魔王はいない、と──」


「はっ」


「でも気を付けて。おそらくスフェルイエットは死しにもの狂ぐるいで我々を殺しにかかる。なんとか生き伸のびて、ローランドで再び会いましょう。さあいきなさい」


　そう言って、フロワードは指を振るう。するとまた、影かげが伸びて一いつ匹ぴきの影の獣けものが生まれる。そしてその獣をその場に残して、


「では、ヴォイス・フューレル様、ご機き嫌げんよう」


　と、廊下を駆かけ出す。


　姿が見えなくなってしまう。


　そしてそれに、


「くそ」


　と、ヴォイスはまるで監かん視しするかのようにこちらをにらんできている影の獣を見つめて、うめくように言った。


　それから頭の中で、フロワード追つい撃げきの方法を考える。


　追うことは簡単だ。


　後ろの窓から外に出て、助けを呼べばいい。


　フロワードの持っている『忘却欠片ルール・フラグメ』は厄やつ介かいだが、この官舎の外には、『忘却欠片ルール・フラグメ』をいくつか所有している、精せい鋭えい部隊もいる。


　だからフロワードを捕とらえることも、もしかしたらできるかもしれない。


　だが。


「…………」


　とそこで、ハーミットが緊きん迫ぱくした声こわ音ねで言ってくる。


「ヴォイス様、ご指示を」


　とそう、言ってくる。


　だがヴォイスは動かない。ただ、思考だけを巡らせる。


　フロワードの顔はもう、見た。背格好も確認した。だから、追えば捕らえられる可能性は、ある。


　だが、フロワードの部下は、どうだ？


　他に何人いるのかさえ、わからない。


　そして一人でも取とり逃にがせば、この戦いは、負けになる。


　ライナ不在の情報は、絶対に外に漏らしてはならないのだ。


　だからヴォイスは思考を巡らせ、最善の策を探す。


　一人も逃がさない方法を。


　絶対に、一人も逃がさない方法を。


　そして、彼は部下へと命じた。


「ハーミット」


「はい」


「味方の兵を、二十分以内にこの官舎の後方へ集めろ。そして二十分過ぎたら、『魔獣消しエルアムス』をここから南の方角へと七発放つ」


「なっ!?　そ、それでは街は……」


「街は切り捨てる」


「兵も二十分では移動しきれな……」


「なら急げよ。ぼやぼやするな。私は、必要だと思ったことは、必要だと思ったときに実行する。動きが遅おそいなら、君も切り捨てるよ？」


　その言葉に、ハーミットの表情が変わる。一いつ瞬しゆん悲ひ愴そう感に歪ゆがみ、すぐにそれが引ひき締しまる。そして窓のほうへと走りだし、外へとでようとする。


　その背中に、さらに命じる。


「『魔獣消しエルアムス』は一発だけ、無効化されるはずだ。そしてその方向にフロワードがいる。第十三部隊にあとを追わせろ。捕ほ縛ばくする必要はない。確実に、殺せ──と伝えろ。続いて第一広報部隊にも、ローランドの平和協定違い反はんを喧けん伝でんする準備をさせろ。ここで起きた災害を、ローランドに押し付ける。ローランドの奴やつらは『忘却欠片ルール・フラグメ』を他国の都市のど真ん中で使ってきたと、世間に広めるんだ」


　するとそれに、ハーミットはうなずきながら、窓から飛びだしていく。


　それを確認してからヴォイスは、


「…………」


　もう一度、フロワードがいなくなった廊下のほうへと目を向けて、


「……ああ～、もう、あれだなぁ。別に私も、人が死ぬのが平気なわけじゃないんだけどなぁ」


　なんてことを言う。


　そして小さく、ため息を吐つく。


　それからゆっくり息を吸う。


　いまから、数万、いや、数十万の人間の命を奪うばうのだ。その衝しよう撃げきへの準備を、彼はする。


　それから目の前の、結界の外にいる、まるでこちらを監視するようににらみつけてきている影の獣に向かって、


「しっかしおまえの主は、根暗そうだったねぇ。あれ、悪いことばっかり考えてる顔だよなぁ。どうなの？　ほんとは君も、主にはうんざりだーとか思ってたりする？」


　なんて言ってみるが、しかし、その影の獣は、こちらの言葉を解している様子はなかった。


　だがヴォイスは続ける。


　意志のない獣に向かって、続ける。


「ところであれだねぇ、この獣に伝えた言葉は、持ち主に伝わってるのかなぁ。それともあらかじめ命令したことを守り続ける、自立型の遺物なのかな？　まあ、どちらなのかはわからないけれど、もし聞こえてるのなら、フロワードちゃん。覚かく悟ごしてね。絶対に逃がさないから。私を偉えらそうにへらへら笑った罰ばつは、すぐに……」


　そう言いながら、彼は懐から再び首くび飾かざりを取り出す。


『魔獣消しエルアムス』と呼ばれる、人が使っていいとは思えないほど強大で、凶きよう悪あくな破は壊かいを生みだす遺物を取り出す。


　そして一瞬。


　ほんの一瞬だけ、さっきのフロワードの言葉を思いだす。


　人間というものはどうだのこうだのと偉そうに言いだした、フロワードの言葉を思いだす。


　フロワードはこう言った。


　人間は弱いから、一度拾った武器を手放すことはできないのだという。


　人間はひどく弱いから、あまりの恐きよう怖ふに手に入れた武器を手放すことができないのだという。


　そしてそれに、ヴォイスは自分が握にぎっている首飾りを見つめて。


　いまからまた、数万の人間の命を奪う、武器を見つめ、


「……ああ～、私は人間だなぁ」





　と、彼は、感かん慨がい深ぶかげに小さく呟つぶやいた。




　第三章　レムルス帝国







　時間は少し戻もどる。





　場所はレムルス帝てい国こくの首都──エッテラン。


　その街は、活気に満ち満ちていた。


　騒さわがしい商店街に、溢あふれんばかりの人波。


　きちんと整備された街の作りは、街中に──いや、国中にいくつも建つ教会を中心に、放射状に作られているようで、週末になると民たみはその教会に集まり、この国の王を讃たたえるのだという。


　そしてそれに、


「……さすが、中央大陸の大国の一つ。ですが宗教で人心を掌しよう握あくしている国で、これほど栄えている国は、初めて見ましたねぇ」


　と、ルーク・スタッカートは街の様子を見つめて、呟いた。


　まだ二十五、六だというのに真っ白になってしまっている長ちよう髪はつに、にこにこといつも穏おだやかな顔。


　彼は目立たないよう、露ろ店てんで野菜を選ぶ振ふりをしながら周囲を確認していて、それに、


「ちょっと兄さん、買わないなら邪じや魔まだからよそへいってくれるかねぇ」


　などと、店の女将おかみに言われてしまう。


　それにルークは慌あわてた様子を作って、


「ああ、すみませんすみません。あんまりにも街が賑にぎわっているもので、びっくりしてしまいまして」


　するとそれに、女将がこちらを見る。それからルークが着ている旅装に気づいて、


「あれ、あんた旅行者なのかい？」


　という問いかけに、彼はうなずく。


「隣りん国ごくのホフル子国から、出で稼かせぎにやってきたばかりなのですが……あ、ホフル子国って知ってますか？」


　すると女将は首を振る。


「知らんねぇ。でもあれだろ？　このレムルス帝国の属国の一つだろう？」


　という言葉を、ルークはにっこり微笑ほほえんで訂てい正せいする。


「はい。同盟国の一つです」


「あ、気分悪くしたかい？」


「いえいえ、まあ同盟とは名ばかりで、従属国というのは事実ですからね……でもとにかくうちの国は貧しくてですね、こうして出稼ぎに参った次し第だいでして」


　などと噓うそ八はつ百ぴやくを並べながら、黄色い葉のついた、実のようなものを手に取る。


　それはローランドにはない野菜で──いや、もしかしたら果くだ物ものかもしれないが──おまけにそれをどう料理したらいいのかもいまいちわからないのだが、とにかくそれを手にとって、


「なので節約のためにも、きちんと自じ炊すいしないと」


　なんて言う。


　すると女将が感心するようにうんうんうなずいて、


「お兄ちゃん、まだ若そうなのに、偉い心こころ懸がけだねぇ」


「といっても、料理は今日から初めてやろうと思ってるんですけどね」


「おっと、そりゃ大変だ」


「ねー。こんな都会で、私はちゃんとやっていけるんでしょうか？」


　と、彼は不安げな顔を作って、もう一度周囲を見回す。


　すると女将が言ってくる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。この街は優やさしい人間ばかりだからね。いざとなったら教会を頼たよればいいし。あ、教会にはもういったかい？　もしこの街で暮らしていくというのなら、教師様たちに会わないと」


　という言葉に、ルークはうなずく。


「私が働かせていただくことになっている商家の主からも、そう言われています。なので明日あしたにでも顔を出そうかと」


「そうかいそうかい。それはよかった。教師様にちゃんと挨あい拶さつしてからこの国で暮らすなら、きっと大丈夫。楽しく暮らしていけるよ」


　と、女将は言う。


　それにルークも微笑んで、うなずく。


　それから、


「で、今日安い野菜はなんですかね？」


　と聞いた。


　すると女将が笑って、


「いいよ、今日だけはサービスしてあげよう。どれでも持ってきな」


　と、言われても、どれが野菜でどれが果物なのかもいまいちわからないので、とりあえずルークは葉ものをいくつか手にとって、


「じゃ、お言葉に甘あまえて、これをいただいてもいいでしょうか？」


「なんだよ、遠えん慮りよしないでもっと持っていってもいいんだよ？」


「いえいえ、食べきれないほどもらってしまって、ダメにしてしまっては申し訳ないので。困ったらまたもらいにきます」


「おいおい、次は無た料だじゃないよ？」


「あは」


「ったく、にくめない兄ちゃんだねぇ。ま、じゃあまたおいで」


「はい、ありがとうございます。では私はこれで」


「はいはい、まいど～」


　と、女将は言う。


　それにルークは頭を下げて、店をあとにする。


　商店街はやはり人で溢れ返っていて、みんな明るい顔をしている。


　聞こえてくる会話も、楽しげなものばかりだ。


　やれどこどこの男女が結けつ婚こんするらしいとか、どこの店の服がオシャレでかわいいとか、どこの家に孫が生まれただとか、そんな言葉が聞こえてくる。


　そして男も、女も、老人も、子供も、笑う。


　心の底から嬉うれしそうな顔で笑う。





　いま、この国はローランド帝国と戦争中で、毎日のように大量の同どう胞ぼうが死に続けているというのに。





　この国は徴ちよう兵へい制せいが採用されており、自分の家族が、子供が、隣りん人じんが、毎日のように戦地へ駆かりだされ、死んでいるというのに、平然と笑う。





　ちなみにルークが調べたところによると、いま、ルークが話していた八百屋の女将にはもう、家族はいないはずだった。


　息子むすこ二人と旦だん那なは徴兵されて、いま、戦場に立っているはずで。


　いや、もう、この世にはいないかもしれないはずで。


「…………」


　ルークは振り返る。


　すると女将と目が合う。


　女将はにっこりと微笑み、こちらに手を振ってくる。


　ルークはそれに手を振り返し、


「やはりあきらかに……」


　と、呟いた。


　それから街の──ここに棲すむすべての人間が不気味なほどに明るく、楽しげな様子を眺ながめて、


「……あきらかにこれ、洗脳の魔ま法ほうを使っていますよねぇ」


　と、言った。


　それから活気溢れる商店街の先にある、教会の建物へと目を上げる。


　教会はかなり巨きよ大だいで、尖せん塔とうのような形状をしている。国のいたる場所に教会はあり、どこにいてもその尖塔を見ることができる。


　そしてこの国を訪れた者は必ずあの教会へいき、教師様のお話を聞かなければならない、というルールがあるらしいのだが、


「……さて、教会で洗脳の魔ま術じゆつでもかけてるんですかねぇ？」


　なんてことを、ルークは考える。


「もしくは、国全体を覆おおうような、巨大な洗脳魔法が存在するとか？」


　と言いながら、彼は自分の頭をぽんっとたたき、それから胸に触ふれる。指先で自分の鼓こ動どうを確認し、その鼓動の速さが、自分の予想の範はん囲い内であることを数える。


　少なくともいま、自分になにか、特別な魔法がかけられているような様子はなかった。精神状態にも、おかしなところはない。


　なので、


「やはり、教会が怪あやしいかなぁ」


　と、言いながら彼は歩きだす。


　街はやはり活気があって、そこにいるだけでなにやら少し、楽しい気分になる。


　その商店街を抜ぬけ、裏路地を少しいったところにある宿に彼は入る。


　宿の店主もやはり明るい。


　こちらを見て、


「泊とまりかい？」


　なんて言うので、ルークはうなずく。


「二泊はくほどしたいのですが、部屋はありますでしょうか？」


「あるよ。前まえ払ばらいだけどいいかね？」


「大丈夫です」


　と、ルークは懐ふところから、レムルス帝てい国こくで流通している紙し幣へいを取り出す。


　店主はそれを受けとりながらこちらを見つめ、


「旅行かい？」


　と聞いてくるので、彼はうなずく。


「ホフル子国から……」


「あ～、出稼ぎかぁ。うちは安いから、出稼ぎにきた子が滞たい在ざい先を探すまでの間、よく泊まるんだよねぇ」


　なんてことを言う。


　それにルークは微笑んで、


「でしょうねぇ。外の料金表を見て、私も驚おどろきました」


　すると店主がうんうんうなずく。


「ま、裏通りで客も少ないから、これくらいの値段じゃないとやってけないんだよねぇ。そうじゃなくてもこの国には旅行者が少ないし」


「ほぉ」


「でも、住めばいいところだよ。じゃあ明日から働き口を探すのかい？」


「そのつもりなんですが、どこかいいところはありませんか？」


　という問いに、店主が言った。


「そりゃー、教会で相談したほうがいいよ。あ、知ってるかもしれんが、この国に十日以上滞在する場合は……」


　そこでルークは遮さえぎって、言った。


「教師様からお話を聞く必要がある、でしたっけ？　わかってます」


「お、それならよかった。ならもう教師様には会ったのかい？」


　それにルークは肩かたをすくめ、


「いえ、まだ到とう着ちやくしたばかりでして……明日にもいこうと思ってます」


　と、言う。


　しかしそれは噓うそだった。


　彼がレムルス帝国に間者スパイとして入ってから、すでに半月は経過していた。


　まずは街の状じよう況きようや、そこに住む人々の情報、地形、国の運営がどのようにしてなされているのかを調べた。


　そしていくつかの大きな街を転々とし、この国のなりたちや、この国全体を覆う、異お常かしさについて、すでにローランドに報告書をいくつも送ってある。


　まだ、教会には訪れていないのだが──いや、一度忍しのびこもうとしたのだが、教会の警備はかなり厳重で、さらにどうやら、教会を基点にここに住む民の神経に作用するような魔法が運用されているようなので、少し入念に準備をしていたのだった。


　だがその準備も整い、明日──いや、今日の夜にも忍びこんでみる予定だった。


　店主がこちらを見つめて、言った。


「とにかく教会には早いうちにいったほうがいいよ？　教師様たちに導いてもらえれば、間ま違ちがいないからね」


　それにルークはうなずく。


「祖国を出るときに、他の出で稼かせぎ仲間からも、教会には真っ先にいけと言われてましたので」


「そうかいそうかい。なら安心だ」


　と、店主が笑う。


　それにルークも微笑ほほえみ、そして部屋の鍵かぎを受けとる。


「二階の、一番奥おくの部屋だよ」


「ありがとうございます」


　と、店主に礼をすると、彼は部屋へと向かう。階段を登り、宿の構造を確認しながら、自分にあてがわれた部屋へと到着する。


　部屋には鍵がかかっていなかった。


　蹴け破やぶれば簡単に壊こわれてしまいそうな木製の扉とびらを開き、部屋に入る。


　部屋は机と、クローゼットと、ベッドがあるだけの狭せまい部屋だ。


　だが別に部屋の備品などはどうでもいい。


　彼は窓のほうへと目を向ける。その窓から脱だつ出しゆつできるかを確認する。


　窓の外は、狭い路地に繫つながっていた。


　隣となりの建物へ飛び移ることができるくらいに、その路地は狭い。


　だが、まあ、


「……逃にげることはできますね」


　と、うなずいて、彼は荷物をベッドの上に置く。


　それから自分もベッドに座すわる。


　窓は開いたままだが、隣の建物との距きよ離りが近いせいで、明かりはあまり入ってこない。


　灯あかりをつけていないので、まだ夕方くらいの時間だが、部屋の中は暗い。


　その暗くら闇やみの中で、


「…………」


　彼は、時間が過ぎていくのを、待つ。


　日が落ちていく。


　部屋の中がより、暗くなっていく。


　だが彼はまだ動かない。


　今夜動くのは、みなが寝ねしずまってからだ。だから彼は部屋の灯りをつける。それからさっき買ってきた野菜を机の上に取り出し、


「……あとで厨ちゆう房ぼうを借りて、料理でもしましょうかね？」


　なんてことを呟つぶやく。


　続いて自分の荷物が入ったリュックを開く。その中には、このレムルス帝国の首都──エッテランに入ってから調達した、動きやすい戦せん闘とう服と、ナイフが数本入っている。戦闘服はレムルス帝国の兵士のものだ。さらにこのレムルスの首都、エッテランにある、一番大きな教会の見取図も入っている。


　ルークはそれをベッドの下に隠かくし、再びその上に座る。


　窓の外を見るとすでに真っ暗だが、


「…………」


　彼はやはり、動かない。


　動くのは十二時を過ぎてからになるだろう。


　それに、


「……少し、寝ておいたほうがいいかな？」


　と言って、ベッドに腰こしかけた姿勢のまま目を閉じる。


　しかし眠ねむりは訪れなかった。


　どうやら神経がささくれだっているようで、うまく眠りに入ることができない。


　それにルークは薄うすく目を開き、


「…………」


　しかしやはり、なにも言わない。


　ただ、目の前の空間を見つめる。


　なにもない、質素な宿の部屋を見つめる。


　部屋にはなにもない。


　部屋にはなにもない。


　だが。


「…………」


　だが、この空気を隙すき間まなく埋うめるように、目には見えない化物どもが存在しているのだという。


　人には見えないが、この空間すべてを埋め尽つくすかのように、バケモノどもが蠢うごめいているのだという。





　たとえば『女め神がみ』という名前の化物が。


『勇者』という名の化物が。


『悪あく魔ま』という名の化物が。


『司祭』という名の化物が。





　まるで人間たちの努力を嘲あざ笑わらうかのように、人の運命を弄もてあそび、掌てのひらで転がして遊んでいるのだという。


　その、なにも見えない空気のようなものへと彼はそっと手を伸のばして、


「……いや、まあ、ずっと前から薄うす々うす気づいてましたけどねぇ」


　と、呟く。


　そう。


　彼はそれに、もう、子供のころから気づいてしまっていた。


　なにか特別な力が、仕組みが、この世界には働いていて、それがすべてを動かしているんじゃないか？


　そんなふうに彼はずっと思っていた。


　それは漠ばく然ぜんとした感覚ではなく、事実を積み重ねて分ぶん析せきしていくことによって、彼はいつしか、そういう結論にたどりついていた。


　たとえばローランド帝国──という国の存在一つとってみても、それはわかることだった。


　あの国のありようは、あきらかに異お常かしい。


　このレムルス帝国の様子に、驚くことができないほどに、あそこもおかしな国だった。


　たとえば貴族たちの専横と腐ふ敗はいがあれほど長く続いたにもかかわらず、南大陸において、圧あつ倒とう的てきな軍事力を維い持じし続けていた、という事実。


　悪政としか言いようがない判断しかできない王に対する不満が、まったくあがらない──あがったとしても、その改革は成功しない、という事実。


　そしてあの国は、歴史書をひもとくともう、数百年以上もあの国体を、あのまま維持していたらしい。


　最近でこそシオン・アスタールが革命を起こし、まったく新しい国に生まれ変わった──などということになってはいるが、しかしそれだって、実際には革命でもなんでもない。


　なぜならシオンも、ローランド帝てい国こくの、王族の血筋に連なる者なのだから。


　だからいまも、あの国は同じ血筋の人間によって統治されている。


　それも、数百年という異常なまでに長い間、同じ血族の人間によって統治されている。


　当然、革命は何度も起きようとした。


　ずっとひどい国だったのだ。虐しいたげられていた民たみの中には優ゆう秀しゆうな人間もいて、仲間を集めて革命を起こそうとした者もいた。


　だが、そのことごとくが失敗に終わってしまう。この数百年で、数え切れないほどの革命が、失敗に終わってしまっている。


　そしてルークの上司である、ラッヘル・ミラーの父親も革命家だった。


　ここ数十年の中ではおそらく、もっとも大きな勢力を持った革命家だった。


　その革命は絶対に成功するはずのものだった。ミラーの父親は周しゆう到とうに、長い年月をかけて力をたくわえ、主要な貴族たちすら、味方に引きいれていた。


　だが、結局失敗してしまう。


　その最後は、無残なものだった。


　どうして失敗したのかは、わからない。


　ルークは、ラッヘル・ミラーと初めて会ったときに、ミラーの父親のやっていたことについてかなり詳しよう細さいに調べたが、ルークでさえ、その革命がなぜ、潰ついえてしまったのかが、わからなかった。


　それほどミラーの父親は、その当時大きな力を持っていた。


　そしてそこに、あの国の異お常かしさがあった。


　誰だれもがローランド帝国を狂くるっていると思っている。


　誰もがこの国を変えなければならないと思っている。


　だが、変わらない。


　なにか奇き妙みような、目に見えない力が働いているとしか思えない方向へと、歴史は進んでいってしまう。


　だからこそ、ミラーはシオンを自分の主に掲かかげたのだ。


　もしもなにか、特別な呪のろいや、条件が、あの国を変えるために必要ならば、その条件に則のつとって革命を起こそうじゃないか、と、シオン・アスタールという、別に革命に必要だとは思えない、まだ若い、王族の血筋に連なる人間を主として据すえたのだ。


　そしてその結果、革命は成功した。


　いや、シオンが王になった段階で、それを革命と呼ぶのは間違っているかもしれないが、しかし、あれをしたのは、ミラーだ。


　だが結局は、あの国はいまも、古くから続く、王の血族に連なる者が、統すべている。


　そしてそういったことが、この世界にはたくさん存在している。


　神──というものの存在を、宗教が存在していないローランド帝国にいるとなかなか感じることができないが、しかし、人間ではない、なにか大きな存在がこの世の理ことわりを操あやつっている、というようなことは、ルークはずっと感じていた。


　そしてそれに駄だ目め押おししてくるかのように、


「…………」


　彼の目の前に、リューラ・リュートルーという、自ら人であることをやめてしまった人間が姿を現した。


　そのときのことを、ルークは思いだす。


　リューラが目の前に現れ、自分に交こう渉しようを持ち掛かけてきたときのことを。


『勇者』や『女め神がみ』、それにそれらを作りだした、『司祭』という存在について。


　そしてその化物どもに、自分たち人間がどう反はん抗こうしていくかの話を持ち掛けてきたときのことを思いだし……


「…………」


　が、そこで彼は、思考を止める。


　そして窓の外を見る。


　外はやはり暗い。


　この宿は、路地の奥おくのほうにまるで隠れるかのように位置しているので、物音もあまりしない。


　だが、その闇やみのほうへと目を向け、


「……あれあれ、誰か、お客さんがきたようですねぇ」


　と、ルークは呟いた。


　それから薄く瞳ひとみを開き、


「しかし私は、この国には知りあいはいないはずですが」


　と、立ち上がる。


　窓のほうへと近付き、外を見る。


　もちろん、相手の気配に気づいている、という素そ振ぶりは見せない。


　換かん気きが終わったので、窓を閉めようとしている、というような演技をしながら、窓へと手をかける。


　それから外を眺ながめる。


　窓から見える路地は、狭せまい上に隠れるところもないのですべてが見み渡わたせるのだが、しかし、


「…………」


　路地には誰もいなかった。


　気配があるのに、なにも見えない。


　にもかかわらず、その気配はどんどん、こちらに近付いてくる。


　ルークがいる、二階の、窓のほうへと、なにかが近付いてくるのを感じて──


「そろそろ換気はいいでしょう」


　と、彼は窓を閉める。


　そのまま一歩後ろへ下がる。


　それから窓を見つめる。


　もし、なにかが近付いてきているのなら。


　目に見えないなにかが近付いてきているのなら、窓に当たるはずだった。


　そして窓を破ってくるのなら、そいつには対応できる。


　窓にぶつかる、という実体を持っているのなら、そいつと戦うこともできるだろう。


　姿を見えなくするような魔ま法ほうがこの国には存在するのか、もしくはそういった能力を持った『忘却欠片ルール・フラグメ』があるのか。


　どちらにせよ、相手が普ふ通つうの人間ならば対応する方法はある。


　だが、


「……ここは、なにやら得体の知れない、『神』と呼ばれる化物が統治している国だからなぁ」


　と、彼は少しだけ困ったように呟つぶやく。


　その間にも気配はどんどん近付いてくる。


　だから彼はさらに一歩後ろへと下がり、窓へと意識を集中させる。


　そして懐ふところからラッツェルの糸を取りだし、周囲に放つ。この糸は際限なく伸び、決して切れない、というだけの能力を持った糸なのだが、それを窓まど枠わくの前に、垂らすように投げる。


　もしも相手にきちんと実体があれば、この糸も効果を発揮するだろう。


　この糸で敵を足留めし、その隙すきに攻こう撃げきを仕し掛かけ……


　が、そこで、


「ああ、まずい」


　と、ルークはうめくように言った。


　気配はやはり、近付いてくる。


　いや、それはもう、気配ではなく、殺気と言ってもいいようなものだったが、それが、ルークの目の前まで近付いてくる。


　窓をあっさり抜ぬけ、ラッツェルの糸にもまるで触ふれずに、目に映らないソレは部屋の中、ルークのそばまでやってきて。


「くそ、やはり実体のない相手ですか」


　と、彼はさらに一歩下がり、部屋の扉とびらを開く。


　そして外へと逃にげだす。


　背後から気配が追いかけてくるが、ルークは振ふり返かえらないまま、二つ隣となりの部屋へと飛び込む。


　窓を蹴け破やぶり、外へと出る。


　向かいの建物の壁かべを蹴けり、裏路地に落ちるとそのまま走る。


　背後からはやはり気配が追いかけてくる。


　いや、その気配はもう、背後からだけじゃない。


　周囲の、あらゆる場所から吹ふき出しているようだった。


　その、殺気──いや、悪意のようなものがルークを囲み始めていて。


「……これは、まいりましたねぇ。こんな簡単に、敵に居場所を見つかってしまうだなんて、間者スパイ失格だなぁ。こんなことではミルク隊長に怒おこられてしまいます」


　などと呟きながら、彼は走る。


　いくつかの路地を曲がる。


　逃げるのを邪じや魔まされないよう、なるべく、なるべく、人気のすくない道ばかりを選んで、前に進む。


　しかしそのたびに、気配は増えていく。


　逃げれば逃げるほどに、周囲の気配が増えていく。


　それでも彼は、迷いなく街を進んでいく。


　なぜならいま、感じている気配の位置と、頭の中に展開しているこの街の地図を組み合わせ、きちんと逃げきることができる道筋をすでに見つけてしまっているから。


　気配の動きは、それほど速くない。


　さらに気配の増え方にもそれなりに規則性があるようで、これならおそらく、


「逃げきることが……」


　が、そこで、


「おっと」


　と、彼はうめいて、顔をしかめた。


　なぜなら、気づいてしまったから。


　頭の中に浮うかべていた地図上で、自分がいま、逃げている先に、教会があることに気づいてしまったから。


　どうやら背後から追いかけてきている気配は、ルークが自ら教会へと向かうように、仕向けてきているようで。


　それにルークは足を止め、


「私としたことが、こんなミスをするだなんて」


　と、自分に呆あきれたような口調で、言う。それから背後を振り返る。


　するとやはり、気配が近付いてきている。


　いくつも、いくつも、見えない気配が近付いてきている。


　おそらくもう、逃げきることはできない。というよりも、教会への道以外の、すべての場所から、その気配は溢あふれだすように近付いてきてしまっていて。


「まいったなぁ」


　と、彼は呟く。


「いや、まあ、このまま誘ゆう導どうされて、教会へいく、というのも手ではあるんですけどね。どうせ今夜、お邪魔させてもらうつもりでしたし」


　と、彼は呟く。


「でも、わざわざ私に、自分から教会へといかせよう、としているということは、この気配に捕とらえられても、私を洗脳することができないんじゃないか？　と考えることもできますよねぇ。いや、これは希望的観測に過ぎないかもしれませんが……ま、このまま待ちぶせされてるであろう教会へいくよりは、可能性が……」


　と、そこで、気配がルークに追い付く。


　まるで彼の頭を覆おおうように、透とう明めいな、悪意の塊かたまりのようなものが飛びかかってきて。





《逆らうな》





　突とつ然ぜん、声が響ひびいた。


　頭の中に、直接堕おちてくるような、声。


　それにルークは目を細め、


「あ～、やはり、洗脳魔法ですか……」


　と、呟く。


　しかしそれを無視して、さらに声が響く。





《教会へいけ。そこに、おまえの求める救いがある》





　その声と同時に、ルークの体が勝手に動きだそうとする。


　自分では命じていないのに、両手、両りよう脚あしが勝手に動いて、歩きだそうとしてしまって。


「…………」


　彼はその、自分の体を見下ろす。そして勝手に動きだそうとしている両手両足に対して、別の命令を下す。


　脳からの信号に、反応するな、と、命令を下す。


　するとそれで、体の動きは止まる。いや、命令を出し続けなければ体は動きだしてしまいそうだが、しかし、


「この程度の洗脳魔法は、人間が使うものと変わらないから対応できますが……でも教会にいくと、本格的なのをかけられるんでしょうねぇ」


　と、ルークは言う。


　するとその言葉に対して、返事がある。だがそれは、頭の中に堕ちてくる声ではなく、人間の声で返事される。


　ルークの斜ななめ前方にあった、民家の中から、


「人間の分際で、ずーいぶんとおまえ、しぶといなぁ」


　という男の声が上がった。


　ルークがそちらを見ると、民家から一人の男が出てくる。


　髭ひげを生やした、中年の男。


　そいつがこちらを見て、


「おまえは何者だ？　なぜ、洗脳魔法が効かない？」


　なんて言ってくる。


　それにルークは答えようとするが、しかし今度は背後から、


「まあ、何者でもいいけどね。結局はおまえも、僕の信者になるんだから……そしたらゆっくり、脳の中を探さぐってやる」


　などと、女の声が響いて、ルークは振り返る。


　するとそこには、露ろ店てんを開いていた女がこちらを見つめてる。どうやらいまの言葉はその女が言ったようで。


　さらにその横を歩いていた子供がこちらを見て、


「じゃあもう、終わりにしようか」


　そしてその子供を連れていた母親が、


「不信心なよそものには、お仕置きをしよう」


　と、言う。


　そして笑いだす。


　その母親が笑いだす。


「あははははははははははは」


　子供が笑いだす。


「あははははははははははは」


　民家の中年が笑いだす。


「あはははははははははは」


　そしてそのときにはもう、まるで街中の人間が集まってきているかのように、周囲に数百人の人間が集まってきて、狂くるったように笑う。笑う。笑う。


　そして、





《そいつを捕らえろ》


　という声が堕ちてくると同時に、その数百人が一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。


　そしてそれをルークは見回して、


「これは、すごい……」


　と、感心するように言った。


「ただ忠誠を誓ちかうように洗脳するんじゃなく、国民全員を実際に操あやつれるのか……確かにこれは、人間が使う魔ま法ほうのレベルを遥はるかに超こえている……」


　そう言いながら、ラッツェルの糸を建物の壁かべのほうへと、放つ。


　糸が壁の配管の部分に巻き付く。


　その糸を引いて、自分の体を宙に浮かせようとするが、





《動くな》





　と、声が降ってくる。


　それに体が反応する。自分の脳が、声に反応して動くのをやめようとして、


「……声を聞くな。腕うでを動かせ」


　ルークは、その洗脳魔法がかけられた声に反はん抗こうするように、自分の体に命じる。


　すると力が抜ぬけようとする腕に、再び意志が宿る。そのまま糸を引き、地面を蹴けって跳ちよう躍やくする。


　そして襲い掛かってくる民の群れから飛びだし、四階建ての建物の壁へと移動する。さらにそれを登り、屋根へと移動する。


　その間にもさらに民が集まってきている。もう、数百ではきかない数の民が、ルークの方をにらみつけ、


「捕らえろ！」


「捕つかまえろ！」


　そう叫さけびながら、地面を埋うめ尽つくしていて、次々とこちらへと登ってきていて。


　ルークはそれを、見下ろす。


　群集が集まってくる光景を見つめる。それからもう一度、頭の中に地図を展開する。


　屋根伝いになんとか逃にげきれないか、というようなことを考えてみる。


　だが、当然のことながら、


「……この街の人間、全員が敵となると、さすがに逃げるのは無理ですねぇ」


　と、彼は困ったように言う。


　どのルートで逃げたとしても、必ずどこかで捕まってしまう。この街には、数十万からの人間がいるのだ。


　そのすべての目を眩くらませて逃げきることなどできないし、もしもこの街から抜けだせたとしても、レムルス帝てい国こくの領土はまだまだ続く。


　その道のりのどこかで、必ず捕まるだろう。


　なにせ、


「……神様が、空から見張ってるんですもんねぇ？」


　と彼が空を見上げて言うが、しかしもう、その神様は答えなかった。


　そのかわりに、その神に洗脳された人間たちが、ルークのところまで上がってくる。


　そして彼の腕をつかむ。


　足をつかむ。


　体を押さえ付ける。


　そのまま拳こぶしを振ふり上げ、思いっきり殴なぐりつけてくる。


「がぁ」


　と、彼はうめく。


　するとそれにまた、空から声が堕ちてくる。





《あ、ごめ～ん、うまく気絶させられなかった……いやぁ、大量のニンゲンどもを操るのは、それなりに難しくてねぇ。次はうまくやるから、許してね》





　なんて言ってきて、それにルークはもう一度、夜の空を見上げる。


　雲のない、星のよく見える綺き麗れいな空を見上げて、


「……はっ、ずいぶんと、下世話な口調の神だなぁ」


　と、言いかけたところで、再び拳が振り下ろされる。


「ぐ」


　それにルークは、自分の意識が飛びそうになるのを、感じる。


　だが、意識を失うことができない。


　するとそれにまた声がした。





《あはははははは、また失敗しちゃった。もしかしたら殺しちゃうかもしれないけど、そしたらごめんよ》





　と、また拳が振り下ろされる。


　拳が振り下ろされる。


　何度も、何度も、何度も振り下ろされる。


　そしてだんだんと意識が遠とお退のいていく。


　景色が歪ゆがみ、徐じよ々じよに、徐々に、闇やみの中に自分が沈しずんでいくのがわかる。


　視界のすべてが闇に染められていき、彼は意識を失い、夢の中へと引きこまれていくのがわかる。





　そしてその夢の中で、彼はさっき、宿のベッドの上で考えていたことの続きを思いだしていた。


　それはローランド帝国において、リューラ・リュートルーが取り引きを持ち掛けてきたときの記き憶おく。


　人間をやめてしまった人間と、取り引きしたときの、記憶。


　それをルークは、思いだした。





　　　　　◆





　彼がリューラと取り引きを持ったのは、もう、何か月も前のことだ。


　場所はローランド帝国の、貴族たちが住まう区画。


　その、ミラン・フロワードの大粛しゆく清せいによって主を失い、無人になってしまった貴族の館やかたの一室で──


「…………」


　ルークは、リューラ・リュートルー公こう爵しやくの首をラッツェルの糸で刎はねていた。


　さらに残った体の胸の部分に、毒を塗ぬり付けたナイフを突つき立たてる。


　しかしそれでも、リューラは死なない。


　まるでおどけたような様子でリューラの体は肩かたをすくめ、そのまま自分の首を拾って、元に戻もどそうとする。
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　しかしそこで、足あし下もとにあらかじめ仕し掛かけておいた魔導罠マジツクトラツプが発動する。


　魔ま方ほう陣じんが輝かがやき、その中心に火か炎えんの球が生まれて、爆ばく裂れつする。するとリューラの右足が吹ふっ飛とぶ。さらにそれをきっかけに、リューラの周囲にあった罠が連れん鎖さしていくように爆ばく発はつして、彼は全身を火に焼かれていくが、しかし、その火の中でリューラが言う。


「……いやぁ、すごいすごい。なにがすごいって、無む駄だだとわかっているのに、毎度毎度これほどまでに周しゆう到とうに罠を張ってるのがすごいなぁ。これで君が僕を狙ねらうのは、何度目だっけ？」


　それにルークは、答えた。


「八度目です」


「そうか。もうそんなになるか。ちょっと、しつこすぎない？」


「あなたが死んでくれないのが悪いんですよ」


「え、僕のせい？　それは気づかなかったなぁ」


　と、リューラは楽しげに笑う。


　だがそれにルークは困ったように顔をしかめて見せて、


「ナイフもだめ。毒もだめ。魔法もだめ。焼くのもだめ。水で窒ちつ息そくさせるのもだめ──と、ここまで試ためして、さすがに私も、そろそろ疲つかれてきました」


　という言葉に、またリューラは笑う。


「僕を相手に、よくもまぁそこまでやれるよねぇ。まるで化物だ」


「本物の化物に言われたくありませんが」


「いやいや、僕はほんとに、君には怯おびえてるんだよ。なんせ僕がいく場所いく場所、罠を張って現れるんだもんなぁ。どうやって僕のあとをつけてるのか……」


　という問いに、ルークは答える。


「あなたが残した痕こん跡せきを追ってるだけですよ。というか、あなたは私を試しているでしょう？　本気を出せば、一いつ瞬しゆんで私のことを殺せるはずなのに、あなたは毎度私を見み逃のがし、さらに私だけが気づくような痕跡をいつも残して消えていく。でも、私もそろそろこの茶番には飽あきてきたので、目的を教えてもらえませんかね？」


　するとそれに、リューラは少しだけ驚おどろいたような顔でこちらを見つめ、


「あれれ、それもバレてたの？」


　などと言うので、ルークはうんざりしたような口調で言う。


「最初から気づいてました」


「噓うそ～？」


「という、茶番をやめにしたいのですが」


　するとまた、リューラは笑ってから、うなずいた。


「ま、君の実力もわかったし、そろそろやめてもいいころかなぁとは僕も思ってたけどね」


　それにルークはリューラを見つめて、言った。


「それは、よかった。で、なにがしたいんです？　あなたは自分のことを人間ではない、と言ってますが、ではたかだか普ふ通つうの人間に過ぎない、私になんのご用でしょう？」


「いや、君のほうこそ僕に用があると思うんだけどね」


「私が、ですか？」


「僕に聞きたいことがたくさんあるだろう？　君ほど頭が切れるなら、この国にいたらいろいろと疑問があるはずだ」


　という問いに、ルークは思考を巡めぐらせるような顔を作ってから、言った。


「どれから聞けばいいのやら」


　するとリューラは笑う。


「ああ、まあ、この国は秘密が多いもんなぁ。じゃあこっちから逆に質問しよう。君は、いまの王様が好きかい？」


　それにルークはリューラを見つめて、聞く。


「シオンさんのことですか？」


「そう」


「好きですよ？」


「じゃあ、彼を信用してる？」


　その問いに、ルークは答えた。


「いえ、私は誰だれも信用しません」


　するとそれにリューラはにやりと笑って、言う。


「ならなぜ、シオン・アスタールに仕える？」


「いまの状じよう況きようでは、それがベストでしょう？」


「じゃあもしも、シオン・アスタールが過去の王たちと同じように、異お常かしくなったら、どうする？」


「殺します」


「あっさり言うね」


「私は必要なことを、必要なときにするだけだ──と、ミラー先せん輩ぱいなら言うと思いますが……あ、確かあなたは、ミラー先輩とはお知りあいなんですよね？」


「ああ。もうずいぶん昔のことだけどね。彼に出世の糸口を与あたえたのは、私だ」


「ふむ。しかしそれほど仲がいいのなら、どうしてミラー先輩に取り引きを持ち掛かけないんですか？　あの人は私よりも優ゆう秀しゆうですよ」


「どうかな。彼は人間味がありすぎるから」


「私には人間味がないとでも？」


　するとリューラは、楽しげな顔のままこちらを見つめて、


「あるのかい？」


　と、言ってきた。


「君に人間味が残ってるのかい？　その白い髪かみは、軍の実験によるものだろう？　脳に魔方陣をうめこまれて、高い知能を手に入れている。その代わりに君は、感情を失っているはずだ」


「…………」


「君の脳は、複雑な感情を生みだすことができない。人を愛することはできないし、悲しみに涙なみだを流すこともできない。君が見ることができるのは、事実の積み重ねだけだ。あるものを、ある、と、判断することだけ」


「…………」


「さっきから一いつ生しよう懸けん命めい、うんざりしたような顔や、鬱うつ陶とうしげな顔を作ってはいるが、本当はなにも感じていないんだろう？　君の脳は壊こわれてしまっていて、本当の意味での感情の起き伏ふくは……」


　しかしそこで、


「……私のことを、あなたに説明されなくても、私が一番よく知ってます」


　と、ルークは言った。


　それから自分の頭をぽんっと指でたたき、


「でも、別に感情がないわけじゃないですよ。確かに事実の積み重ねでしか物事を判断はできませんが……その積み重ねで、感情を作ることはできる。どういう表情を作るべきか、どんな口調で話すべきか、考えることはできる」


「でも、結局はなにも感じていないんだろう？」


「…………」


「だからこそ、君を選んだんだよ。君が僕と同じように、すでに人間という枠わく組ぐみから外れてしまっているから。そしてそれにもかかわらず、人間に、憧あこがれているから。君はクラウ・クロムが好きだろう？　ミルク・カラードが、好きだ。それはなぜか？　それは彼らが、君が持っていないものを持っているからだ。君が持っていない、大きな感情の動きを持っているから……君はその、そばにいようとする」


　という言葉に、ルークはいつもの穏おだやかな表情ではない、無表情のまま、リューラを見つめて言った。


「……あなたはいったい、いつから私を監かん視ししてたんですか？」


　するとリューラは、とんでも無い言葉を発してくる。


「十年くらい前から、かな」


「……これは、まいりましたね。ずっと、私を利用しようと監視していたのですか？」


「便利そうだったからねぇ」


　その言葉に、ルークはリューラの周囲を見る。なにか、こいつを殺す方法がないかと、探る。


　だがやはり、いまの自分ではどうにもできなさそうで、ルークはうんざりしたような口調を作って言った。


「一つ、言わせてもらっていいですか？」


　するとリューラが答える。


「なんだい？」


「いま、私はあなたに殺意を持ちました」


「へぇ」


「それにミルク隊長や、クラウへの好意も、事実として私の中にあります」


「うん」


「これは感情だと思うんですが？」


　その問いに、リューラはあっさりうなずき、


「そうだと思うよ」


「なのに私には人間味がないと？」


　するとそれに、リューラはにこにこ笑いながら両手を広げて、言った。


「僕はね、息子むすこのためだけに──妻と、世界を売ったんだ。息子を助けるためだけに、この世界のすべてをダメにしたんだ。それほど息子を愛していてね、もう、正しい判断を下せないんだよ。でも君は、違ちがうだろう？　クラウ・クロムや、ミルク・カラードのことも、必要なら平然と殺すだろう？」


「…………」


「それはラッヘル・ミラーだってできないことだよ。彼には妻も、子供もいる。きっと家族のためなら、世界を売るだろう。彼がどれほど頭の切れる男だったとしても、最後の最後では、弱さがでる。いや、だからこそ強い、と言いい換かえてもいいけどね。でも、とにかく人間は、最後には自分の愛するものを優先してしまうんだ。弱いから。強いから。人間というのは、そういうものだと、僕は思う」


「…………」


「だが君はそうしない。事実を、事実としてしか受け入れられないから。感情がないから、必要だと思った通りの道へ、躊ちゆう躇ちよなく進むことができる」


「…………」


「だから、僕は君を選んだんだよ。すでに人間の感情を持ちあわせていないのに、一生懸命人間の真ま似ねをして、人間に憧れている君と取り引きをしようと思って──」


「…………」


「さて、長話はこのへんにしようか。それよりも君にはいくつかお願いがあるんだけど……」


　それにルークは、リューラを見つめて言った。


「そのお願いを聞くかわりに、私にもメリットがあるんでしょうね？」


　するとリューラは当然とばかりにうなずいて、言う。


「もちろんあるよ。この国について──いや、この世界についての情報を、いくつか教えてあげる。それと、君にかかっている洗脳の魔ま法ほうの解き方も教えてあげよう」


　という言葉に、ルークは目を細める。


「洗脳の魔法？」


「ああ。まあ、君は賢かしこいからもう気づいてると思うけど、君は、ミルク・カラードに洗脳されてるだろう？」


「…………」


「いや、それを承知で、君はミルク・カラードの側にいる。彼女が特とく殊しゆだと気づいていたから。彼女が無意識のうちに、周囲の人間をたぶらかす魔法を垂れ流しているのに、気づいていたから」


「…………」


「だから、君には感情がないと言ったんだ。ミルク・カラードに好意を持っていると言いながら、結局は、必要だから彼女のそばにいる。彼女はこの国の核かく心しんの一つだと判断したから、君は彼女のそばに……」


　が、そこでルークは、


「ですから、私の説明は……」


「いらない？」


「ええ。さっさと取り引きを進めましょう」


　と、ルークは言った。


　それから顔に、再び穏やかそうなにこにこ顔を取り作り、


「で、私に洗脳魔法の解き方を教えてくれるそうですが」


　それにリューラはうなずく。


「ああ。でもその前に、この世界について話す必要がある。人間を作った、化物どもの話をする必要がある」


　そう言ってリューラは、『勇者』や『女め神がみ』、そしてそれらを作った『司祭』という存在についての話を始めた。


　だがいまは、それについてはどうでもいい。


　必要なのは、そのときに聞いた、洗脳を解く方法だ。


　自分の頭の中に。


　心の中に。


　深く入り込んだ呪じゆ詛そを、取りのぞく方法だ。


　それを彼は思いだす。





　神から。





　化物どもからかけられた呪のろいを解く方法を思いだし──





　　　　　◆





「…………」


　ルークは、目を開いた。


　自分がどれくらいの間意識を失っていたのかはわからないが、いま、自分のいる場所は暗い、広間の中央だった。


　その広間には無数のベッドのような台があり、その上にたくさんの人間が寝ねている。


　目を覚ましているのは自分だけのようで、これほど大勢の人間がいるのに、寝ね息いき一つ聞こえない。


　それを彼は見回そうとするが、どうも体の動きが、鈍にぶい。


　まるで全身に泥どろがまとわりついているかのような不快さを感じる。


　そして頭の中で、声が響ひびく。


　どこからか、外側から聞こえてきているものじゃない。


　自分の、頭の奥おくから声が響く。





《おまえは我わが僕しもべ、我が体、我が僕、我が体、幸福だ、ここにいることが幸福だ、もう悩なやみはない。もうなんの悩みもない。ただ、声に従うだけでいい。生きる理由も、意味も、すべては神の声に委ゆだねればいい。おまえは我が僕、我が体、我が……》





　と、エンドレスで声が鳴り続けている。


　その度たびに、体が重く、重く、自分の意志では操あやつれなくなっていく。


　しかしそれに逆らうようにルークは、自分の手を上げる。そして腕うでの袖そでを捲まくりあげて、爪つめで、腕の皮ひ膚ふの部分を、切きり裂さく。


　すると中から、針が一本出てくる。皮膚の下に隠かくし持もっていた、ごく、普ふ通つうの針が出てきて、その針を、


「……ん」


　自分の、側頭部に突つき刺さす。


　すると針は、皮膚を貫つらぬき、頭がい骨の継つぎ目めにはまるように刺さる。


　リューラが言うところによると、そこが、《神》の声に感応してしまう部分なのだという。


《女め神がみ》たちは《ニンゲン》に言うことを聞かせるためだけに、その部分を作ったのだという。


　そしてそこを、針でえぐる。


　途と端たん、頭の中の声があっさり、消えてしまって、


「……よし」


　と、ルークはうなずく。


　体の自由が再び自分のものになったことを確認してから、立ち上がる。


　そして周囲を見回す。


　自分がいる、広間の大きさ、天てん井じようの高さ、構造を確認し、そこが恐おそらくは、教会だろう、と判断する。


　その、教会の中を見つめて、


「……さて、計画通り潜せん入にゆうに成功しまし……」


　しかしそこでまた、声がする。


　頭の中からわきあがってくる、声。


　洗脳は解いたはずなのに、さらに頭の中で、響きわたる声。


　その声が、





《ルーク》





　と、彼の名前を呼ぶ。


　だがそれは、さっきまでのものとは違う、別の声だった。


　別の、神の声が、





《ルーク・スタッカート》





　と、呼よび掛かけてくる。


　その声は女のものだ。


　かわいらしい、綺き麗れいな、女の声。


　ミルク・カラードの声。


　その声が言う。





《ルーク・スタッカート。あなたは私のそばにいて》





　その声が言う。





《ずっと私のそばにいて》





　まるで彼に暗示をかけるかのようにそう、声は繰くり返かえす。


　そしてそれに、


「…………」


　ルークは自分が手に持っている、針へと目を落とした。


　それからまた、リューラの言葉を思いだす。


　リューラはこう言った。


『これで君は、化物どもの《声》に、対たい抗こうできる──といっても、洗脳されないってだけでどうにかできる相手でもないけどね。でも君なら……常に冷静でいられる君なら、僕みたいに、道を踏ふみ外はずさないかもしれない。《女め神がみ》の、《勇者》の呪じゆ縛ばくから逃のがれて、君は正しい道へとこの世界を修正できるかもしれない……』


　なんてことを、言った。


　それにルークは、


『自分ばっかり狂くるって、最後は人に頼たよるんですか？』


　とぼやいたが、それにリューラは悲しげに笑うだけで、消えてしまって。


　そしてその、リューラの悲しげな表情を、


「…………」


　ルークは、羨うらやましいと思った。


　愛に狂って、感情を昂たかぶらせて、あっさり道を踏み外してしまうような、あまりにも人間らしいその、リューラ・リュートルーという男を、羨ましいと思った。


　自分にはできないから。


　感情を失い、すでに人間という枠わく組ぐみを外れてしまっている自分には、できないから。


「…………」


　だから、ルークは針を見つめる。


　自分が持つ、針を見つめる。


　これを使えば、いま、頭の中で響いている、ミルクの声を消すことは、簡単だった。


　脳のどの部分を針で刺せば、その声を消すことができるか、彼にはもう、わかっていた。


　自分は、洗脳されているのだ。


　ミルク・カラードに、洗脳されているのだ。


　そしてそれには、気づいていた。


　初めて会った瞬しゆん間かんから、気づいていた。


　だからこそ、彼女のそばにいたのだ。


　彼女は特別だから。


　彼女は今後のローランド帝てい国こくに、必要な人間──いや、情報だったから。


　だから彼女と行動を共にしたのだ。


　必要なら殺せるし、必要なら、切り捨てることもできる。


　利用するためだけにそばにいた、と、言いい換かえてしまってもいい。


　愛や、情といった感情を、彼は作りだすことができない。自分はそう、脳を壊こわされてしまっているのだ。


　そしてさらにいま、彼はミルクからの呪縛から逃れる方法を手に入れてしまって。





《ルーク。私のそばにいなさい》





　彼女からの洗脳を、解く方法を手に入れてしまって。





《ルーク》





　ならば当然、この洗脳は解くべきだった。


　必要なことは、必要なときにするべきなのだ。だからこの洗脳は解くべきなのだ。





《ルーク。私のそばに……》





　しかしその、ミルクの声に、彼はにっこりと微笑ほほえむ。


　そして針を、ひょいっと投げ捨てて、


「……いやいや、リューラさん、残念ながら私も、感情のあるただの人間のようですよ」


　なんて、楽しげに呟つぶやく。


　するとまた、頭の中で、





《ルーク》





　という声がするので、それに、


「……あ～はいはい、隊長、もう少し待っててくださいねぇ～」


　と、嬉うれしそうな声を作って、言う。


「このレムルス帝国を潰つぶす方法を見つけたら、すぐに帰りますから」


　そして彼は台から降りると、教会の中を独り、進み始めた。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　時間が少しだけ進む。





　場所はレムルス帝国から、北東に位置する国の、街道。


　その街道を、レムルスとの国境へと向けて馬で疾しつ走そうしながら、


「な～んで俺らがライナを助けにいかなきゃいけないんだよ」


　などと、ゾーラ・ロムは愚ぐ痴ちるように言った。


　茶色い髪かみに、負けん気の強そうな青い瞳ひとみ。


　身に纏まとっているのは、『蒼あおの公ひ主め』の上級兵だけが着ることを許されている、胸のところに朱す雀ざくが飛びたつ紋もん様ようが模かたどられた紅色の戦せん闘とう服。


　こんな武装した姿で他国の街道を馬で走っていたら、すぐにその国の兵に追われそうなものだが、しかし、彼はまったく気にした様子もなく、


「だいたいうちの女ひ王めは、いっつもライナに甘あま過すぎると思うんだが、どう思うよ、馬ば鹿かガキ」


　なんて言う。


　それからゾーラは、鬱うつ陶とうしげな顔で横を馬で併へい走そうしてきている馬鹿のほうへと、目を向ける。


　すると横では、やはりゾーラと同じ、『蒼あおの公ひ主め』の戦闘服を着た男が、馬を走らせていた。


　ペリア・ペルーラだ。


　肩かたまで伸のびたナンパそうな金きん髪ぱつに、いつもすかした、目を閉じたままの顔。


　その顔をこちらに向けて、


「誰だれが馬鹿ガキだって？」


「そりゃ一人しかいねぇだろうが」


　するとそれに、ペリアが周囲をきょろきょろと見回すような顔をしてから、


「ああ、ゾーラのことか」


「殺すぞおまえ」


「突つっ掛かってきてるのはゾーラだろう？」


「まあいいや。それより質問に答えろよ、馬鹿ガキ」


「なんですか阿あ呆ほガキ」


「てめぇ」


「って、すぐナイフ投げようとしなーい。そうじゃなくても馬走らせっぱなしで疲つかれてるんだから、無む駄だな体力使うのやめようよ」


　と言われて、確かにこの二日、馬を走らせっぱなしでもう、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったので、


「じゃ、質問に答えろよペリア」


　とゾーラは妥だ協きようして、馬鹿の名前を呼んだ。


　するとそれに、ペリアが答える。


「ピアがライナに甘すぎる、って話？」


「そそ」


「まあ、確かにねぇ。でも、気持ちもわからないでもないけどね。僕とピアとライナは、同じ訓練所で修しゆ業ぎようした幼おさな馴な染じみだからさぁ。ゾーラとは違ちがって、絆きずなが深いんだよね」


「あ？　なんかその言い方、ちょっと引っ掛かるんだが？」


　するとペリアが嬉しそうに続ける。


「だから僕とピアの絆はもう、ゾーラが想像している八万倍くらい深くて入り込む隙すき間まはないから、いい加減あきらめてピアにアピールするのはやめてくれると……」


　なんていう、馬鹿の戯たわ言ごとが終わる前に、ゾーラはナイフを投げていた。


　すると凄すさまじい速さでそのナイフはペリアの首へと飛んでいって、


「って、だからすぐナイフを投げるのやめてって」


　しかし、そのナイフをあっさりペリアは受け止めてしまう。


　それにゾーラはペリアをにらんだまま、


「てめぇが馬鹿なこと吐ぬかすから悪わりぃんだろうが」


　と言うと、ペリアは肩をすくめる。


「事実だから仕方ないでしょう？」


「どこが事実だよ。おまえ全然王ひ女めに相手されてねぇだろが」


「そんなことないですよ。いつもピアは、僕のことを好きだと言ってくれてる」


「そんなん俺も言われてるよ。こないだなんか、なんかゾーラってかわいいよねぇとか言われてんだぞ！」


「え……あ、で、でも僕は、一いつ緒しよにいると落ちつくって言われましたよ」


「んなっ!?　い、いや、それ俺も言われたし」


「噓うそばっっかり」


「噓じゃねぇよ！　もう、ペリアってなんかいっつもすかしてて邪じや魔まなんだよねーって女ひ王めが俺に相談……」


　が、そこで突とつ然ぜん、ペリアが思いっきりナイフを投げ付けてきて、


「うおわ」


　と、それをゾーラはキャッチする。そしてそのままナイフを投げ返しながら、


「なにしやがんだ！」


　と怒ど鳴なると、ペリアがナイフを受け止め、


「それはこっちのセリフですよ！」


　と、またナイフが返ってくる。


　そのまま二人は、ナイフを投げあい続ける。


　もう、何度も、何度も、投げあい続ける。


　普ふ段だんならこのへんでピアが止めに入ってくるのだが、いま、ここにはピアがいないので、際限なくナイフの応おう酬しゆうが続き、そのまま百往復くらいしたところで、


「ああ、もう！」


　と、ペリアがうめくように言って、ナイフを懐ふところにしまってしまう。


　それにゾーラは肩でぜえぜえ息をしながら、


「お、負け認めんの？　結局俺の勝ち？」


　と言うと、ペリアがあきれたような顔でこちらを見てから、


「…………」


　しかしこちらを無視して、なにも言わない。


　それにゾーラは、


「なんかそれ、むかつくぞ」


　と言ってみるが、ペリアはあからさまに反対方向を見て無視してくるので、彼も、


「へーんだ」


　と言って、言葉を発するのを、やめる。そして彼もそっぽを向ける。


　そもそもこいつとは仲が悪いのだ。馬鹿のくせにピアのそばにいっつもいやがって。なんで俺がこんな奴やつと一緒に行動しなきゃいけねぇんだよ、と、怒いかりを溜ため続けているのだ。


　だから顔をそむけたまま、彼は懐から一枚の紙を取り出す。


　それはピアのところに、ヴォイス・フューレルから届いた手紙だった。


　その手紙を、ゾーラは読みなおす。


　するとそこには、こんなことが書かれている。





『いやーいやー女王様、元気してますか？　お美しいピアさんに背中を踏ふまれることを妄もう想そうして、ドキドキしちゃって最近仕事が手につかないヴォイス・フューレルです。


　実は今回、そんな私の熱い気持ちをあなたに伝えようと御お手て紙がみをしたためたのですが、その前に少しだけ仕事の話をさせてください。


　実はですね、ほんの少しだけ、我わがスフェルイエット民国で問題が起きてしまったので、それを報告させていただきます。


　まず、一つ。


　ライナさんが、レムルス帝てい国こくに拉ら致ちされちゃいました～☆


　二つ。


　それをローランド帝国からきていたネクラ黒くろ髪かみぱっつん君に見られちゃって、まあ、ぱっつん君の足留めはなんとか頑がん張ばっているのですが、それでもいずれ、悪あく魔ま王の不在は世間にバレちゃいそうなんです。


　三つ。


　でもうちからはライナさんの救出部隊はだしません。


　四つ。


　なのでライナさんのことを、ヨロシク。


　と、そんなこんなでどうでもいい仕事の話が終わったので、次に逢あったときは二人でどんなプレイをしましょうか～という話にいきたいのですが、困ったことに私はちょっとぱっつん君の始末で忙いそがしいので、このへんで失礼させていただきます～。




貴女様の下僕[image: ]　ヴォイス・フューレルより』







　などという、ふざけた手紙を読んで、ゾーラは顔をしかめる。


「なーんでこんなふざけたガキの頼たのみを俺らが聞くんだよ」


　と、手紙をぐしゃぐしゃに丸めて捨てようとして、しかし、スフェルイエット民国にライナがいない、という情報をいま、外に漏もらすわけにはいかないので、その捨てかけた手紙を、


「ああ、くそ」


　と、嫌いやそうに自分の懐に戻す。


　それからそっぽを向いたままのペリアのほうに向かって、


「ってかうちの女ひ王めは、なんであんなにライナに甘いんだ？」


　と言うと、ペリアはこちらを振ふり返かえり、


「あれ、喧けん嘩か中じゃなかったっけ？」


「どうでもいいよ」


「もぉ～。それにその話、さっきもしたし」


「ってかだいたい、ライナの態度もむかつくんだよ。いくら呼んでも全然こねぇし、久ひさし振ぶりにあったと思ったら、あっちふらふら、こっちふらふらしやがってやっぱり全然頭下げてこねぇし」


　するとそれにペリアが苦く笑しようして、


「ま、ライナは昔から、いじいじ君だったからなぁ」


「あげくに今度は拉致されたから助けにこいって？　はぁ？　あほかっての。おまえはどこのお姫ひめさまだよっ!?　って話」


　という言葉に、ペリアが笑う。


「ライナがお姫さまって」


「俺の姫は昔からピアだけって決まってんだよ」


「僕のもだよ」


「んじゃ、あれだな。もう助けにいくの、やめっか？　めんどくせぇし……まだレムルス帝国につくまで、二日くらいかかってしんどいし」


　するとそれに、ペリアが微笑ほほえんで、


「いいね。僕もちょっと馬飛ばしすぎて、お尻しりが痛くなってきてたとこなんだ」


「あ、俺も俺も」


「お、珍めずらしく意見があったねぇ。じゃ、ほんとにいくのやめる？」


　と、ペリアが言ってくる。


　それにゾーラは、


「そうしようぜ？」


　と、うなずく。


　そして二人の意見が完全に一いつ致ちしたところで、


「…………」


　しかし、二人は馬を止めない。


　街道の中央を、尋じん常じようじゃない勢いで走り続けて。


　さらに前方に、何人かの武装した兵士が現れたのが、見える。ついに二人の存在が、国の警備兵にバレたのだ。


　これほど派手に、まったく身分を隠かくそうともせずに大手を振って走っていて、見つからないはずがない。


　その、待ちぶせしている警備兵のほうへとゾーラは目を向け、


「……助けにいくの、やめんじゃねぇの？」


　と言うと、ペリアが笑って言う。


「そっちこそ」


「いや、なんつーか俺、おまえと違ちがって仲間は裏切らない主義なんで」


「はは、僕もだよ」


「いや、おまえは裏切る顔だ」


「ええ～、それどんな顔？」


「おまえみたいな顔」


「なんかそれ、やだなぁ……あ、ゾーラ、ちなみに敵兵の数、四十ね」


　などと、ペリアが突然言ってくる。


　まだ、人数などまるで確認できないほど遠くに敵兵はいるのに、ペリアはあっさりそう言ってくる。


　だがそれを、


「そか」


　と、ゾーラは信じる。


　なぜならペリアは、『全結界』の能力者だから。


　かつてのローランド帝国で行われていた、人体実験の犠ぎ牲せい者しやだから。


　彼は視覚と、聴ちよう覚かくと、触しよつ覚かくを失う代わりに、通常では知覚できないほど広い範はん囲いの出来事を感じることができる、特とく殊しゆな魔ま方ほう陣じんを脳に埋うめこまれていた。


　だから彼にはいま、敵兵の数が、見えるのだ。敵兵がどういった武装をしているのかを、感じることができるのだ。


　それにゾーラはうなずいてから、


「そいつら、馬持ってる？」


　と聞くと、ペリアは目を閉じたまま、言う。


「いるね」


「じゃ、それ奪うばって進むぞ。もうこの馬もバテるだろ」


「だね」


「ちなみにおまえがやられても、無視でいくからな」


「あれ、仲間は裏切らない主義じゃなかったっけ？」


「おまえ仲間じゃねぇもん」


「そんなぁ……」


　なんて言いながら、ペリアは楽しげに笑う。


　そしてそんな間にも、敵兵のほうへと彼らはどんどん近付いていって。


　警備兵が言う。


「貴様らは完全に包囲されている！　すぐに馬を止め、武装を解除し……」


　が、そこでゾーラはさらに馬を加速させて、


「うるっせぇよ」


　と、その、こちらに警告してきていた兵士に向かって飛ぶ。そいつの顔面を蹴けり飛ばして、馬から落とす。


　そしてその馬を奪って、


「んじゃおっさき～」


　と、言おうとした彼の前で、ペリアが別の馬を奪って走りだしていて、


「あ、てめ」


「あらぁ？　ゾーラちゃんってば、ずいぶんと遅おそいなぁ」


　なんてふざけたことを言ってくるので、ゾーラはナイフを抜ぬき、馬ば鹿かに向かって投げる。


　するとペリアはそれをよける。


　ナイフはその背後で、こちらに向かって攻こう撃げき魔ま法ほうを発動しようとしている敵兵の肩かたに刺ささる。


　それをペリアは見て、


「助けてくれてありがと」


「助けてねぇよ」


「またまた」


「ってまぁ、ンな馬鹿なこと言ってる場合でもねぇから、蹴け散ちらしていこうぜ。さっさといって、さくっと馬鹿助けて、姫気取りもたいがいにしろって、殴なぐる！」


　とゾーラが言うと、それにペリアが、


「それは賛成～」


　と笑って。





　そして二人は、警備兵四十人を突つっ切きって、レムルス帝国へと再び馬を走らせ始めた。
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　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　そして時間は完全に元に戻もどる。





　そこは、気味の悪い場所だった。


　いや、景色自体はなんの変へん哲てつもない、普ふ通つうの平原なのだが、しかし。


「…………」


　シオンは、前に進むほどに気分が悪くなっていくのを感じていた。


　空の色が、次々と塗ぬり変わっていっているように見える。


　前に進めば進むほど。


　時が経たてば経つほどに、世界の色がぐりぐりと塗り変わり、胸の奥おくに焦しよう燥そう感かんが生まれていくような気がする。


　そしてその感覚がなんなのか、彼自身にはわからない。


　だが、わからないからこそより不快だった。


　それにシオンは、


「……なんだ」


　と、呟つぶやく。


「いったい、なにが起きてるんだ？」


　と、呟く。


　いま彼がいるのは、クラウ・クロムがレムルス帝てい国こく軍本隊の背後に回り、奇き襲しゆう攻こう撃げきを仕し掛かけるはずだった、平原。


　そこに、シオン・アスタールは兵を率いて向かっていた。


　報告があったとおり、平原では戦せん闘とうが行われた形けい跡せきはなかった。


　血や、死の臭においがまるでしないのだ。


　にもかかわらずシオンは、前に進むごとに気が沈しずんでいくような、そんな感覚に陥おちいる。


　とそこで、


「陛下」


　と、声がする。


　シオンは馬上から、そちらを見下ろす。すると部下の兵士が彼に言ってくる。


「クラウ・クロム元げん帥すいが──」


　それにシオンはうなずき、言った。


「私を迎むかえにきてるのか？」


「はい」


「通せ」


「は」


　そう言って、部下の兵は下がる。


　しばらく後、シオンを守る兵たちをかきわけて、一人の男が馬に乗ってやってくる。


　燃えるような赤い髪かみに、鋼はがねのように鍛きたえられた体。


　クラウ・クロムだ。


　そのクラウがこちらを見て、少しだけ嬉うれしそうに笑って、


「よおシオン。そっちの戦場はひどかったらしいが、生きてたか」


　なんて言ってくるので、それにシオンは苦く笑しようする。


「おまえが俺にそんな口調で話したら、部下に示しがつかないだろう？」


「じゃあ、お陛下様って呼ぶか？」


「もういいよ」


　と、シオンは手を振ふって、笑う。


　するとクラウも笑って、こちらに馬を寄せてくる。シオンの馬に並んで、前へと進む。


　その、クラウへとシオンは聞く。


「で、敵の主力部隊が、戦闘もせずに降こう伏ふくしたって？」


　そう聞くと、クラウは肩をすくめて、


「ああ」


　とうなずき、それから、


「っていうか、ちょっと見せたいものがあるから、兵を止めるぞ」


　と、手を上げる。そのまま下ろす。


　するとそれに反応して、部下が兵たちに、動きを止めるよう、命じる。


　それを確認してからクラウはこちらを向き、


「ちょっとついてこい」


　などと言ってくるので、それにシオンは首を傾かしげる。


「どこへいくつもりだ？」


「いきゃわかるよ」


「俺と、おまえの二人だけで？」


　それにクラウは手をこちらに差しだし、


「もし、敵に襲おそわれるかもしれないって心配してんなら、安心しろ。俺が守るよ」


　なんて言ってくる。


　しかしもちろん、シオンはそんな心配はしていなかった。なぜなら彼には、ルシルがついているのだから。


　だから、ここでいま、一番安全が保証されているのはシオンのはずだった。


　もちろんここに、レムルス本人や、『女め神がみ』どもが出てくればまた話は別だが。


　シオンは、差し出されたクラウの手を見る。それから顔をあげ、クラウの顔を見て、


「俺になにを見せるつもりだ？」


　と、聞く。


　するとそれに、クラウが答える。


「敵兵」


「敵兵？」


「ああ。完全に無む抵てい抗こうな、気味の悪いレムルスの奴やつら」


　そう言って、クラウはそのまま、


「ま、いいからついてこいって」


　と、勝手に馬を歩かせ始めてしまう。


　それにシオンは小さく、


「……ルシル」


　と、呟く。


　すると耳元で、ルシルの声がする。


「いるよ」


「クラウは……」


　しかしその言葉だけで、ルシルにはシオンがなにが言いたいのか、伝わったようだった。


　だからルシルが、答える。


「敵に操あやつられてるようには、見えない。たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ。もしなにかあっても……」


「おまえが守ってくれるって？」


　するとルシルが楽しげに、


「保証はできない」


　なんて言ってきて、


「頼たよりないなぁ」


　と、シオンは笑う。


　それから、馬を歩かせ始める。


　やはり、前に進むほど彼の気分は、重く沈んでいく。


　どうやらレムルス帝国の国土へ近付いていくほどに、その感覚は大きくなっているようで。


　シオンはその、北側の空を見つめ、


「まったく、あの国はなにをやってるんだ？」


　なんて言いながら、クラウに追い付く。それからクラウが目指している、平原から少し登っていったさきのほうへと目を向け、聞いた。


「で、あの高台に登るのか？」


「ああ」


「あそこからなにが見える？」


　するとそれに、クラウが言う。


「説明するのはちょっと、めんどうなんだよ。だからきてくれ。上に、ミラー先せん輩ぱいも、バユーズも待ってる」


「バユーズと、ミラーが？」


　しかしその問いに、クラウは答えないまま、馬を走らせ始めて、


「さあ、いくぞ」


　なんて言う。


　それにシオンも馬に走るよう命じて、前に進む。


　高台を登り、平原を見み渡わたせるような位置へと、移動する。


　するとクラウが言うとおり、その高台の上には、ラッヘル・ミラーと、バユーズ・ワイトがいた。
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　ともに、ローランドの帝国軍の、元帥の地位にある者たちだ。


　さらに数百人の兵たちが、高台の下の、なにかを監かん視しするかのように、そこに陣じんを張っていて。


　シオンはその、陣のほうへと向かう。


　ミラーたちがこちらに気づく。


　それにシオンは、手をあげて、声をかけようとする。


　しかし、


「…………」


　その、声が止まる。


　途と中ちゆうで、見えてしまったから。


　高台を登り、ミラーたちに近付いていく途中で、見えてしまったから。


　ミラーたちの、向こう側。


　高台の下にある平原にいる、レムルス帝国の戦闘服を着た、兵士たちの群れ。


　数万単位の兵士たちの姿。


　その、兵士たちが全員、同じ格好をしているのだ。


　まるで跪ひざまずくかのように地面に伏ふせている。さらにその、兵士たちの背中の肉が、内側から引ひき裂さかれたかのように割れ、その隙すき間まから紫むらさき色いろの、枝のようなものが生えている。


　七本の、枝。


「…………」


　いや、しかしそれは、よく見ると枝ではなかった。


　腕うでだ。


　細い、腕が生えている。


　そしてその七本の腕は、周囲の兵士たちの背中から生えた腕と、手を繫つなぎ合っていて。


　数万、数十万の人間の背中から生えた腕が、互たがいにしっかりと、手を繫ぎ合っていて。


　その、異常な光景にシオンは思わず、


「……なんだ、これは」


　なんて、愚おろかな言葉を漏もらしてしまった。


　そんなこと、わかる者がいるはずがないのに。


　こんなものを、見たことがある人間などいるはずがないのに。


　しかしそれに、ミラーが答える。シオンのほうを見上げ、それから、レムルス帝てい国こくの兵たちのほうを見下ろし、


「……彼らがこの姿になったのは、ほんの一時間前だ。それまでは普ふ通つうの人間だった」


　と、説明してくれる。


　つまりシオンがここへ向かっている間に、レムルス帝国の兵たちは、こんな状態になってしまったらしい。


　それをシオンは見つめ、


「彼らは、生きてるのか？」


　という問いに、今度はバユーズが答える。


「近付くことができないので、調べられません」


「近付けない？」


「はい。近くにいたローランド兵も、同じ状態に……」


「なっ。じゃああそこには、ローランドの兵も……」


「数千人が、巻き込まれました」


「…………」


「陛下一人にここへきていただいたのは、この光景が、あまりにショッキングだからです。兵たちにこれを見せてしまっては……」


　が、そこでシオンは、バユーズの言葉を手で遮さえぎる。


「俺をここに一人、呼んだ理由はわかった。で、おまえたちはこれを、どう対処するつもりだ？」


　するとそれに、ミラーが答える。


「『忘却欠片ルール・フラグメ』で……」


「彼らの状じよう況きようもわからないのに、殺すのか？」


「他に方法があれば、それを選せん択たくしてもいい。だが、他になにか手があるか？　近付くだけで、取り込まれる。おまけにあの姿には、おそらく意味があるだろう。今後あいつらがどう変化するのかはわからないが、このまま放置するわけにはいかない。そしてなにより、レムルス帝国へと入るには、この平原を通る必要がある……」


　と、言われて。


　それにシオンはもう一度、レムルス帝国の兵を見つめる。


　地面に平ひれ伏ふしたまま、背中から腕を生やした、人間たちを見つめる。


　そして、


「いったい、レムルスはなにをやろうと……」


　とそこで、背後から声がした。


　高台を、少し下ったあたりで、


「陛下！」


　と、部下が声をあげて、こちらに登ってこようとしていて。


　それにシオンは言う。


「ここにこさせるな。まだ、この光景を見ていない兵には……」


　が、ミラーはそれに、


「わかっている。すでに俺の部下にも、そうするよう命じてある」


　という言葉の通り、シオンの部下は、この高台に登る途中の道で、止められてしまう。


　その代わりにミラーの部下が情報を伝達してくる。


「陛下、どうやら下に、陛下への面会を求めている者がきているようです」


　などと言う。


　それにシオンは、聞く。


「レムルス帝国からの使者か？」


　が、それにミラーの部下が首を振ふり、答える。


「違ちがうようです」


「なら、何者だ？」


「その者たちは、所属を明かさなかったそうです。その代わりに、自分の名前を言えば、陛下はわかる、と」


「名前を？　誰だれだ？」


　と、シオンは聞いた。


　するとそれに、


「きているのは、二は十た歳ち前後の女二人です。フェリス・エリスと、キファ・ノールズと名乗っているそうです」


　なんてことを、部下が言う。


　さらに、


「彼女たちは、レムルス帝国にライナが拉ら致ちされたから、救出を手伝って欲しい──と、陛下に伝えてくれと……」


　が、そこでもう、シオンは部下の言葉が聞こえなくなってしまっていた。


　きたのが、フェリスと、キファで。


　そして、


「……ライナが……あいつが、レムルスに拉致された？」


　それを聞いた瞬間、心臓を握にぎり潰つぶされたような、そんな衝しよう撃げきが走った。


　ライナが。


　あいつが、レムルスの手に陥おちた？


　それにシオンは、顔をしかめる。そして振り返り、見上げる。


　北側の空を。


　北側の、無数の人間が地面に平伏し、背中に腕を生やしている、大地を。


　そのすべてが、穢けがれているように見える。


　そのすべてが、いままでの世界を構築していたものを、壊こわそうとしているように、見える。


　そしてやっと、その正体が見えてしまった。


　レムルスが、なにをしようとしているのかが、見えてしまった。


　いま、レムルス帝国にはライナがいて、そしてレムルスは、


「……ライナを、喰くらうつもりか」


　と、顔をしかめて言う。


　それから再び振り返る。


　そしてミラーに、


「すぐに『忘却欠片ルール・フラグメ』を使え。レムルス帝国の兵を、薙なぎ払はらって進軍を続ける」


　そう命じる。


　するとそれにミラーはうなずき、行動を始める。


　だがシオンは止まらない。自分も高台の下──レムルス帝国の兵たちがいるほうへと、降りようとして。


　しかしそこで、


「陛下、面会者たちはいかがいたしましょうか？」


　などと、ミラーの部下が言ってくる。


　それに彼は振り返る。少し離はなれた場所にいる、自分が率いてきた兵のほうへと目を向ける。


　そこにはどういうわけか、フェリスと、キファがきているようで。


　それにシオンは少しだけ、考えるように言葉を止めてから、


「私の前に連れてこい。一いつ緒しよに、レムルス帝国に連れていく」


　と、そう命じた。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　場所はまた、少し北に移る。





　レムルス帝国の首都──エッテラン。


　その街にはもう、人間は残っていない。


　エッテランは数百万もの人間がひしめきあっていた、中央大陸の中でも屈くつ指しの大都市のはずなのに、もう、そこには人間が残っていない。


　いま、残っているのは──


「…………」


　と、『円命の女神ミルク・カラード』は街を見つめる。


　亜あ麻ま色いろのポニーテールに、丸く大きな瞳ひとみ。


　その瞳で、目の前の光景を見つめ、


「……ああ、そう。レムルス……あなたは今世では、そういう選択をするのね……」


　と、呟つぶやく。


　目の前では『ニンゲン』どもが、次々と魔ま法ほう化していく。


　体の中の構成を書かき換かえられ、地面に倒たおれ、その背中が割れて、紫色の腕が生えてくる。そしてその腕が、身近にいる『ニンゲン』と、繫がりあう。


　それによって、徐じよ々じよに、徐々に、大きな術式へ発展していく。


　この、レムルス帝国という国にいる、すべての『ニンゲン』の中の魔ま力りよくを使って、巨きよ大だいな術式へと発展していく。


　それに、


「いったいこれは……」


　と、彼女の背後にいた、リーレ・リンクルという名前の部下が声をあげる。


　しかしミルクはそれを制して、


「私から離れないで、リーレ」


　と、言う。


　するとリーレがうなずき、


「大だい丈じよう夫ぶです。隊長は私が守ります」


　なんて言ってくるので、ミルクは笑いそうになる。


　いや、リーレがこの状況で、自分を守れるはずがない、というようなことを馬ば鹿かにして、笑いそうになったわけじゃない。


　そうではなく、自分の中の奇き妙みような感情の動きに気づいて、彼女は笑いそうになってしまった。


　なぜなら彼女はいま、自分の部下たちを、守らなきゃ、という気持ちになっていたから。


　別に、『ニンゲン』がどうなったところでどうでもいいはずなのに、彼女の中の、ミルクという人間の人格が、部下たちを必死に守ろうとしていて。


　そしてその気持ちに、『女め神がみ』であるはずの彼女は、取とり憑つかれてしまっていて。


「……あは」


　と、笑う。


　どんどん、どんどん、自分の中の『ニンゲン』の部分が大きくなっていくのを心ここ地ち好よく感じて、彼女は楽しい気分になる。


　だがその一方で、目の前ではレムルスの魔ま術じゆつが、進行していく。





『ニンゲン』が倒れ、魔術化する。





『ニンゲン』が倒れ、魔術化する。





　そしてそれに、もう一人の部下、ムー・ベラリオールが、彼女の前に立ち、


「隊長、下がってください」


　なんて言う。


　さらにラッハ・ベラリオールがミルクのことを背後から抱かかえあげ、言う。


「これ、どうするよリーレ」


　するといつも、冷静な顔を取り繕つくろっているリーレが、珍めずらしく困ったような顔になり、


「逃にげるしか、ないでしょう」


「でもどこに？」


　と、ムーが言う。


　そしてその問いは、正しい。


　もうここには、逃げ場などないのだ。


　少なくともレムルス帝てい国こくと呼ばれている領土内には、逃げ場などない。


　どうやらレムルスは、この国のすべてに呪のろいをかけていたようで。


「……ずいぶんと、めんどうなことをする」


　と、ミルクは思う。


　おそらくここまで大規模な術式を完成させるには、相当な時間がかかったはずだった。


　ここは『ニンゲン』たちが生きる世界。


『勇者』や『女め神がみ』たちが棲すむ場所とは、少し外れた異次元。


　そこで『女め神がみ』たちが力を振るうのには、それなりに大きな代だい償しようがいるのだ。


　なのにレムルスは、大きな力を使おうとしている。


　普ふ通つうではありえないような、大きな力を使おうとしている。


　こんな力を使えば。


　こんな、世界の枠わく組ぐみ、そのものを無視した力を使おうとすれば、


「……自分の存在、そのものが消し飛びかねないのに……力のない、『這はい神がみ』に過ぎないあなたじゃ、こんな大きな力を使えるはずがないのに……それでもあなたはあなたで、解決策を見つけようとしてるのね」


　と、彼女は呟く。


　その間にも部下たちが、


「逃げるぞ！」


　と叫さけんで走りだす。


　小こ柄がらな彼女は、ラッハに抱えられたまま、まるで誘ゆう拐かいでもされていくかのように連れ去られていく。


　背中から腕うでを生やした『ニンゲン』たちをさけるようにしながら、街の中を進んでいく。


　しかし彼女はそのまま、ぼんやりと空を見上げる。


　空は晴はれ渡わたっている。


　雲一つない、青空──に、ただの『ニンゲン』たちには見えるはずだ。


　だが、その色が、次々と変わり続けている。


　青が、蒼あおに。


　蒼が、碧あおに。


　レムルスが変えているのだ。


　レムルスが、この世界の枠組を、構造を、仕組みを、すべて塗ぬり変えようとしているのだ。


　自分の命を賭かけて。


　自分の存在を懸かけて、レムルスは必死にあがく。


　この閉へい塞そくしきった世界に、穴をあけるために。


　この、決して前に進まない世界を、前に進めるために。


　そしてそれにミルクは目を細め、


「……みんな、そっちじゃない。街の中心にある、教会へ向かって」


　と、言った。


　それにリーレたちが足を止める。そしてこちらを見て、


「しかし街の中心は……」


「いいから言うことをきいて。たぶん、そこにしか、これを止められる方法はないよ」


　と、ミルクは言った。


　それからもう一度空を見上げる。


　その色が、刻々と変わっていく。


　レムルスがどういう方法でこれを行っているのか、それはわからない。


　わからないが、


「……見てあげましょう。あなたが、なにをしようとしているのかを。どう、この世界を変えようとしているのか」





　と、そう言って、ミルク部隊は街の中央にある教会へと、向かったのだった。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　　◆





　そしてその、街の中央にある、教会。





　その地下に作られた牢ろう獄ごくに、カルネ・カイウェルは捕とらえられていた。


　緩ゆるやかなウェーブのかかった金きん髪ぱつに、愛らしい碧へき眼がん。細身の体を、ローランド帝国の上級士官が着る戦せん闘とう服で包んでいるが、しかしその服は、汚よごれてしまっている。


　そして彼はその、服の、腹の部分を撫なでて、


「ああ～、お腹減ったなぁ」


　と、言う。


　そのままひょいっと起き上がり、周囲を見回す。


　見回すといっても、そこは狭せまいので目に入ってくる情報の量も知れているが。


　それから彼は立ち上がり、この牢獄の、唯ゆい一いつの出入口である鉄の扉とびらのほうへと向かう。そして扉ごしに、


「あの～、ちょっといいでしょうか～？」


　なんて言ってみる。


　さらに、


「実は僕、一昨日おとといの夜から食事をもらってないんですがー？」


　と、声をかけるが、しかし、


「…………」


　扉の向こう側からは、返事がなくて。


「ふむぅ。これはまいったなぁ」


　と、彼は腕うで組ぐみをする。


　そのまま再び、床ゆかに申しわけ程度におかれた布の上へと戻もどり、座すわる。そして、


「……もしかして、餓が死しさせることに決まったとか？」


　と呟つぶやきながら、再び牢獄の中を観察する。どこか、逃げだせる場所がないかと目をこらす。


　といっても、もうここに捕らえられてからそれなりに時間が経たっているわけで、その間に五度ほど脱だつ獄ごくを画策して、その度たびに失敗しているので、


「……いまさら逃げる方法が見つかったりは、しないですよねぇ」


　と、困ったように呟く。


　それから空腹に、くーっと鳴ったお腹を押さえ、彼は薄うすく笑う。


　あっさりここに捕らえられてしまった自分のふがいなさと、それを聞いたときにおそらく、クラウさんが、


「あの馬鹿、こんな大事なときになにやってんだ」


　とか言うだろうなぁ、なんて想像して、へらへらと笑う。


　それからさらに、頭の中にエスリナの顔が浮うかぶ。彼女の綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの髪かみや、兄貴に似て、凛りんとした雰ふん囲い気きを持った、青い瞳ひとみ。


　それを思い浮かべて、


「……エスリナ、心配してるだろうなぁ」


　なんて呟いて、そのまま引ひっ繰くり返かえるように横になる。


　すると真っ黒い天てん井じようだけが見える。


　窓もないので、ここには光が差さない。


　さらに一昨日の晩からは、音も、人の気配も感じられなくなってしまっている。


　飲まず食わずで長く過ごしているせいで神経が研とぎすまされ、自分の呼吸や、鼓こ動どうの音はよく聞こえるが、しかし、それだけ。


　他にはなにもない。


　別に孤こ独どくが苦手というわけではないし、そういうことに対しての訓練もそれなりに受けてはいるのだが、しかし、


「……僕、やっぱり、ここで死ぬんだろなぁ」


　と、彼は独り、言った。


「ま～さか無む謀ぼうに戦場に突つっこんでくクラウ先せん輩ぱいよりさきに死ぬとは思わなかったけどなぁ」


　などと、彼は独り言って、笑った。


　もちろんそれに、誰だれも答えてはくれないが。


　しかし頭の中にまた、一人の少女の顔が浮かぶ。フィオルに似て聡そう明めいそうな、明るい顔の女の子。


　いつもカルネさんカルネさんと後ろをつきまとってきて、にこにこ笑っていたかわいらしい女の子の顔が浮かんできて。


「…………」


　彼は、微笑ほほえむ。


　彼女の笑顔を思いだして、彼は嬉うれしげに、笑う。


　そして、


「……あ～、やっぱり」


　と、言った。


「やっぱり、エスリナの気持ちを受け入れなくて、よかったなぁ」


　と、笑った。


「やっぱさぁ、僕みたいなのは、エスリナには釣つり合わないと思ってたんだよなぁ。こう、ナンパだしさ、ほっといたらふらふらすぐいなくなるしさぁ～。なにより、熟女好きだしさ」


　なんて言いながら、へらへらと笑う。


「だからエスリナには、僕みたいなのじゃなくて、こう、真ま面じ目めな奴やつがいいと思うんだよね。真面目に働いて、こぢんまりとしてても、幸せな家庭を築いてさ。こんな、牢ろう屋やに捕つかまって死ぬような間ま抜ぬけじゃなくてね」


　と、まるで誰かと会話するかのように、彼は話す。


「……僕のことなんかあっさり忘れて、そういう奴にエスリナが出会えると……いいんだけど」


　と、彼は真しん剣けんにそう、話す。


　だがそれにもやはり、誰も答えてくれない。


　周囲には音がなくて。


　それが妙みように不気味で。


「…………」


　おそらく自分はあと、数日で死ぬだろう。


　一昨日から、食しよく糧りようだけじゃなく、水も取っていないのだ。水がなければ、そう長くは生きられない。


　そしてこの状じよう況きようが今後も続くなら、


「……あ～、あれだ。死んだらきっと、フィオルに褒ほめられるなぁ。うちの妹に手を出さないでくれてありがとーってね」


　そう言って、彼は笑う。


　へらへら笑う。


　笑ったあと、小さくため息をつく。


「…………」


　するとまた、音がなくなる。


　聞こえるのは、鼓動と、息いき遣づかいだけ。


　自分の鼓動と、息遣いだけ。


　そして他にあるものといえば、


「…………」


　孤独、だけだった。


　彼はそれについてなにかを考えようとするが、やめる。


　考えても仕方がないから。


　考えたら怖こわくなって、こんなところで死にたくないとか、エスリナにもう一度会いたいとか、みっともなく、馬ば鹿かなことを言いだしそうだったから。


「…………」


　だから彼はなにも考えないまま、目を閉じた。


　そのまま意識を、闇やみの中へと沈しずめようとした──


　刹せつ那な。


　コツン、と、遠くで音が響ひびいたのに、気づく。


　それは鉄の扉の、外。


　この牢獄の外で、音がして。


　さらにその音が、近付いてくる。


　コツン、コツン、コツンと、近付いてくる。


　それにカルネは、


「これ、足音か」


　と、飛び起きる。


　それから全身に力を張はり巡めぐらせる。ここのところきちんと食事を取れてないので、いまいち体にうまく力が入らないが、


「……そーろそろ、脱獄に成功しないと、まずいからなぁ」


　と、呟く。


　いまこちらにきているのが誰なのか、それはわからないが、おそらくは食事を与あたえにきたのだろう。なら、まずはその、給仕係の腕うでをなんとかつかむ、というのが、いま、彼がすべきことだった。


　カルネは鉄の扉の一番下の部分にある、食事を出し入れするための、やはり鉄製の小さな扉を見つめる。


　食事はいつも、あそこから入れられる。


　当然相手もそこを狙ねらって囚しゆう人じんが脱獄を図ろうとするのはわかっているので、こちら側まで手を入れてこない。


　それどころか、食事の載のった盆ぼんを、廊ろう下かの向こう側から棒で押してくるほどの用よう意い周しゆう到とうぶりなのだが。


　しかしカルネはそれに、ゆっくりと指を動かす。指先で、宙空に光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　彼が描いているのは、ローランドの魔ま法ほうだ。


『縛ばく呪しゆ』と呼ばれる、光の糸を生みだす魔法。その糸は術者の命令によって伸しん縮しゆくし、目標を捕ほ縛ばくすることができるのだが──しかし、この魔法はローランドではあまり使われていない。


　まず、糸の動きのコントロールが異常に難しく、狙った場所へとまるで進んでくれないのだ。


　かなり高位の術者でも、なかなかうまく的にあてることができないので、あまり使われることがない魔法なのだが、


「これが当たらなかったら、僕、泣いちゃうなぁ」


　なんて言いながら、彼は魔方陣を完成させる。


　そして小さく、呟く、


「求めるは光こう陣じん〉〉〉・『縛呪』」


　と、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを、終える。


　すると魔方陣の中央に光の塊かたまりが生まれ、そこから、糸──というよりも縄なわぐらいの太さの、光の線を放つことができるようになる。


　そして、待つ。


　給仕がくるのを、待つ。


　すると案の定、足音はカルネの、牢ろう獄ごくの前で止まって。


「……きた」


　と、思う。


　意識を集中させる。


　そして頭の中で何度も、何度も、イメージを繰り返す。


　──食事を入れるための扉とびらが開いた瞬しゆん間かんに、そのさきを確認して、糸を飛ばす。そして給仕の体を捕とらえる。


　糸を飛ばし、給仕を捕らえる。


　糸を飛ばし、給仕を捕らえる。


　それを何度も、何度も、頭の中で繰り返したところで。


　ガチャっと、外から扉が触ふれられたのが、わかった。


　それに反応して、カルネはしゃがむ。


　食事用の扉が開くのを、待──


「…………」


　が、そこで、予想外のことが起きてしまう。


　扉が。


　目の前の扉が、開いたのだ。


　食事用の小さな扉ではなく、牢獄の扉が。


　それにカルネは、


「噓うそだろ」


　と、うめくように言う。


　なら、やるべきことは、変わる。もしもこの扉が開くのなら、やるべきことは変わる。


　入ってきたのが看守か、移送係か、処しよ刑けい官か、もしくは拷ごう問もん官か、それはわからないが、そいつらを蹴け散ちらして、ここから逃にげる必要があった。


　なのにいま、自分が展開しているのは敵を捕縛するための魔法で。


「ああもう、まあいいや。とりあえずこの魔法を放って、混乱させたところで、次の動きを……」


　と、言いかけて、しかしその言葉も止まってしまった。


　なぜなら扉の外に、どういうわけか、顔見知りが立っていたから。


　顔を知っている、一人の男が立っていたから。


　それにカルネは、


「へ？」


　と、思わず、間抜けな声をあげてしまう。


　それからその、男の顔をまじまじと見つめて、


「あの、なんであなたが？」


　と、言う。


　そこにいたのは、黒くろ髪かみの男だった。




[image: ]


　寝ねぐせのついた黒髪に、眠ねむそうな瞳ひとみ。


　猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　その、男に向かって、


「あなた、ライナさんですよね？」


　とカルネが聞くと、それにライナがこちらを見て、


「……カルネか。監かん禁きんして、悪かったな。もう出ていいぞ」


「って、へ？　なんですかそれ？　僕のことを監禁したのって……」


　が、それを無視して、ライナは踵きびすを返す。こちらに背を向ける。


　そして牢ろうを出ていってしまって。


　それを追ってカルネも牢を出る。そして廊下を進む、ライナの背中に、


「……いったいあなたは、ここでなにをしてるんですか？」


　そう聞くと、それにライナは振ふり返かえる。


　そして悲しげに微笑ほほえんで、


「…………」


　しかし、質問には答えてくれない。


　ただ、ライナはこちらを見つめ、


「……帰って、シオンに伝えてくれ。少し話したいことがあるって。俺はここで、待ってるから、と、そう……」


　こちらを悲しげな瞳で見つめたまま、


「そう、伝えてくれ」


　そんなことを、言った。






　あとがき







　そんなこんなで、『大伝説の勇者の伝説９』でございます。


　いやー、実はこのあとがきは、伝勇伝アニメのアフレコ最終回のあとに書いているので、それもあって、いま、すごく寂さびしい気分です。


　いや、こんなことをこんな巻数でいうのはなんなんだけどね、でも、あれです。


　僕は伝勇伝が、すっごく好きで、大切なんだなぁって、今回のアニメ化とかでたくさん思ってしまいました。


　一番それを強く思うのはやはり、何年もアニメを待ってましたーとファンレターとかで言われたり、イベントやサイン会で実際に読んでくれてるみんなに会うときに一番強く思うんだけどねー。


　でもアニメでより、強くそう思った。


　だってさー、書店の方とかも、ずっとファンだったんです！　応おう援えんさせてください！　ってたくさん、応援してくれたんだ。中学からファンで、いまは社会人なので、応援できます！　とか！　伝勇伝のファン、なんか、意外に多い！


　なんかもう、うわーんっていっぱいなった幸せな六か月でした。


　やっぱ、作品っていうのは──とくにこんなにも長く続けさせてもらえている作品は、僕一人の力じゃどうにもできない、みんなの力で支えられてるんだなって、なんかまた、鏡はいつもの話をしだしたぞとみんな思うだろうけど（笑）。


　でも、そう思うんだ。


　アニメの現場も伝勇伝好きって言ってくれる人ばっかりでねー、アフレコ終わって、フェリス役の高たか垣がき彩あや陽ひさんが号泣してくれたりと、なんか、僕はいつも人に恵まれるなぁと感謝してます。


　で、どんな人に恵まれてるかというと、そりゃもういま、この本を手にとってくれてるあなたです！　あなたのおかげで、ここまでこれました！


　感謝してます！


　みんなありがとねー！（涙）





　と、まるで最終回のような文章ですが、でも伝勇伝はなにげに、こっからやっとクライマックスが始まりまーす！


　伝勇伝の関連本って、来年のほうがいっぱい出ます（あれぇ笑）。


　でも、おかしいなぁ。『大伝10』で終わるはずだったのに、もう『９』だってー。


　次の巻ではさすがに終われません！（言いきった！）


　でも、クライマックスが始まってしまったので、ラストに向けて怒ど濤とうでいきます。


　みんな、応援してねー！





　あとなにげにこの巻、記念の巻なので、前半のようなお礼を言ってしまいました。ちなみにどう記念かというと、ええと、僕のパソコンのファイルだと、実は『大伝』ではなく、『伝勇伝』としてフォルダの中に納まってるのです。


　だからいま、僕が書いてるこのあとがきのファイル名は、こうです。


『伝勇伝長編20巻あとがき』


　なんと、20巻だよー！


　パチパチパチ。


　この勢いで、長編としては富士見ナンバー１を目指すぞー！　と思って、富士見の長編で一番長いであろう『風の大陸』が何巻か調べたら、28巻でした。


　うん。いや、どうかな。ちょっと、無理かなぁ……（笑）。


　でもって巻数では、すでに短編だけで35冊くらい出てるスレイヤーズにかないません！





　だけどそうか。なにげにシリーズ総巻数でいうと富士見では、いや、ラノベ界全体でもたぶん、スレイヤーズの次に巻数が多いんじゃんこれ。


　なんか、なんかみんなと一いつ緒しよに、すっごい遠くまできた気分。


　でもなんと、帰り道はありません！


　ここまできたんだもん！　最後まで一緒にいこうねー（笑）。





　と、いろいろ書いたところでー、告知回り。伝勇伝のアニメＤＶＤとかブルーレイが出ておりまーす！　アニメ、死ぬほど出来よくて、おまけに原作にめちゃくちゃ忠実だから、みんな買ってねー！


　もちろん特典も、ちょっと異常なくらい充じゆう実じつしてます。


　ってか、僕とサオティはワーカホリックなので、頼たのまれたこと全部やっちゃうんだぜ。編集部に「うちの原稿はちゃんとあがるんですかー！」と怒られるくらい受けちゃうんだぜ！（笑）


　というわけでまず僕のほう。


　なんと、毎巻特典でしか読めない長編小説がついてきます。


　タイトルは『シオン・ノート』。


　ライナやシオンやフェリス、アスルード・ローランドや、ミルクの秘密がどかんっと出てます。


　ライナ・フェリス・シオンが過ごした最後の一年。あのとき、シオンの中でなにが起きたのか？　メノリス大陸の裏側では、いったいなにが起きているのかが描えがかれています。





　あと、サオティのほう。


　毎回四コマ二本＆描き下ろしカラーイラストまでついてます！





　他にも設定資料集や、インタビュー、そして、ブルーレイのほうにはドラマＣＤでとり伝とかが大量についてて、めっちゃくちゃやってます！　ひどい！　ドラマＣＤすげぇおもろい。たぶん、ローランド最後の一年の短編でライナ・フェリス・シオンがわーきゃーやってるんだけど、フロワードとかも出てくるみたいよー。いま、初めて聞きながらあとがきを書いているんだけど、


フェリス「年ねん貢ぐの納めどきだ、ダンゴダンゴ団！」


ライナ「だ～から何度も言うけど、ゴンダゴンダ団だって！」


シオン「あにきー！　あにきー！　ライナあにきー！」


ライナ「誰だれだよ！」


シオン「ふっ、役作りは完かん璧ぺきだろ？　さあいくぞ。ふはははー、悪者は死に絶たえろー！」


　とか叫さけんでます。


フェリス「革命だ！　革命を起こすぞ！」


ライナ「あいつぜってー殺す！」


　うるさくてあとがき書けねぇ（笑）。


　とにかくみんな、よろよろー！　売れたら『大伝』もアニメにしてもらえっかもよ！





　というのと、あと、なんだっけ。


　あ、僕が伝勇伝と同時に連れん載さいしてる、『いつか天魔の黒ウサギ』シリーズも、アニメ化企画進行中なのだった！　まだ読んでない方は、こちらもぜひ、よろしくねー！





　と、なんかここまで書いていて思ったけれど、働き過ぎな気がする！


　休み！


　休みが欲しー！　あまりに休みがないので箱根にいったけど箱根でも徹てつ夜やで仕事とかどういうことなのか！　という話を、あとがきでいったい何度書いたのだろうか！（笑）


　よし、休みいらねー！　とか、今回は書いてみます。


　休みなんていらね────！





　噓うそです（涙）。





　というわけでー、今回はこのへんでー。


　あ、その前に、伝勇伝、ヤングガンガン様でも連載されてて、すっげぇ評判いいです！


　その名も、『伝説の勇者の伝説　Revision』。


　ヤングガンガンってコンビニでも売ってるから、見掛けたら読んでみてー。


　コンビニでライナが魔法使ってるよびっくりだよ！


　でもってアンケートとか送ってもらえると、スクウェア・エニックス様でライナやフェリスが優やさしくしてもらえます！


　ってか、富士見では珍めずらしい、違う会社とも組んで展開されていく伝勇伝！


　なんか、ほんとにみんなに愛されていて幸せです。


　だって、なんとこの次のページには、ガンガンオンライン様で連載中の『堕おちた黒い勇者の伝説』のコミックス１巻の紹しよう介かいが載のっちゃってるんだぜ！


　僕は10年富士見でやってるけど、こんなの初めて見たよ！（笑）


　あ、ちなみにスクエニ様の売場に売られている、『堕ち伝１』のコミックには、僕のあとがきも載ってます！　なので、見つけたらぜひよろしくお願いしまーす！


　もちろん漫画、おもしろいよ！





　と今度こそ、このへんでー。


　じゃ、ペラっとめくるとスクエニ堕ち伝があるので、楽しみにしててねー！





　ほいではー、来月の『いつか天魔の黒ウサギ７』で！


　といいつつ、『いつ天７』、まだ一枚も書いてないけどね！





担当「なにぃいいいいいいいいー！」





鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ９


落ちこぼれの悪あがき





鏡かがみ　貴たか也や
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